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! 調査研究の成果

A環境区分に関する研究

(1)調査地域の隘

1) 位 置

静岡県内の顽川流域およぴ大井川流域中部の山地ならぴに丘陵地にかけて調査地域を 

設けた〇これは北律約3 4°4 9‘3 〇〃〜35°6‘30",東経約!57° 4 4* 23*- 
～子3白° 5’ 2“に,また海抜高約5 〇 m~1,1〇 Omに拡っている。

2) 気侯および森林帯

調査地域の気候は福井の気候区Ek2 ー東海地方にあたり,夏雨型の太平洋岸気候域の 

中に含喧れ,前年度調査地域の秩父地方に比べてか左り温暖で雨您もや、多い地域とされ 

ている。けれども,やゝ詳細にみれば,地域内各観則所の気象観測値(表1)や,気温, 

降水量等線図(図2 )に示すようにか左りの相違がみられる〇す左わち,•調査地域の南部 

にあたる浜北地区は年平均気温約15 P,年平均降水置2,。 〇 〇很瞰後であるのに対し, 

北方に向って順次温度は低下し,降水量は増加し,気田京丸地区では年平均気溫12 •〇, 

降水£2,5 〇 〇顾を示している。標高の高い山地では気温の低下と降水散の増加がさらに 

強くみられるものと推察される。

調査地域の森林は南から臆次暖帯性の儲緑広葉樹林入,暖帯上部のモミ,ッガ,常緑広 

葉樹林,温帯性の落葉広葉樹林がみられる地城とされている。しかし左がら,この地域は 

古くから開発が進み,大部分の森林は変ぼうして,原生林の形態を示す林分はごく一部に 

限られている。すをわち,暖帯性常緑広葉樹林帯に属する浜北地区では殆んどがアカマッ 

天然生林となり,林床組成種に僅かに本来の植生の面影を止めるにすぎない。天龍川中流 

域の龍川,龍山,熊•光明山,また大井川中流域の大代地区などでも同様であって.スギ, 

〔ノキの本匸林が大部分を占め,一部の稜線,岩石地などにアカマッ•モミ,常 

縁君よび落葉広葉樹の成立がみられる。気田京丸地域の調琢象地附近もスギ,ヒノキ 

の人工林が主要左部分を占めるが,ここでは前2地域とや、趣を異にし,介在する他の地 

区ではモミを交じえた落葉広葉樹林,調査対象地よりも奥地ではブナを主体とする温帯性 

広葉樹原生林などがみられる。

3 ) 嶼および地質

天竜地方は静岡県西端部にあって,西南日本外帯山地の中に含達れる。山地は地質的
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に結晶片岩山地,古生層山地,中生層(三倉盾群)山地に大別され,山地の南採にある丘 

陵地は古生層および洪積層丘陵地,新第三系(二俣層群•掛川層群)丘陵地に大別される。 

性た,丘陵地に続いてその南方には,いずれも洪積腐の三方ヶ原台地囊田原台地iど力适)る。

この地方の主左河川は天竜川と大井川であって,両河川とも略南流して, 

天應’用.はそのすま週州洋で開口するが,大井川は島田市西北方約 

1oKm五和附近で大きく東南流して駿河湾に開口している。天竜川の支流には古生層山地 

を南々西流し范川附近で合流する気田川がもっとも大きく,それよりも下流には結晶片岩 

山地を南々束流して二俣附近で天危川に合流する阿多古川および,中生層山地を南西流し 

て二俣附近で天弛川に合流する二供川などの小支流がある。また,天危川と大井川の間に 

は中生厨山地を南流し,遠州羊に開口する大田川がある。これらの各河川は山地帯におい 

ても著しく蛇行している。したがって谷は回春谷の形態を示しており,谷治の斜面はー 

般に急峻で斜面中部,上部には段丘およぴ経斜面の発逹が随所にみられる。

天苑川の西方は結晶片岩を主とする山地で観音山(5 7 8成),白倉山(1,。 2 7m), 

枢山(1,。 5 9机)等の稜線があるが,白倉山より南部の山地は老拒螂!な地形,以北は 

晩壮年期的を地形を呈する。天适川の束方は気田川との分水嶺を左す秋葉山(9 41m), 

活頭山(1.5 5 2m),京丸山(1,4 6 9 m )などの山があり,これらの山々は古生層母 

よぴ中生届で構成され,早壮年期から壮年期地形で起伏：&の大きい急峻左地形となってい 

る。二俣丿I流域は主として中生屈の山地から左リ,老年期的な如形をなし・起伏覺:は前者 

に比べてかなり小さく,著明な稜線は発逹せず海抜高も一般に低く,光明山(5 4 0 m) 

前後の山々が東4匕から南西方向に断続的にみられる。

大代団地のある大井川西方の山地は中生爾および古第三紀層よりなり,早壮年期の地形 

をなし,大井川に併行して大日山(6 4 7 m),八高山(8 3 2か〇,栗ケ岳(514汎) 

などの山々がある。

これらの山地の南に接する,天竜市二俱と森町,五和村を結ぷ線以南の丘陵地は海抜高 

2 0 0成以下で,小谷の開析によって小じわが多く,目立った稜線や著明な雄も見当らな

いC

切峯面の仮想等高線をみると天危地方は京丸山,竜頭山,棉W,白倉仙を結ぷ東北方か 

ら西南方に走る山彼を主陵線の南側の流域に入る。したがって旧天竜川はこの主稜線Q南 

を西南流して浜名湖側に開口していたことカ§想定される。その後地盤の上昇や変動にとも 

左う断層谷の形成などによって佐久間町附近にお、いて横谷の形成とともに旧豊川との河川

9 一



争寿が行われ,旧豊川の上流部は天竜川の主流と左リ,旧本流〇気田川は支流と化し,下 

流も二俣附近で流路を南;で変え,任ぼ現在のな相を呈するに至ったものと辭される。

これらの結果,かっての低源友地域であった気田,横山,熊を結ぷ阳以南の山地域内で 

は恢入蛇行の依向カ：著しく,随所に前記の数段に亘る段丘の発逹をみるとともに,上記の 

繚以北の山地とはぎしく地貌が陷する。また,二保以南の地域には旧河川のデルタ堪稜 

物である三方ヶ原決澄層と落田原洪茄居があ金 この両台地は現天危川によって開析され 

て分離し,その中間には浜松平野の沖枝低地の発達がみられる。

これらの想定と,起伏最,各密度,地質その他を考慮してつぎにのべる各調査地の選定 

を行った〇

(A) 旧主稜線山地

中〜古生屈(壮年期)山地一京丸団地

(B) 旧低海抜地

(а) 結晶片岩山地一熊団地,(附竜山,竜)1|団地)

苗)中生層山地一光明山団地

(c) 中生屑〜古第三紀居山地一大代団地

(d) 洪積層•(古生唇)丘a她一赤佐団地

(б) 新第三紀潛丘陵地一斑岡団地
(|)中～古生層山地(京丸団地)

ここの地眉は広くは赤石眉群と呼ばれる時代不祥の地屈であって,中生眉ではないかと 

いう意見が強い地層であるが,北部の権島一畑茲山一大根沢山一新菱粒!Jを結ぷ断屈線以 

西の赤石居群は岩相からみて古生屈である可能性もあるとされているので,ここでは古生 

眉として取扱うことにする。岩種は主として砂岩・頁岩の互眉から左り,しばしばチャー 

卜と輝緑幾灰岩層を央む。全体として変動の影響を強くうけ,全体的に岩はかなり破砕さ 

れている。地形は前にのべた切岑面解析による仮想等高線が急な地域にあたり,壮年期の 

地形を呈し,斜面は長大であるが傾斜は急で随所に崩壌地がみられる。宜た稜線部には岩 

石地が多い〇

(ii)結晶片岩山地

この地域は地質的に2つの地域にわかれる。熊村附近以南の上阿多古,観音山,鎖玉地 

域は主として御荷鈴系の緑色岩類が多くみられ,輝縁岩,角閃岩,蛇欲岩などをしばしば 

介在する。上記の線以北および天竜川の両岸地域には結晶片岩類が広くみられる。岩質は

-l 〇-



『
••••.

■•..•••
・
岐
田•,<

•7.•••
負 H
III
/:■.

H<

u
. g

—■!

点

■•1

号
扣
薯 

阻
也
-HI
〜
-S- 

(

趣
蛭5

環J

壁
闘
卄

(

龍
些
顿
111) 

ra0

111
織
和
：：：®

ca 

(

能
冬
1¢
賤)

嗅̂

111
赚
添
・
:•••U

-P 

函
容
我

担
田
魂

旧



種類が多いが,緑色片岩と石墨片岩が主左ものである。二俣近くでは変成の程度が低くを 

り,結晶片岩から准片岩または千枚岩の程度にうつりかわる。

「三河大野」地質図幅ではこれらの地域を岩相によって区分し,阿多古帯(1.点紋緑色 

片岩・点紋黒色片岩・石英片岩,2.黒色片岩,3.緑色片岩•緑色岩,4.蛇紋岩・滑石片岩), 

船着带(1.石灰岩,2.緑色片岩•黒色片岩,3.珪質黒色片岩•石英片岩,4.緑色片岩•緑 

色千枚岩•緑色岩,5.黒色千枚岩•黒色片岩),鎮玉帯(黒色千枚岩•緑色千枚岩),石 

神带(1.縁色千枚岩,2.黒色千枚岩•片状砂岩)としている。また,北部地域の結晶片岩 

類は中山は,1.船代黒色片岩層,2.竜山輝緑岩体,3.新開黒色片岩層,4衆！山間絹雲母片 

岩・黒色片岩互屈,5地八緑色片岩•黒色片岩互層,6.吉沢黒色片岩層にわけている。

地形は南半部は老年期的地貌をもち,山はドーム状を呈し小じわが多く明確な稜線の形 

成は認め難い。谷は浅いが幅は広く,山稜との北髙も比較的少左い。したがって斜面長は 

短く,傾斜も比較的緩い。これに対し,北半部は早壮隹験ナ蹄を呈し,明確な稜線をも 

ち,随所に山頂緩斜面,平担面をみる。谷は深く刻み,谷斜面は比螂長く,傾斜は一般 

にや、急である。また,谷斜面の中途,或は一部の稜線(60 〇い以下)に段丘の名残, 

およぴ古い谷底面力斬片的に残存している。

前)中生層山地

ここでの中生届は狭義の三倉層群を指す。四国の安芸川層群,関東地方の多摩川層群・ 

小仏層とならんで,時代未詳の中生界とされる地層である。三倉層群は西から光明層群 

(Km),徳山層群(T 〇 ),伊久美層群(I )にわけられている。

光明眉群は天竜川左岸に近い竜頭山から秋葉山にいたる山嶺と,それより気田川を横切 

って光明山から二俣ちかくまでの山地を占め,砂岩時よび頁岩を主とし一部に輝緑凝灰岩・ 

が脈状に介在するが,その南部には石灰質のレンズを多く介在する。

徳山屈群•伊久美層群はそれぞれ赤石裂線の東側に帯伏に分布するが,ともに輝緑凝灰 

岩が少ない点で光明屈群や古第三記の瀬戸川層群(S。)(後述)とは趣を異にする。徳 

山眉群は礫岩・頁岩•砂岩からなり,伊久美層群は下部は頁岩が主となり,頁岩砂岩互層 

部や砂岩がはさまれ,稀に碟岩がある。上部は砂岩を主とし,頁岩や礫岩をはさむ。

酩団地の光明山や大代の含まれる南部地域の地形はほヾ老年期的な嶼を呈し,小じ 

わが多く山脚は一般に短い丘陵に近い地形となっているが,谷6-部,特に主谷治いでは 

谷の回春が著しぐ,山腹斜面は比較的^ く,谷斜面に入って急、斜面に急変する特徴をもつ 

ている。また,多くの谷頭附近では古い谷の形態がよく保たれている。

—1 3—



古第三紀眉山地

大井川に沿う五和村にはじ岐り,東北から北に向って広い面積を占める瀬戸川屈群とい 

われる地層で,魅団地としては大代の南半部附近がこれに当る。岩相も満造も上肥三倉 

層群によく似ており,近年まで三倉層群の一部として取扱れていた。砂岩,頁岩,礫岩が 

多く,結晶質で不純なレンズ状石灰岩やチャートカ念性れる。その他部分的に斑れい岩, 

极松岩,蛇紋岩等で貫かれているほか,塩基性火山の凝灰岩も含哇れる。

瀬戸川層群は三倉層群と同様に激しい変動をうけ,等斜褶曲や衝上性の走向折層が多く, 

断層線近くではとくに岩は破砕されている。

地形は見掛上晩壮年期に近いが,回春の影春が強く,一般に谷幅は広いカ沢筋は急峻で 

ある。また,稜線部は比較的緩斜面がよく発逹する。

(V)洪酬(古生眉基盤)丘陵地

この地層は洪祓世のある一時期に天适川が当時の水辺にきずいた扇状地•三角洲の一部 

である。円礫を多贽に含んだ地層で,基盤を左す古生層を不整合に瘢している。その後 

の地盤上昇にともをい河の侵蝕がはじまり,赤佐団地のある北部は侵蝕の影缪カ确く,標 

式的な丘陵性の地形を形成した。この丘陵地内には原堆技面の残存はきわめて少なく , 

15 〇 m三角点附近に僅かに名荒りを止めるにすぎ左い。また,この丘陵地の南緑には少 

左くとも2段以上の低位段丘面力啼状に形成されている。そして,この低位・段丘を切る谷 

治いにはしばしば基盤の古生屑が露呈した急崖地がある。この洪積屈はきわめて軟質で半 

固結の状態を示し,明瞭を層理や節理の発迷はみられない。基盤の古生眉は硬砂岩,粘板 

岩,珪岩を主とするが石灰岩をレンズ状にはさんでいる。

Mi)新第三紀居丘陵地
この地方の新第三紀層は大井ji屈群,天方層群,倉真層群,紙層群,相良層群,二俣 

層群(中新世),掛丿i膺群,曾我層群(鮮新世)などに区分されている。垫岡団地附近は 

二保眉群を基盤とするところが多く ,その上部を掛川屑群が不整合に被っているところも 

ある。また,南部の剛層(磐田原)および沖積!地に接して毎我層群の出現をみる。

二俣層群は二俣•森の間で北方の三倉眉群の中に地溝状に陥没して発逹し両者の間は著 

明な断層線をもって区画される。おもに泥岩からなり,基底に礫岩があり,凝灰岩をはさ 

んでいる。掛川層群は東部の地域では砂泥の互屈カ博く発逹するが,西部の蛊岡,二俣地 

区のものは砂や礫が多く左る。岩質はきわめて軟かく,節理の発逹は少ない。會我眉群 

は鮮新世最上位の地層で,岩Eは一部が凝灰質であるが,大部分は砂礙質である。

— 14 —

これらの新策三紀層は堆積後変動により花曲,乃至傾動しているが,そののち長い間侵 

蝕をうけてから洪秋世に再び礫膚その他の堆積物で覆われた。表面を援う邮が侵蝕され, 

消失したところは丘陵性の地形を形成しているが,北方山地に近い地域では地貌も外带山 

地に近づいている。

4 ) 土 照

かってこの地域の林地で行われた土盛調査は次のとおりである。

国有林瀬尻経営区の土留調査(1952年)

〃 気田歩業区の土壊調査(19 6 3正)一未発表

〃 掛川事業区の土壊調査(19 6 3年)一未発表

この地域の林地の土雖:,既往の調査左らびに今回の調査成果からみると,褐色森林上, 

ポドゾル化土理,赤黄色土,黒色土殴に大別できるが・,大部分は褐色森林土によって占め 

られ,黒色土壇は各地に小規模に点在し,ボドゾル化土壞は約1,° 〇 ° m•以上の髙海抜地 

に限って出現するに過ぎ左い〇また,赤黄色土は地域の南部を占める洪和b稱地域にせとま 

った分布を示している。また,母材料からみれば各種基盤岩石,堆積層お、よび段丘堆植物 

に由来したものが多く,一部の安定した先地形の残存面(山頂緩斜面の一部)に火山拋出 

物に由来すると考えられるものがある。

5) 土地利用時よぴ林況

谷底低地 主として水田に利用されているがこの地形面自体の面積は少ない。

段丘低位のものは畑地,集落などに利用され,森林として利用されているものはほと 

んどないが,高位のものの一部には,アカマツ林,竹林,広棄樹薪炭林などがみられ,ま 

た,スギ,ヒノキの造林が行われていることもある。

丘陵地林地として利用されているものが多く,主としてアカマツ天然林およびカシ, 

シイ類等常縁広葉樹を多く交えた薪炭林力庄体を左しているが,地吹土壊の条件によつ 

てはスギ,ヒノキの造桝も小婀をなしてしばしばみられる。また,畑地も各所"ら 

れるが,その中でも茶畑が多いのがこの地方の特色である。

山地一部の老年期山地や丘陵地に接した低海抜の丘陵性山地を除いた他の大部分の山 

地はスギ,ヒノキの造林地が多く,一般に良好な生育を示している。中でも,天竜川本流 

筋,気田川流域の一部などは古くからスギを主とする造林が盛に行われ,所謂天活林業地 

と呼ばれ,日本三大林業地の一つに数えられている。この中心地带では林地としての土地 

利用は適地適木という面ではとくに集約で,他の地方にしばしばみられるような不成繽造
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林地はまづみられ左い。この地方では頫次拡大造林が進み,隣接地域内山地带にも多数の 

造林地がみられるが,造林木の生育は前記中心地域よりもや'劣る傾向がうかがわれる。

調査地域北部のやゝ高海抜地域は主として国有林となっているが,これらの地域でもス 

ギ,ヒノキの造林は盛んで,海抜高約1,5 〇 〇川附近まで造林地がみられ,その生育も比 

較的良好である。京丸山山嶺より奥地の山地には現在左おブナを主とする原始林が広く分 

布する〇

⑵地区々分

天竜地域の地区々分にあたっては,前年度の秩父地成で試みた方式に斷 し,気候,地 

質岩石,地形および地史,土壌などの各因子を綜合して,第4図に示すような地区区分を行

ってみな〇

A旧主稜線山地

A—1.中•古生層山地

A—2.結晶片岩山地

B 旧低海抜地

B —！結晶片岩山地

B— 2 中生層山地

B-3結晶片岩低山々地

B-4洪積屈•(古生眉)丘陵地

B- 5•新第三紀層丘陵地

1)各地区の特徴

(調査団地)

足 丸

(瀬 尻)

熊•竜川

m,大代

赤 佐

豊 岡・

上記各地区の特徵は表3-1,5- 2に示すとお・りである。

ただし,表3中にも併記したように,同一地区内にも多少異質な地区を含むこともあり, 

また,同一地区を主体的にみたとき上部と下部でかなり異質左地区となっていることもあ 

るcことに,天竜地域では後者の例が頭著にでることは地域としての大きな特色でもある 

と考える。

—応觀舌的に7地区に区分したが,各:地区間にはかなり近似性の強い.ものとそうでない 

ものとがある。最終的には独立したものと,亜地区(亜区分)と解されるものを整理する 

必要がある。これはこの研究の細部の事項が検討された結果を待つことにする。

(3) 土壊の性質および分布

1) 古生眉山地区の土壌(京丸団地)
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図5 京丸団地土 壊図
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出現する土坝は褐色森林土,Bb , Bd (d. ) ,Bd ,Bkで,Ba型土斑もごく小面 

積ではある力咄現する。またBd (d)型土壊の中山頂の緩斜面に出現するものと,Bd一 

型土踱の中沢尻の山麓緩斜面に出現するものとは,形態的にみて別個に取り扱う必要があ 

ると思われたので,区別した。調査地域は牡年期地形の非常に急峻を山地で,大きな崩壊 

地がみられるほか,各所に小崩壊地があり,かなりの面秋を占める。この団地の土攘図を 

5図に,各土壊型の分布割合を4表に示す。BD型土壊が全体の半ば近くを占め,Bd

や低く,置換性Caの含应は少く,また塩基飽和度も低い。

(d.)型土壊がそれに次ぎ• Bb型土壊は分布面航が少い〇

京丸団地の土壊は,断面形態からみて標式的,標潭的左形 表4 : 土壤型別面積比

態を示すものが少い。各種構造の発逹程度は弱く,また全般 土壤型 分布割合る

に乾燥土壊を示標する博造カ適潤性の土壤にもみられる。 Bb 1 0.4

土色は1〇 y Rのものが多く,7. 5 y R系統のものが少い, Bd (d.) 2 6.8

黄色味の多い土坝であるc Bd也)緩 1.5

石磔含量が全般に多く,また表層が下層にくらべて多い例 Bd 4 6.6

がかなりある。しかし透水性は,B層でみた埸合極端に良好 Bd纏 1.2

だとはいえず,林木の成:長との関係もそれほど明瞭ではない。 Be 4.1

土政化学性をみると,この団地の土壊は全股にPHがや 岩石地 0. 4

スギの成長との関係をみると",6図のように,地位指数はBb : 8 , Bd (d): I 2 ～

14 , Bd ：16 ～2 2 , Bb ： 2 0 ～2 4である。これを昨年度殮した秩父地方の中’ 

古生層址区のものと対比してみると,この図に示すように,その地位指数は若干低くなっ 

ている。秩父中古生層地区の土壞の諸性質と,京丸団地のものとを比較してみると,物理 

性の面では明瞭な差異は認め難いが,化学性の面では若干の違いがあるように思われる。 

即ち両者に出現する土踱の» AJSOPHを地位の上中下の別にくくって表ホしてみると, 

5表のようになるが,京丸団地ではPH 6以上のものはなく,全般に低くなっている。更 

に!S換性。a ,皤飽和度について比較してみると,Bb型土地で秩父が5.3 3m . e〜 

2 4. 4 9 m . e .(飽和度!4. 76%〜8 0. 95%),であるのに対し•京丸では 

1 0. 2 4 m .〇・〜1 5. 3 m ..e ,(辙度4 3.9 4～4 8.61 %) ,Bd 型 

土號では,秩父が1 9. 46m. e.~2 4. 50m. e . (5 0.0 6%~6 9. 87 场)でる 

るのに対し,京丸で3. 5 2 m . e .〜9. 00m.e・(11.43 %〜3 7. 6 2%)の範囲 

である。スギの適地であるBb , Bd a含量,塩基飽和度をも多少低くなって
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おリ,：PHの価とも佛せて,秩父中古生厨地区の土您よりも,万'丸中古生居地区の土垣の 

方が,スギの成長という点からみて,多少劣るように思われる。これは京丸団地の魂査地 

が,多くは9 〇〇〜1,。 〇 Omという高海抜地にあることと,地形が非當に急峻で,安定 

した土坡が発逹してい左いということ・によるものであろう。

京丸団地の土壌の断面模式図を7図に,林床植生の組成表を6表に示す。

図6

地位指数と土圾型

は秩父中古生層地区の地庄指数)(X印は崩積,
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表5 : A層のP H

7— 京丸団地 秩父中古生屑地区

P H >2 〇 1 6 ～ 1 8 <1 6 >2 2 1 8 ～ 2 2 <1 8

>6 〇 〇 ° 4 〇 4

5〜6 2 2 ・ 〇 6 2 2

<5 1 3 4 ° 2 2

地
位
指
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図?. 京丸土壤断面模式図
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京丸団地林庆植生

(各土也型ごとの被度価•常在座)

表6京丸団也林床植生

標

地

土

期

ギ 姓

髙 

澎 

密 

秘

位

6 4 〇〜8 5 0 
斜面下〜中部 
嵌凹 

be型
スギ

2 〇〜2 2

7 5 〇〜1 06G
M ・平街 
寂凸 

BDSJ.
スギ一部ヒノキ

1 6 〜2 〇

84〇〜1040

平街•徵凸

sD(d)S

スぞー整ピノキ

1 4

64〇〜1 04 〇 

尾根 

凸形 
ba • ba 勰 
ヒノキ・スギ

1 2ス

コ 7 力 ソ 3 3 3 3 W 9 6 IV
T マ チ ヤ 1 2 5 2IV 1 I 1 n
7 プラチャ ン 3 4 9 6 V 1 0 7 1 V 2 H

木 キ イ チ ゴ 3 2 4 6 V 2 0 2 7 V 8 4 6 E
コ 7 ジ サ イ 6 IV 1 0 2 5W 8 7 7 V ! 〇 2 n
n ウヤボウ キ 3 4 2 1 1 9 4 oiy
リ ヨ ウ プ 6IV 4 8 3 V 2 5 1N 10 2 5
7 才 ハ ダ 1 6 6 U 4 8 n 4 4 2IV 4 5 2d

本 ツ クバネ ウッ ギ 5 ]1 4 7 n 4 10V ! 〇 2B
シ 斧 ミ 6N 9 2 3 5 3 5N 8 〇 2W
ヒ メ シ ヤ ラ 2 11 3 4 6IV 2 I
7 七 ピ 2 5 1 H 6 2 7 V 5 4 5 0 7
ミ ッパッ ツ ジ 3 3 4 7 n 8 16V J 2 5 0 V
ヒ ナノウ スッ ボ 7 N ラ由 1 I

ヤ マイ宣 ヮラ ビ 1 6 9N 4 n
モ ミヂ ガ サ 5 8 2 II 16 0 1

革 マ ッカゼソ ウ 1 6 9 W f. 5 I
ス ミレサ イシ ン 1 6 6 n 9 1 n 1 I
ヤ プレ ガ ザ 1 6 6 B 6 3 7 u 2 a
ヒ メガンク ピソ ウ 3 n 9 1 n
夕 チッボスミ レ 3 n 8 6 Oiv 6 8 7 n

本 チ ヂミ ザ サ 6 IV 4 3 8IV 2 2 1 n
ェ ンシュウ ハク・マ 6 8 7 n 5 5 0 1
チ ゴ ユ り 5 0 0 1 11 8 8 IV 1 2 5 0 1
キ ッ:□ウ ハダ マ 4 5 I 6 2 1 ___ 1 0 0 I
マ 夕 夕 ピ 7 4 9 IV 1 I 1 I
イ ワ ガ ラ ミ 7 4 9 IV 1 4 5 9 V 6 9 0 E 2 I

ツ 力 モ メ ヅ ル 3 D A 8U
サ サ ゲ 3 D 5 9 7 V 18 7 1! 10 0 1

ルギキョ ウ 4 6 1 5E
ル ラク匕Rヅ ノレ 4 6 3 1 I

ルトリ イバ ラ 1 I 3 D 4 B
イカJリズ ラ 1 I 3 5 0 1



2)結晶片岩山地々区の土適(竟川,熊団地y

I)竜川地区
調査地域は標高2 〇 Om〜6 〇 〇弘にわたり•夭竜川の西岸に沿っている。山腹上部 

および稜線に古い段丘による緩斜地が残存し•山腹中部以下は解析が進み傾斜はかなり 

急で,山麓部の崩積地は非常に面秘:少左い。

この地区に出現する土琅型の代表断面模弍図の地形との関係は図8に示すとおりであ

る〇

図8 竜川地区における地形および土瓊断面模式図
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出現する土焼型はB B • B D(dJ • B d • B eで,斜面が長大なために•乾煤型の土環の 

占める割合が少な <,稜線近くの緩斜面にB bが,斜面上部および中腹部の微凸地形に 

Bd41)が認められる外,ほとんどがB d型で,BE型の分布面積は少ない。また.この 

地域内に数段にわたって赤色土が点在的に分布している。点瞄を行った9点の内駅は 

B D(d)2 , B D 4 , B E 4 である。

土壊の特微

土色は母材の影響もあり,A層でZ 5 YR〜10 Y R (明度5〜4 ,彩度2〜4), 

B層で7. 5 YR〜1〇 YR (明度3〜4,彩度3〜6 )で・適潤およぴ湿性型では層位 

の変化は漸変しているが,乾燥型ではやや淡色となり,腐植の公透:Eは少く,層位の推 

位は判もしくは明となるものが認められた。この外全層にわたって小角碑が多いために 

構造の発逹が明瞭でないものが多く,表層から緊密な土壊もしばしば認められた。BD 
型土壊は簡行土が大部分であるが,山項平担面にはち密な残耕土型のものが一部認めら 

れた。BE型土壇の崩弑型の中には断面5 〇 5の様に,古い土層の表層に新らしい崩積 

物が薄く堆積したものも含まれている。土性は大部分が軽埴土である〇

|| )熊 地 区

調査区は卷山(8 4 °汎)より南西に流れるトトン沢を囲む団地で,標高は4 5 0 77t 

〜8 4 〇れの範囲を占めているcトトン沢を中心に北西部と束南部では堀诊が幾分異っ 

ている。第9図の土壊図に図示した傾斜角2 〇度線でわかるように籍山山頂より北西部 

の稜線沿いに緩斜面が分布しているが,山腹中部以下は急傾斜になる。また東南部は稜 

線に近い部分に平坦地が点在する外,先輪廻のものと思われる谷底およびそれを囲む狭 

い小尾根が主稜線下部に点在している。山腹中部以下は現谷の侵蝕が進み.傾斜カ急で 

山脚部には崩積地がある程度発逹していて•竜川地区とは趣を異にしている。なお箒山 

山頂附近から北西部の稜線に残存している平坦面は2段認められ・火山灰を母材とする 

黒色土壊の分布がみられる。東南部は地形の解析が進んでいるためか・このような黒色 

土壊を伴なう平坦面の発達は認められない。地質,岩種とも竜川地区と同じである。 

ィ)イ呻およぴ分布の割合

熊地区に出現する土壊型とその地形との関係を図1。土壇断面模式図により図示し 

たが,調査地域内に出現する土瓊型はB B . B C , B D(dJ» B D . BE » B1c .

BIDであるが,BB型土壊は北西部における主稜線からトトン沢に派生している小 

さな 尾根に極く僅か分布しているに過ぎず雑木林になっている。トトン沢を挾んで

-2 9 —



南東部の稜探の凸部にB C ,段部にはB D0)が留められるが,斜面の大部分はB Dで 

ある。しかし斜面上部に残在している谷底にはB E ,谷底を囲む凸部にはB DfcL)カ詢 

められた。山)我部にはB Eが分布している

黒色土壌はトトン沢より北西部の平坦面:て分布していて凌線には極く小面ふ］ではあ 

るがB丄cカ朝められる。しかし斜面中腹以下には黑色土は認められずBDが分布し 

ている。

熊地区における土垣型の分布状況は

表7 熊地区土壊型分布割合

B B B C B D (d) B D B E B 1

0.5 〇• 5 1 7. 9 5 4.1 1 7. 9 9- °

の通りでBDが5 0%余りを占めている。B D(d)i?よぴBEが大体18 %で乾燥型の 

分布が非常に少い。調査ヶ所はB Cが1,BD<d)2 , B D 7 , BE 2 , B1D 5であ 

る〇

□)土壊の特徵

褐色森林土は全眉にわ;"て基岩風化物の中小角礫が多く「竜川地区の土值と類似 

の様相を呈している。黒色土坟は緑色片岩の風化小角殊を含んでいて二次生成のもの 

と考えられる。土色はA層がえ5 YR〜10 Y R (明度2〜4 .彩度2 ～ 3 ) B暦は 

7. 5 Y R〜10YR (明度4〜5,彩度3〜6 )で屈位の変(匕は殆んど漸変している。 

竜川地区に比べて角礫の混り程度は似ているが,下層はや'軟く,幾分礫が少いよう 

である。水湿状態は湿潤の废合がや、強い。

ハ)土壊の理化学性 ハ.

土壤の理(匕学分析は熊地区の代表断面についてだけ行った。

化 学 性’

P H ;表眉より下層へ漸増しているのは一般にみられる傾向であるが,表帽につい 

て各土:S圍の比較をすると,B C 5.1,B D(d)5. 〇 » BD4. 9～5：5 , B E 5. 8と乾 

燥型の土壊の方がP Hは低い。またB1Dで3. 9 ～4. 6と褐色森林土に比べ低いのが 

特徴である。

Y ； B 0 9. 9 , B D(d)1 5. 8 , B D 1.3 ～ 7. 9 , B E 1.〇 と乾燥型土壊の方が高 

い。BID. BlCは12.〇〜4 3. 6と褐色森林土に比べて著しく大きいカ”火山風

—3 〇 —
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よび土域断面模式図図［〇・ 熊地区における地形お
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を母材としていることが推測される。左おB1Cは尾根に分布しているので侵蝕を受 

けてお、りB1Dに比べるとや、小さい値を示した。

炭素;黒色土攻が尚色森林土に比べて炭素魁の多いことは当然であるが,乾燥型土 

理は稜線の尾根に分布していて且つ侵蝕を受けているために,一般に炭素員は少かつ 

た〇

NおよびC/N比;NはCの多いもの程多く土周内の分布も炭素の場合と殆んど相 

応じていた。C/N比は褐色森林土より黒色土壊の方が,また表層より下層の方が広 

い値を示していた。をお侵飾を受け易い部分に分布する幾分未熟な土圾のC/N比は 

やゝ大きい値を示した-

置換性C aとC &飽和既;褐色森林土では乾燥型の方が絶対:飲も飽和度も低い。ま 

た黒色土瑯±褐色森林土に比べて絶対量も飽和度も若しく低く,PH . Y1の値に相 

応じている。

燐酸吸収係数；黒色土壤と掲色森林土とでは大差左 <,比較跡しい火山灰性土理 

にみられる特徴がなく •アロフェンの検出されないことなどを考えると古い火山灰を 

材料とした土坝と考えられる。B Cは侵触を受け易い位置にありや、未熟な土琅の所 

為か.燐酸吸収係数が低かった。

理 学 性;

士 性;大部分が軽埴土で黒色土壊と褐色森林土との間にも差が認められたかった。 

三相組成;最表層についてみると気相は2 〇〜5 0%,固相はi5-3 5%•液相 

は15〜5 〇%の範囲にあり•黒色土理の固相は福色森林土のそれに比べて小さい。 

咬た液相は黒色土壌は掲色森林に比べてや'多い。しかし褐色森林土には土壤型によ 

る差があ哇り認められなかった。黒色土壤ではB :L CはB ZL Dに比べて表層の固相の 

占める割合が大きく気相は小さかった。また下層について•その組成を比べると固相 

は2〇〜4 〇%,液相4 0 - 6 5 %,気相1〇〜3 0%となり,表層の状態とは幾分 

異なるが,特に黒色土壊は褐色森林土に比べて礫の少いことや,下届の液相が6 〇% 

にも逹することを考え併せると・根の生育する部分はかなり嫌気的な状態にあること 

がうかヾわれる。なお褐色森林土では乾燥型の方が水分が少く・黒色土瑰においては 

B1CはBlDに比べて気相,固相の占める割合が大きく .液相が少いために明らか 

に乾燥していることが分る〇

透水性;黒色土壊の表屑は褐色森林土のそれに比べて透水性が悪く • BD(糸),
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図11.最表層の三相組成

〇黒色土壊

の褐色森林土
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図12.下層の三相組成
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BEのような遭潤ないしは弱湿曜の土埃は下層まで送水性が良好で根系の発達のた 

めに良い影喜をもたらしていることがわかる。

鉱物組成;粗砂の中には黑色土壊,褐色森林土を問わず片岩の風化物を含んでいて 

火山砂も殆んど一様に混在している。また結土鉱物では黒色土壇ではアロフェンが含 

まれておらずモンモリオナイトに著しい特徵が認められた。

左お•黒色土壊について・接したスギとヒノキ林にづハて,上木の土刼の化学性に与え 

る影響を比べてみたが,両土壌ともP H ,借換性C aが少く,Ca飽和度も小さく差 

カ渔まり見られなかったが極く僅かであるがスギ林土理の方が良いようである。その 

外炭素Mはスギ林の方がやゝ少く C/N比も低かったがスギ林の場合腐植の分解が進 

んでいるといえるかどうか疑問である。

iii) 土壇と材木の生長

調査地点の数と土壊型は次の通りである。

表8竜川•熊両地区の土 型と地位指数

竜川地区 熊地区

B B ( d ) 2 2

B C — (1)
B D 3 1

BD (崩) ■1 5

BE (崩) 3 3(1)
BID — 5(3)

計 9 17(5)

但し()はヒノキ林

各地点におけるスギの生育状況は次の通りである。

一 3 3 一

竜 丿I 地 区 熊 地 区

地位指数 点数 平均 地位指数 点数 平均

B E (岳) 2 4 〜2 8 3 2 6 2 2 — 20 2 2 1

B D (崩) 2 6 1 2 6 2 2〜2 〇 5 2 2

B D 2 4 〜2 0 3 2 2 2 〇 1 2 〇

B D ( a ) 18-14 2 1 6 1 6 ～ 1 2 2 1 4

BID — ［, — 1 8 〜1 6 2 1 7

上記の様に乾燥型の土壊より湿曜の土壇の方力生長のRいことが認められるが,両 

地区の間で比段をすると,地形解析の進んでいる爸川地区の方がすべての土鲤で生長 

が良かった。熊地区ではB E (崩),BD (崩),B Dの間で地位の差があまり見られ 

ず,竜川地区ではB E(崩)とB D (崩)とではあまり生長差がないが.夫々の地区で 

分布する土壊の面積割合の影響も考えられる。なおB1DはBDに比べてスギの生長が 

良くスギにとっては乾燥条件が湿潤条件よりも生長に与える影響力吠きいためではをか 

ろうか。ヒノキの生長については調査ヶ所数が少いだけでなく林令も一定していないの 

で明瞭な差があるか否かを論じられないカ;凡そ調査地域内ではB E>B1D>B Cと考 

えられる。左おヒノキにとっては停滞水を併はない場合には湿性型の土填もしくは乾燥 

型の土理よりも生長に与える影響は有利と考えられる。

また黒色土壊の隣接地にあるスギとヒノキの林の生長を比べると地位指数だけから判 

断するとスギの方が優っているといえるが,材積その他を考えた場合にどちらに優利で 

あるかは简単に判断を下し得ない。

IV )秩父地区の結晶片岩地帯との比敢

粘土鉱物；熊地区ではすべての土琅にギブサイトが検出されたが,秩父地区では火山 

灰性の黒色土壤だけに認められた。また秩父地区では黒色土壊にアロフェンの存在カ零 

められていたカく熊地区の黒色土壊にはアロフェンは検出されなかった。その外秩父地区 

ではクローライトカ略徴的に検出されたが•熊地区ではむしろモンモリオナイトカ衲 

的であった。この外秩父地区の土環に比べて熊地区の土壤には火山ガラスの混入率が髙 

く •火山砂は少かった。

土 瓊；土理については大差ないが黒色土壞では熊地区のものについて片岩の風イ幽 

の混入率が高かった。土性は凡そ類似しており«土壊型ではB Eの占める面積が広く 

B D(d)の占有面積が刁、さかった〇

理化 学性;採取時水分は熊地区の方が：PFが低いので秩父に比べ 

て全体に湿潤であると考えられる。’•その外両地区に夫々分布してい 

る黑色土壊を比較すると熊地区のB1Dは:PHが低くY1が大きい。更にCa飽和度 

も低かった。熊地区の火山灰を含まをい基岩風イ匕物だけからなっている土堆でも秩父の 

土壊に比べると褐色森林土では燐酸吸収係数は高く •むしろ黒色土壊では低かった。

林木の生長;地上部の生長衆は乾燥型の土壊ではスギの生長に殆んど差がないが•適 

潤もしくは弱湿性型になると熊地区の生長が良好であった。
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3 )洪瞬及び第三紀眉丘陵地区の土察

(1)易・地の概況

浜名湖の北部から大井川にかけて北絳3 4度5 〇分以南には新第三紀層や洪積層律 

盤とした海抜高2 5 〇れ以下の丘陵地が発達し,沖秋平野に接している。この丘陵地は 

ほぼ7度の傾斜をもって.南下するに従い高度が低くなり,一部には三方ヶ原•磐田原, 

牧野ケ原左どの広大左台地を形成しているが,大部分の地域が,小さ左谷で侵蝕され, 

谷と小尾根の入り組んだ,凸形斜面のおむい地形を作っている〇

調査地は2団地で,丘陵地の北端にあたる天竜川が山地から平野に移行する二俣を境 

として右岸の洪績屑丘陵地に1カ所(赤佐団地),左岸の新第三紀層丘陵地に1カ所 

(雙岡団地)選定した。

前者は北を阿多古川で切られ,山地と画されているが.後者は北端が断層によって中 

生代の三倉層に接してはいるものの,地形的には北上するに従い高度は除上に増し,山 

地に渐変する。

行政的には前者は浜北市赤佐に.後者は磐田郡豊岡村に属している。

両団地とも,隣接しているため気候条件はほぼ同様であるカ、豊岡の方が,北上 

する川が深く,降水故もや、多い。また,赤佐は豊岡よりも風当りが強い傾向がうかが 

われる〇

二俣における観測資料をみると年平均気温は15.5・C ,降水蜀:は18 3 4彻Iで,他の 

調査地にくらべ,や、暖く ・降水最はすくない。

赤佐団地は三方ヶ原の北端に位置し,海抜高15 0-2 0 〇砌内外の波状の緩傾斜地 

が続く標式的左丘陵地で,洪積期に天竜川のはん乱によって形成された三方原一磐田碌 

層と呼ばれる磔層が古生層の基盤の上に厚く堆積してできた丘陵地である。従って近年 

になっての河丿I！の侵蝕の著しい急斜面には古生屑の基盤が露出し・これが土垠の母材と 

なっている。

なお,この地区の古生屑中には石灰岩の岩脈がある。

豊岡団地は鮮新世の砂岩や礫岩力進岩となっている力、丘陵地を縦に切って山地部ま 

で北上する数本の河川による侵食が大きく・山頂部には緩斜地もみられるが,山腹斜面 

はかなり急で,枝沢も多く,赤佐にくらべると地形の開析度合はかなり進んでいる。な 

お,瀬戸川層群中を南北に走る断層が見られるが,これも本地区の開析度合が大きい事 

の一因となっているものと思われる〇

—4 〇 —

丘陵地は今まで述ぺたことからも推察できるように.太平洋からの強風が正面からあ 

たり,しかも決積層などでは湧水源も殆んどな <.凸形斜面がおおいため,土地の利用 

状況も北部の山地地区とは著しく異なり,赤佐では大部分の地域が6 〇年生内外に逹し 

たアカマツの天然林で占められ,山腹急斜面で古生層の岩が母材となった所にはわずか 

ながらスギやヒノキの造林地がみられる。一敍に丘陵上の地表面はかなり乾燥してお!) 

相当張のマツタケカ,生産されている。

班岡団地でも,山頂部はアカマツの天然林やシイ,カシなどの広葉樹林とをっている 

が山腹下部の急斜面は,赤佐にくらべると山足も長く,アカマツ天然林が過半を占めて 

はいるものの,地形や土増に応じて植え分けられたスギ,ヒノキの林が小面積左がら隨 

所にみられる。

(2) 土壊の種類と分布の状況

(I)赤佐団地
赤佐団地では,下層が黄褐色を帯び・A層が極めて不明瞭で,まれに表層があって 

も薄く然も汚れてはいるものの下層との間に色調の差が余りなく «未熟な或は受煎土 

的な様相を呈した黄色土系統の土斑が大部分を占めていた。

この他,埋没型のB l,Ra.,Bg ,Bd (d) , B d どがわずかながら分布してい 

た。黄

黄色土系統の土玲は褐色森林土の分類方式をこのまま適用する事は困難と思われた 

ので,脣悪林土壊の分類に準じ,その他アカマツの育ちや・林床植生あるいは地形な 

どを加味し,とりあえず下のごとく細分を試みた。
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各土壊の分布状況は土壊図のとお、りである。

また.各稲土壊の分布率は次表のとおりである。

表9. 各土斑型の分布率

土攘型 B 〇 B D(d) BD Bl R A * n Y - E n
2 -凸

Y - E n
2 ー凹 Y - I m

百分率物 4 7 3 1 3 1 2 5 2 1 4 3

一番広い面積を占めていたのはY-Sn -r (凸)型であり,狭いのはB 3.である。

各土壞ごとの分布状況をみると,層位の比較的はっきりした福色森林土はいずれも傾 

斜の急な山腹斜面にみられたが,B C型土壤は岩水寺川の枝沢に左る南偏のやや急左斜 

面に,B D(d)S!土壇は調査地の東端に位直する束向き斜面の・緩から急に変る変曲点か 

ら急を凹形斜面に分布していた。なお調査地の南側には数段の段丘があるがいずれの段 

丘にも黒色土壊がみとめられる。

赤色土理は山腹上部(15 0-15 〇弘)の緩傾斜になった凸形斜面からやや凹地形 

にかけて分布していたが,凹形斜面の方カ子赤色の屈が厚く,古い凹形斜面に二次堆載し 

たもののように思われる。Y - En -だ型土瘻は比較的やせた尾根筋で.ことに南下す 

る谷による,最近の侵蝕カ喏しく v字谷を形成しているような地域では広範に分布して 

いた。調査地では南西部に诲的なものがみられた。

Y-En - r (凸)型土価は緩傾斜左尾根筋から凸形斜面にかけて広く分布していた。 

Y- En- r (凹)型土壤は緩傾斜の凹形斜面に分布し,北向き斜面では南向き斜面よ 

り広がる傾向力：みられた。Y ・工m型土拿は丘陵地中央部の古い河道跡に分布がみられ 

た〇

(ii)聲岡団地
豐:岡団地は小面積経営の民有林で,造林地は樹種による植え分けがむこ左われている 

ので,スギの生育と土壤条件との関係を知ることに重点を置いて調査したため•斜面中 

下部に集中する傾向があり,ここでは土坝図作成の作業は省いた。

従って極端に乾燥した土壊型はあ哇りみられ左かったが,山頂部ではB B型土壤や, 

凸形斜面の上部あるいは河岸段丘上では堅果状構造のよく発逹したB C型キ壊がみられ 

た。スギの造林:地は殆んど山腹中下部の凹形斜面で,B D , B E型土駐がおむく ,堅果 

状搆造の発逹した断面でもA層が深かった。
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図13. 赤 佐 団 地 土 壊 図
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図14. 土 壊型の出現と地形の関係
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図1 5 — 2 赤佐団地の土壊断面模式図
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1

(3) 土壊の特徴 

⑴断面形態の特徴

両団地を通じ.土壊の色調は母材や土壤型によって異左るが,概して黄褐色がかっ 

た10 Y Rの色相の土壊がおむかった。

ィ赤佐団地

赤佐では洪荻層のところでB1；2点,RA；1点,Y-Er；15点,Yー工 

m ；！点を調査し<古生層を母材としたBD型土壌で1点調査したが・B D型土壇 

を除き,一般に堅密な土がお若く . Y-E r , I m型土壌は表層から比較的明るい 

黄褐色でA風の有無が不明瞭で,表層と下層との間に色調では余り差がなく,層位 

の分｛匕も余りはっきりしていない。概して乾性の傾向にあった。

各土壊型ごとの特徴をみると,

B D型土壊；大部分はスギ,ヒノ Wの造林地になっており,比較的急斜面で堆積 

様式は節行〜崩積型である。A 6届は特別な発逹なく,腐植はかなり深くまでは 

いっている。A屈は2 5-3 0饥・全土層は一般に深い。色相はA, B層ともZ 5 

YRで暗黒褐色のA層から褐色のB層へと漸変している〇団粒状・塊状などの構造 

カヾ発逹し埔質で下層はやや堅密である。層位によらず角磔がきわめておおい。

なお• B C , B D(d)型土壊ではB D型土壊より幾分堅密であり• A眉の色がやや 

淡く,前者は堅果状構造が発連し,後者は粒状・塊状左どの構造がみられ・A。層 

もやや形成されていた〇

B ZL型土壊;草原あるいはアカマツ林と左っていたが林床植生はY -Er型土環 

のところと大差がなかった〇

Ao層は特別を発逹はないが.林内ではF層がレンズ状にみられた。A層はすこ. 

ぶる厚く 7 〇颌以上で,B層を欠き,円礫層からなるC層との境はきわめて明瞭で 

ある。土色はZ 5 Y Rにはいるが,第1屑は明度,彩度とも2〜3であり,第2層 

は明度1〜2 «彩度1で.•第1層より黒く,境は明瞭であり•埋没型の黒色土壞と 

推察される。2屑と3層の境は潮変しており第3層で色調は2/2を示し,第1層 

より黒い〇断面には眉位を問わず小円碑が点在し•草原では第1層に堅果状・構造が 

林内では最表層に細粒状構造がみられるが,第2層以下は壁状である。

R A型土壞；アカマツの天然林で地床にはコシダが密生し.薄い細粒状のH層が 

形成されている。A層は腐植のためよごれ«褐色を呈しているが,B眉は赤福色で
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深く左る程赤味が強い。全土層は深く 8 〇艘上あるが,A屈は薄く1〇伽内外であ 

る。A層には細粒状あるいは粒状構造がみられるが•下層では構造がみられず城質で 

しまっている。断面中には余り円碟が左く,c層に近くなると散在している。〇層の 

円礫は赤色風化を受けている。をお凸形斜面より凹形斜面の方が赤色の商が深い傾向 

にあった。

Y-E r-タ型土壞;アカマツの育ちはきわめて悪く.林床はコシダ・ネズミサシ 

などがみられる。乾いたFjm みられるがH層は不贓で,薄いM - A商がみられる。 

A層,B屑ともなく .円腕を主とするC屑が地表近くからみられ,植被の少い時は 

露出している。M-A層は細粒状搆造発逹し,商糸のため色調も淡く,灰黄褐色を呈 

している〇

Y - Er-a (凸)型土壊;アカマツの生育は中庸〜やや惡く,林床はコシダが優 

占している〇

B層は認められるが,A層ははっきりせず最表層も比較的明るい黄褐色で,腐植で 

よごれた所は灰黄褐色になっている。土壤の深さは場所により異り,表層には円磔も 

少いが深くなると著しく玲お» くなる。構造もややnuttyイ匕したもの力みられるカ’- 

余り明確では左く,城質な土で頗る堅密である。

Y- Er - a(凹)型土壊;アカマツの生育は良好であり.ウラジロが密生してい 

る。

一般に厚いF層がみられ.全土層はかなり深い。明確なA層はみられないが,表周 

は腐植でよごれ灰黄褐色になっており• Y- Er - a(凸)型土璋にくらべると土壊 

は下眉が湿り,腐植も深くまではいっている。地表近くには堅果状,下には弱い塊状 

構造がみられ,深くなるに従って円磔がおむくなる。土性は地形により異り・堅密で 

はあるが,Y-Er 一 a(凸)型土壊ほどしまってはいない。

Y - Er系の土壊としては良好な方に属すると思われる。

Y-I m型土壤のところはアカマツの生育が良好で林稀サカキ・ヒサカキ・クチ 

ナシ左どの低木類が密生していた。

土踱はY-E r- a(凹)型と類似していたが,断面には円磔が左く .比較的砂質 

で.河成堆禎物と推察された〇

口豊岡団地

豊岡ではBb ；1,B G ； 2 , B D(d)；1,B D ； 2 , BE ； 2点の計8点を調査

-5 2-

したが,BEの崩積土坝で全土層が深かったのを除き,一般に土型中に角礫がおおく , 

全土層は浅いが,まれにA屈の深いものもみられる。母材料の影春のためか,土壊は城 

質で色調は比較的黄色味を帯び•10YRに属するものがお若い。主左土顼の特徵を示 

すと次のごとくである。

図16 豊岡団地の土理断面模式図
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40

6 〇1—

〇-

麻8 21 麻817
B C

佐•8 1 9
BD

BB型土雄;ヒノキ林では生育悪く,シイ・カシ等の低木下にコシダが優占している。 

A0層のうちことにH層の発達カ喏しい。A層とB層の境はゆであるが,A層でも色 

が淡く腐植力土すくない。

B C型土壊;スギの生育はきわめて悪く •林床にはウラジロが優占している。表層は 

やや侵蝕を受けた様子がみられ,A/iも色調が淡く .腐植に乏しい。A層,全土層とも 

浅いが堅果状構造の発達が著しい〇

BD⑷型土理；全セ層の割にはA層が深く . B層に漸変し・中角礫て富む。表層には 

団粒〜塊状構造が発達しているが•下層は堅密で堅果状構造がみられる。
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BD型土壊;A層,全土層とも比較的浅く,土最中には中角碟を含む。最表屈は腐植 

のため色相がZ 5 Y Rと左っているが•腐植最はA格でも比較的すく左い。腐植は深く 

まで渉透している。 •

BE型土理;スギの生育は比較的艮好で・林床にはタマアジサイ・カンスゲ等がすこ 

ぷる多い。他の型の土壊にくらべ•全土層が深く表眉から下層まで中角裸が点在し,A 

層も深い。A.層のみZ 5 YRの色相を示す。深くまで構造カ哓達している。時には深 

層に斑鉄がみられる。

II )理化学性からみた特徴

イ)理学性

三相組成；B1はA層が深かったが•深部でも固相は3 〇%以下で,液相は5 ° %以 

上あり,ことに最表眉を除き6 5%以上で,黒色土腹の特徴があらわれていた。

他の断面は母材や土壤型によらず・固相が3 〇%を越え,下層は表層より固相の占め 

る割合がおおく •4 〇%を越えていたが,古生層の風化物を母材とするBDのみ,下層 

でも固相が3 5 %で表層と大差左く •やや液相が表届より多かった。

これらのことから,洪積跷を母材とする土壊は一般に固相が多く,理学性の悪いこと 

が伺える。また第三紀層を母材とするB D型でも下層では固相の占める割合が大き< 

4 〇%を越していたが,秩父地域でも第三紀層の地域は,土壊型によらず•固相が大き 

い傾向にあった〇

PF ； FF価を第9表のように4階級にわけてみると洪積礫を母材とする土壌は層位 

に新5わらず殆んどやや乾の2. 5〜2. 8の間にあり,BD型土堆は母材によらず•2.〇- 

25の間にあった。

PF曲線をみると(第4図),PF1.5〜2.0の間にやや緩かなところがあるが,— 

般に傾斜は急で直線的左ものが多く •水もち•透水性の悪いことが,これらの曲線から 

も伺える。
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表9 各土壤型の孔隙及びヨF価

粗孔隙

B 1 Y - Elr〜I m R A BD

孔隙(％) A B A B A B A B
4 〇 + [ 1
5 0 ～ 4 〇 1 1 1

2 〇〜3 0 2 3 1 2

細孔線

B 1 Y - E r〜Tm R A BD

孔隙 % A B A B A B A B

3 〇 〜4 0 1 2 1 2

2 〇 〜3 0 3 1 1 1 1

PF価

B 1 Y-E r〜エm R A B D

PF A B A B A B A B
2. 8V
* 5 〜2. 8
やや乾 1 3 2 1 1
2 〇〜2. 5 1 2 2
潤

表1〇 各種土壊の透水性傾向

透水性

B1 Y - E r〜エm R A B D

透水蜀： A B A B A B A B

3 〇 0C 2

1 〇 〇〜3 〇 〇 1 1

3〇〜1 00 1 1 1 1

3 〇> 1 1 2 1

-5 7-



土 性;TS:に址質であるが,匍行～崩€(± @はやや粘土分力吵左い。ちなみに粘 

土と秘+細砂の比をみると布面8 0 4と319は0. 5以下であるが他はいずれも1.° 

内外であり,粘土と粗砂の比でも同樣の傾向がみとめられた。

孔 隊；粗孔隙はY-Er〜エmでは層位によらず2 °～3 〇%とのものカ哆いが, 

B DはA届ではやや大きい傾向にある。土曜や母材によらず•下層は粗孔陳が小さく 

細孔隙はY- Er〜I mやB Dでは逆に下層の方が,大きい傾向がみられる。

透水量;表層の方が,下層よりも一段に透水性はよいが,母材や土晦によっても異 

り,洪預礫を母材とするものは土瑾型によらず悪く,古生屈や第三紀屈を母材とした・ 

BdCは下層まで透水性が比較的よい。

化 学 性

PH ；表層における:P Hは赤佐が4. 5〜5.1,雙岡は5. 2〜5. 7であり,赤佐の方が 

變岡よりも酸性が強い。

赤佐では古生層を母材とした土型もあり,BD,B：L,RA,Y-：Er〜エmと各極 

の土壤がみられたが母材や,土諏によるちがいは殆んどみられない。业岡団地では調 

査点数も少かったが,一<にいわれるごとく,乾性のものより適潤性土壊の方がFHは 

高/^傾向にあった〇

下届は,豊岡団地では表厨と余り差が左くやや低かったが•赤佐では4. 6 ～ 5. 2と表 

層より高い傾向がみられた。

X!；表眉は赤佐が5. 2〜2 4. 2 ,豊岡は〇. 579.7で安岡の方がやや低い。赤佐で 

はY - E下土壊群は16以上で高く . R Aは12. 〇 , B丄は1〇- 2内外,b Dは5.2で 

順に低く左っていた。豊岡ではB C型土城よりB D型土壊の方がはるかに小さく ,両団 

地を通じ,乾性の土:®より湿ったものの方が低いことが伺えた。

Y-Er型土壤群のなかでは土壊の細分,地形,あるいは植被のちがいによる明僚な 

差はみられ左かった。

一般に下層の方が•表層よりやや高い傾向にあったが,登岡のBD及び黒色土壊では 

表層と下層との間にあ凄リ大きいひらきはみられ左かったc

なお,赤佐で土城良試験としてY-E r- «(凸)型土壊に施肥,ソダ伏,コンボ 

スト左どを混入したところでは,表層より下層の方が％ の値が低くなっていた。

〇 ;表屈の炭素黄は黒色土壊"では7〜8 %であったが,B Dを除いては一般に炭素の 

含有量はきわめてすく在く,土壞型によらず4 %以下である。黒色土壤もほかの地区の 

— 5 8 —

黒色土壊にくらべると腐植はややすくない方であり,BD型土盛も他地区のものよりは 

やや低く,赤佐•經岡の両団地を通じ,低海抜高の丘陵地帯は天童：川流域の山地地区に 

くらべ,かなり少いことが伺える。下眉でもBDを除き殆んど1%以下であり,他の団 

地にくらべ極めてすくをく,腐植が殆んど浸透していないものと推察されるC

N ;黒色土瑕や褐色森林土にくらべるとEr ~Im型土玻の方が,層位によらず値が 

小さい〇

C/N ;従ってC/N比も.褐色森林土やE r型土球群が層位によらず,2 〇以 

下であったのにくらべ,黒色士股A層は地表の植生にかかわり左く , 3 0以上で値が 

きわめて大きく,炭素の割には窒素含丑:の少左いことが伺える。

C E C :表厨ではBL , B丄型土壤は2 5iんeであったが,他はいずれも15 m。以 

下であり,そのなかではRA型土壊でやや大きかった。

BDとB］では層位によらずB！〇方が大きく . BDでは深くをるに従って値が小さ 

くなったがB1-CはA’層の方がA層よりやや大きかった。

Y-E r型土壊^でも一般に下層の方が小さい傾向にあった。

C a ;表眉では母材によらず,BD型土壊では大きいが,他は土壊型によらず2. 5汎 

9以下であり大きいちがいは左い。一般に深くなると値は急に小さくなる傾向はあるが 

黒色土壊ではA‘層の方が大きく左っていたc B D型土壊が下層でも他の土壇にくらべ 

大きい値を示したのを除き,RAやY-E r型土壇群の中では大差ない。

MgもC aとほぼ同じような傾向にあったが,B D型土埋のうち古生層を母材とした 

ものはきわだって大きい値を示した。

燐酸吸収係数；黒色土壊と古生層母材のB D型土壊を除き,土壤型によらず,700 

以下であった。BDでは1〇 〇 〇内外’BZしではA眉で13 0 0 , A 屈では深さにょ 

らず17 5 〇内外で他にくらべ高く,A眉との間が不連続であった。

な時,各断面を通じ,深くなZに従って係数が小さくなる傾向にあったが•わずかな 

がらRA型土瑯では逆に大きくなっていた。

以上のことから,B D塑土壊の性質はかをり良好であり,最高部の古い段丘平坦面の黒色士 

は埋没型であることが推察される。RA型土壊はY- Er型土壞群と大差がなかった。

-5 9-



堂

朴

Q

+1

撮

— 6 0 —

PH
 

Y
 1 

C 
N
 

Ca
 

M
g 

CE
C 

Ca
ZC

EC

n

V

V

V

<

<

の

V

V

80
1 

4.
9 

8 
—

 
1 3

.1
 

—
 

Z1
 

—
 

0.
1 8

 
—

 
1.

4 9
 

—
 

0.
0 

5 
—

 
40

.6
 

_ 
3.

6 
_

8 
0 

2 
5.

0 
5 

—
a 

11
.3

 
—

■ 
6.

1 
—

 
02

 6 
—

 
0.

9 4
 

—
 

0.
1 3

 
一
 

28
.9

 
一
 

3.
2 

—

8 0
4 

4.
5 

5 
4.

59
 

1 9
.6

 
1 7

.3
 

2.
1 

0.
5 

0.
1 3

 
0.

05
 

1.
6 

0 
0.

4 6
 

0.
0 

6 
0.

。
 
6 

11
.9

 
7.

7 
1 3

.5
 

6.
0

80
5 

4.
5 

5 
4.

7 8
 

24
.2

 
2Z

5 
2.

4 
0.

7 
0.

1 2
 

0.
9 6

 
0.

48
 

0.
0 

5 
0.

0 8
 

1 0
.0

 
9.

6 
9.

6 
5.

0

81
〇
 

4.
7 〇

 
4.

72
 

1 &
9 

1 6
.7

 
2.

7 
0.

7 
0.

0 
6 

0.
0 4

 
1.

2 4
 

0.
6 1

 
0.

09
 

0.
0 

7 
1 2

.3
 

8.
9 

1 0
.1

 
6.

8

8 0
9 4.6 0

 4.6 8 
1 6

.8
 

1 9
.6

 
3.

7 
0.

6 0.3 4 
0.

06
 

2.
1 8

 
0.

5 2
 0.3 7 

0.
111

5.
7 

7.
7 1 3.9

 
6.

9

82
 2

 5.0 2 
5.

1 8
 1 2.0 

1 5
.5

 
22

 
0.

4 0.0 3 
2.

24
 

0.
5 

7 
0.

2 
〇
 

0.
37

 1 3.6 
13

.2
 1 6.4 

4.
3

8
〇
・
〇 

6 
〇
・
〇 

6
,
〇 

81 
SZ 

V 
Z'6 

8S"S 
O

Z'S

8
〇

3 
4 9

3 
4 7

8 
9.

2 
1 4.

7 
4.

1 
1.

8 
0.

3 
4 

0.
2 1

 
5.

6 8
 

1.
1 7

 
0.

74
 

Q
07

 
25

.0
 

1 8
.3

 
2 

2.
4 

6.
3

81
 9 

5.
7 

5 
5.

77
 

〇
.
5 

1.
4 

3.
9 

1.
1 

0.
1 9

 
0.

11
1 8

.5
 11

 0.0
 5 

2.
9 

2 
3.

0 
9 

2 
5.

8 
1 7

.4
 

7 1
.6

 
5 

8.
8

H 
但

V 〇

m
p

iii粘土鉱物の組成

赤佐は洪禎紀に上流の花岡岩風化岩砕物と古生層の頁岩,砂岩等の迎積物がいりみだ 

れて堆積したものが,母材となってできた土壇が主であ也 急斜面の山腹下部には基盤 

の古生層が母材となった土壊がみられる。

粘土斂物の組成をみると,BITはA/gはギブサイトとハロイサイト多く,下届のC 

層ではカオリナイトカ承しく,B1では下屈程粘土鉱物の風化が進んでおう,水分条件 

の影郵のあったことが推察される。Y—Er型土壤ではギブサイトも見られるカミカオリ 

ナイトが主に左っており,粘土の風化カ潘しい。

しかし,一次鉱物に砂岩や頁岩のおおい地点では,ハロイサイトがみられた。

赤色土壊はカオリナイトが全くなくギブサイトの多いのが特徴的であったカミギプサ 

イトの生成条件を考えると,かなり水の影響のあったことが推察され 

る。 ー

母材のちがうBDは,他の土壞で全くみられをかったモンモリロナイトが屑位を問わ 

ず表層から下屈までみられた。

翌岡の三紀層の岩石を母材としたものは,土塀型によらず,粘土鉱物はハロイサイト 

がみられ,他の鉱物は余りみられなかった。

これらのことから,枯土鉱物は一次鉱物の種類によっても,また,土壊型のうちがい 

によっても異ることが伺える。

4) 土壊と植生及び林木の成長

丘陵地域では赤佐団地で19力所,豊岡団地では8力所の土環ならびに立木の調査を 

おこなったカミその内訳は赤佐で,ヒノキ林1カ所,革原1カ所,残りの17カ所はア 

カマツ天然林である。ただしこのうち3点は数年前にアカマツを材採し,土塀改良をお 

こないテーダマツとモリシマアカシアを混植し,試験地として管理されている地内に設 

けた。

理岡団地では,スギの生育に重点を借き調査を進めたので8カ所のうち!カ所がヒノ 

キで,残りは全部スギ林である。そこで赤佐ではアカマツ,塾岡ではスギの生育に焦点 

をし「まり資料を整理した。

(1)アカマツの生育状況と土圾

赤佐の天然生アカマツは擬ね,洪婀漏を母材とした未熟〜受蝕土上に成立してお 

り,いわゆる瘠惡林地の様相を呈したものがふおい。
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一般に尾根筋で礫層が露出た地域のものは,生育がきわめて悪く,林床植生も,コシダ 

ネズミサシ,モチッツジなどが優占しており,コシダの丈は低い。凹形斜面中下部を主と 

したウラジロの密生地や古い河道でクチナシ,サカキ左どの多い谷底平担面ではアカマッ 

の生育がよい。

作業を進めるにあたって,土踱型別に5本樹幹解析をしたが その結果を第19図に示 

す。なお図中,太線で画いてあるのは東京営林局の作成した静岡西部地区アカマツ林収楔一一 

予想表より,二等地の樹高曲線を画いたものである。図からも明かをように古い河道の谷 

底平担面のY ーエm型土煩にはえたアカマツは当地域では生育が一番よく,凹形斜面のY 
—E r— a (凹)型土壊のところがこれにつぎ,収秘予想表のほぼ2等地に匹的する程度 

の成長をしていた。Y—Er—a(凸)型土壞になると生育はめっきり落ち,R △やY— 

E T—fi型土壊に左ると生育は極めて悪い。ただ今回調査したY—E r 一タでは樹令が他 

のアカマツの半分で,3 0年ころ％では割合よく育っているカミこの周辺部では6 °年で 

も8れ内外であり,標準木として生育の良い方を選定したきらいがある。

樹令6 〇年の時の樹高をもととし赤佐におけるアカマツの生育と土壊の関係をみると第 

第2 〇図に示すように,小面積ながら古い河道の谷底面で生育がよく 2 0れを越え,山腹 

中下部のY—Er —a (凹)型では15れ以上の生育を示し,Y—E r—a (凸)では 

!〇〜15汎の範囲にあり,Y—Er— だを主とする尾根筋の生育は1。弘に満たず,お 

よそ,4階級に区分して検討できそうだ。前にも述べたように赤佐では未熟〜受蝕土の細 

分にあたり,土壤の発遶状況 地形,位置»植生など考慮して細分したカミアカマツの生 

育丹 細分した土壌と密接左関係があり,上記の諸因子とも関係の深いことが伺える。

土壤の深さとアカマツとの関係をみると,赤佐ではA層の不明瞭な土がおおかったので, 

腐植の滲透状況»根の分布状況 構造の発逹状況などから,各断面の有効土屈を求めアカ 

マッの生育との関係をみると第21図のごとくである。両者の間はかなり深い関係にあ 

り,有効土層の深い方が 成長もよい傾向にある。ことに,有効土層が3 OCTZの深さを境 

に,浅い所はアカマツの生育が著しく悪く,深い方は生育がよい。

なおY—E r型土壊群では化学的性質に大きをひらきがな <,林木の成長との関係につ 

いては明確左結論は出し難いが 第2 2図にみられるように,アカマツの成長は丫1の値 

が低い方がよく,置換性石灰,龄容濫 石灰飽和既 炭素含有率などは大きい方がよい 

ような傾向がみられる。



図1Z 林 床 の 植 生
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図18. アカマツの生育状況
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図20 アカマツの生育と土壊条件
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図21 土壌の深さとアカマツの生育
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図2 2. 土華の化学性とアカマツの育ち
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(2) 土壊改良の影響

試験地は赤佐県有林内の関析が進んだV字谷に面した枝尾根の凸形斜面で,山頂部には 

礫層の露出が認められる。

設定は昭和3 6年の春で,植栽の前に長さ2g 深さ4 OCOT,巾5 OCTI©溝を堀り,こ 

れにコンポストを8K做は4陽いれ,土壊とまぜ施用した区,溝に落菊 落枝などソダを 

最下層に入れ土をか興た区と港に土をもどした対照区の4区を設け,テーダマッを植裁し, 

1れはなし,デクレンスアカシアの做を行った。な会各区とも靖燐15 0 9,過燐酸 

150#,硫安2 〇 9,消石灰1K’を土壊とまぜ施し,最上部1DCT!内外は土壊のみか 

ぷせたという。

以後,静岡県林試により生育状況が則定されているあ2年後の3 8年秋には下のごと 

くであった。

表12 植栽木の生育状況  (静岡林試3 8 年度業務報告資料より転用)

(単位m)

樹種、、、
コンポスト 
8K牙施用

コンポスト 
4K»施用 ソダ伏 対照区

デクレンス 
アカシア 5.1 6 5. 6 5 4.4 6 4.4 0

テーダマッ 1.9 8 1.9 9 1.8 3 1.7 3

今回の調査ではコンボスト81陰施用区,ソダ伏区,対照区の3区で土斑の甥査をおこな 

った。断面は溝の左かの中央に設けたが,その結果は前掲の断面の模式図に示したごとく 

である(図15 — 2参照)。現在の溝あとの深さはコンボス!•区が一番深く,対照区が浅 

かった。なお各区とも下のC屈との間は全く不連続である。

各断面を通じ,自然土燃程堅くはなかったカもソダ伏区ではソダの上5〜1OCT! くらい 

は軟かく,各断面ともI層より!!層の方がやや軟かく,腐植のためよごれ暗い色調をおび 

ていた。

根系ことにアカシアを主とする細根の分布は区によって著しく異り,コンボスト区では 

すこぷる多く,ソダ伏区はこれに次ぎ,対照区では少ないのが目立った。

化学性では各区とも値カンJ、さく,著しいちがいはみられないが,第2 3図にみられるご 

とく設定前の性質とくらべると,かなり明瞭な差がみられる。•

Y1は自然土瘦で下層になると大きくなる傾向にあったのに対し試験地ではU層になると
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図2 3-1痛•悪林改良試験地土理の化学性
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石灰飽和度

石灰,苦土飽和度

著しく小さくなり,歟容坦:や貿換石灰が前者では表層と下屈の差がないかむしろ下届の 

方が小さい傾向にあったカ普試験地ではU届になると急に大きくなった。

PH ( H 2 〇» K c1)や炭素もわずかではあるがU盾の方力次きい値をしめしていた。

これらのことから土壊改良の影建はY1や囲換容:酬石灰などに大きく作用してい 

ることが伺える。

(3)スギの生育状況

垫岡団地におけるスギの生育状況をみると下のごとくである。

表15 土映型と地位指数(塾岡)

土 壌 型 点数 地位 指数

BC 1 1 8

BD(d) 1 2 〇

BD 2 2 2
BE 2 2 4

业岡は民有林のため伐採が不可能なので,大代の地位指数曲線より当地区の地位指数を 

求めた。これらの資料からみると調査点がすくないので結論は出し難いカSBE型土壞で 

一番大き<,B E>B D>B D ( d )>B Cの順に小さかった〇

⑷総括および考察

1)土塊の種類と分布

a)大土壊群からみた分布の概要

褐色萩林土:調査地域全般にわたってもっとも広く分布し,1,3 0 0れ以1上の高さ 

に及んでいる。それらのうち 高海抜部のものはやや塩基に乏しいものが分布してい 

る〇

ボトゾル化土壊:今回の調査団地内には認められなかったが 瀬尻国有林(結晶片 

岩山地)の高海抜部に乾性ボドゾル(約12 0 D汎以上)が出現する。また,京丸団 

地北方の髙海抜部にも同様の土壊が出現することが想定される。

黑色土壊:熊団地(結晶片岩山地)および大代団地(古第三系山地)の山頂緩斜面 

と,熊団地の先輪廻の谷底の一部,赤佐団地の段丘面上(中,下位段丘上が多い)な 

どに限られて分布がみられる。前者は火山灰に結晶片岩を混入,後者は祐岡岩をはじ
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め各種母材の混入したものから左リ,とくに後者は水讀居的左出現をする特色をもつ 

ているのみ左らず,高位段丘上のものに他の水積層によって被技された。所謂埋設土 

の形態を示している。

赤•黄色土:調査地域南核部の赤佐団地附近に広く分布する。いずれも洪積屈の砂 

•磔•粘土層を母材として,形態的には未熟なものが多い。また,この地域では黄 

色を呈するものが大部分で,赤色土の色相を示すものの分布はきわめて僅かで,点在 

的である。

b)土壤型からみた分布の特徴

各団地内の土垣!型別分布の傾向は土 S!図および各論において説べられているので詳 

細は省略する力う団地間の傾向を比鮫すればつぎのとおりである。

(イ)褐色森林土のみから左る団地一京丸,光明,竜川,垫岡。

(ロ)褐色森林土を主とし,黒色土壇のみられる団地ー熊,大代

H 赤・黄色土を主とし,黒色土踱および褐色森林土のみられる団地一赤佐。

この概括的左土壊群分布の傾向の差異は各団地の土壌生成環境,左かでも主として, 

地形形成に対する地史的な相違と小気候因子によるものと解される。また。やや詳細 

にみれば,同一群に属する目地内においても,土翊ごとの分布傾向は団地ごとにか 

左リ相違する。たとえば,(イ)に属する団地でも,BD, B E型(適潤〜湿性)土壊型 

とB A, B B, B C型(乾性〜弱乾性)土塀型の分布割合をみると,京丸および竜川 

団地はBD, BE型土瓊が支配的であるのに対し,光明および豊岡団地は略その逆の 

傾向を示している。さらに(ロ)に属する熊,大代団地の褐色森林土土曜の分布傾向で 

も,熊団地が京丸団地と同様な傾向がみられるのに対し,大代団地は適潤・温性土壇・ 

型の分布割合がやや低くなる。これらはいずれも主として小地形面の発逹状態の宜的 

特徴の反映として理解される。

2 ) 土壊の性質

b )断面形態

褐色森林土：この地域の尾根にみられる乾性土壤,とくにB B型土壤は一般にA。 

層がよく発逹し,略々標識的な形態を具えているが,京丸団地のものは土層が薄いも 

のかしばしばみられる。B C型土理は竜川,豐岡団地に略々標式的:なものがみられる 

が,形態的にはやや未熟で母材の色相の残存するものがやや多い。

斜面にみられるBD —BE型土壞は一般にやや未熟で,色相は1QYRに属するも 

—78 一

のが多く,腐植豈も比較的少ない。また,一撮に角磔を多く含み裸土の様相を呈する 

ものが多い。少しく特色のあるのは大代団地のもので,稜線近くの較部にみられるも 

のは堆秋が緻密で磔量も少なく,挹質である。また,この団地で先地形の緩い凹形斜 

面上部のものは未熟で,腐植の滲透も少ない傾向が著しい。

構造=一般に水分環境に応じた各種の構造が土壊ごとに発逹している力らBD, BE 
型土畛団粒構造の発逹はあ、まり顕老では左い。

黒色土壊：この地域の黒色土壊は前述のように,出現地形からみて明瞭に2つの型 

がある。したがって,赤佐団地の髙位段丘上の埋没土の?^を示すものを除いても形 

態的に多少趣を異にする。すなはら 熊団地の山頂緩斜面上のものは,多少の小磔・ 

(半角礫)を混じえるが略々残積土型形態を示すのに対し,赤佐団地のものは下層に 

円礫を多量に含むか又は円礫層に推移し土層間に不連続的な様相を強く示すのみな 

ら丈,黒色土層中にも円礫をかなリ含み»古い水秋土の形態を明瞭に残している。ま 

た,熊団地の先地形の凹形緩斜面に出現するものは両者の中間な形態を示し 下眉に 

半角碌を潮増する傾向がみられ,2次的な堆積形態を示している。黒土眉の発達はー 

般に中庙で4 〇～ 6 OC也の範囲のものが大部分であるか§ 赤佐団地のものの方がやや 

深いものがある。

色相はいずれもZ 5 YR1/1〜2/3の範囲であるが熊団地のものが下方に漸次 

淡色になる傾向があるのに対し,赤佐団地のものは最表盾よりも第2或は第3屑に濃 

色の届がみられるという違いがある。

赤•黄色土 :この地域の赤,黄色土はいずれも洪積世の砂踪屈を•母材とするもので, 

侵蝕の影響を強くうけて,形態的にはかなり未熟左様相を呈しA層の発達がきわめ 

てわるい。色相は赤色土黄色ともにそれぞれ標式的な土壊に近い条件を満足してい 

るが,理学的左諸性質は母材の堆積時の性質がかなり強く残存しているものが多い。

b)化学的性質

褐色森林土：乾燥型の土壊では強酸性で,塩基に乏しく,C/N率もやや高い性質 

を示しているカS地域内でもはた,他地域のものに比べて格別の特色が認められない。 

B D型及びB E型土壤のとくに表眉(A~A —B )の性質についてみると,団地にょ 

ってかなり性質の違いが認められる。すをわち,比較的高海抜地域にある京丸団地の・ 

ものは他の団地のものに比べて,やや,酸性が強く,PHで47〜5.2, 丫1値もか 

なり大きく(1〇以上のものが多い),° a,M g飽和度もこれと併行してやや低い



(A1層で4 8〜11%)。また,この傾向はB D型で著しく認められるカ;BE型で 

は殆んど認められない〇

これに対して,他の団地ではPH 5.0 — 6. 〇, 丫1値1〜1.9, C a, Mg飽和度 

3 5—7 〇%を示している。京丸を除く他の団地間には大き左差が窗わられないわ、 

竜川,熊団地に比べて光明,安岡団地の方が僅かにC a, Mg飽和度が离い。

これらの諸性度を前年度の秩父地域のデータと対比してみると,天也地域の掲色森 

林土の化学的性質,とくに,C a, Mg飽和度は秩父地域のものに比べ僅かに低い傾 

向が伺われる。また,京丸団地の化学性が劣ることは既往の研究データと対比してみ 

ると高海抜による小気候が強く影響しているものと考えられる。しかし,高地型褐色 

森林土(仮称)に比べてC a, 飽和度もやや高く,Y1値も小さい。すなわち,

京丸団地の褐色森林土は普通の褐色森林土と高地型褐色森林土(仮称)との推移型で 

高地型のものに近いものに近いものと判断される。

黒色土壊：この地域の黒色土壤はPH, 3. 9 — 5. 2 ( 4台のものが多い)Y1値 

10〜44で大,C a, Mg飽和度0.9—15.7(2 — 5%のものが多い)务で低く, 

燐酸吸収係数12 2 0— 18 2 〇でやや高い等,一般に云われる黒色土坡の性劉を具 

備している。また,熊団地のものと赤佐団地のものの間では,上記の諸性質のうち 

では赤佐のものがが備かに髙く,Y1値も小さい傾向が認められるカ5,もっとも 

著しい相違はC量とC/Nである。すなわち,CJ賢では赤佐が6—8%で熊の12〜 

15 %の約半分,C/Nでは赤佐が15—49(31)恭の13 — 20(16)より 

も著しく大きい値を示している。これらの解明は将来の研究にまっととしても,両者 

の出現様式の遼いとも併せて注目すべきことと考える。

赤・黄色土;この地域の赤•黄色土に関する既注の研究データ.はか左り多数あり,そ 

の理化学的性質もほぼ解明されている。赤佐団地の赤・黄色土の化学的性質も既往の 

データと何ら異るところは左く,強酸性 塩基母:に乏しくその飽和度も低く,有機物 

含幾にも乏しい瘠悪を赤・黄色土としてのすべての条件を具備し,明らかに他の土瓊 

群とは性饿を異にする。

〇)鉱物学的諸性質

1)_次鉱物組成

巻末別表によって土壊母材,とくに火山灰の含有程度を見ると,京丸,熊両団地 

の土琅母材中に火山ガラスの含有率が15 %以上ある土瑯析面が見出される。すを 
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わち土坟断面^6 0 5, 6 0 8, 712, 7 1 4, 715, 716左どである。ま 

た各脚査地区の土壊中には火山ガラスの含有することが確認された。これは火山灰 

の被殺が広い俺囲に亘って行われたことを物語るものであって,土壊中に見出され 

る火山ガラスはその一部が残存しているものであろう。火山ガラスの含有率は,被 

覆した火山灰の貴の多い少いにもよる/1旅地区の土壊中に虽も多く,ついで京丸 

地区の土壊中に認られる。そして少;&ではあるが赤佐,光明地区の土壞中にも含咬 

れている。

各地区の土壊の母材は,火山灰を除いて例えば,地質図による岩層の分布即ち地 

質が土壊母材に反映しているものと見ることが出来る。

II )粘土鉱物

粘土鉱物の同定結果を見ると,(1)中〜古生屈土壊にはハロイサイト,ギブサイト 

それにモンモリロナイト,バーミキュライトが見出され,(2)中生層土簸にはハイロ 

イト,ギブサイト(中一古生層と一括した地質上の土壊より少い)を含み,表層に 

火山灰が少い土堤でもアロフェンが相対的に多いというものがあたる。(3)結晶片岩 

土壌にはハロイサイト,ギブサイト,モリモリロナイトを含跖(4)第三紀屈土壊には 

はハロイサイト(少い)が認められ,(6)第四紀層(洪秒派)土壊には,ギブサイト, 

カオリナイトが多い。また花岡岩風化砕屑物を多景:に含有する土理では,多费：のカ 

オリナイトが認められた。

以上の結果は秩父地域の土壌中の一次,二次鉱物の鑑別結果とほぼ同一である〇 

また本年実施した調査地区の土壊の粘土中には,モンモリロナイトのうちに,鉄, 

カルシウムが比較的多く含まれると考えられる鉄型,カルシウム型があることを認 

めた。これについては今後追究する予定である。

B林木の成長に関する研究

スギの成長と土壊

土瓊型と地位指数

図24に示すとおり,土塊型と地位指数とはかなりよい関係が見られ,BA<:B 〇 • BID 
VB dVB d崩VBeの順に,高地位を示すことが明らかに見られる。

この傾向は,前年度に調査した秩父地方の場合と全く同様であり,乾性土壊より適灣 さ 

らに弱湿性土垠の方がスギの成長は良い。ま私 残植土より崩積土に良好な成長が示されて 

いる〇
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図2 4王蜘とスギの成長(地位指教)
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天竜地方と秩父地方とのスギの成長を比較してみると第14表に示すとおり天竜地方の方が 

秩父より幾分,地位の低いことがわかる。また,秩父地方では,中・古生屑,変成岩,第三紀 

層の岳地別に,土現M分布傾向および分布割合に差異はあったカる 各土壊型の示す地位指数は, 

団地別には明らかな相違は見られなかった。しかし,天竜地方では,第1図の示すように,団

地により同じ土壌型でも地位指数に明らかな違いがある。すなわち,京丸,大代の地区は各土 

喚とも低い地位を示し,竜凡光明は高い地位を示す。熊団地は,両者のほぼ中間的な地位 

を示している。

第14表 秩父地方と夭竜地方の土壇生産力の比較

天竜 地方 秩 父 地方

位指数 範囲 平均 範囲 平 均

Bb 1 2〜1 4 1 5.

BC 8〜16 1 2.0

BD(d) 1 2〜2 〇 1 5.0 1 4〜2 0 1 6.0

B D 1 4～ 2 4 1 9. 2 1 6～2 4 2 0.0

Bd崩 1 8～ 2 6 2 2. 0 1 8～2 8 2 3. 0

B E 2 〇～2 8 2 5. 〇 2 0～2 8 2 3. 6

天竜地方が秩父地方より土垠生産力の劣る理由,天竜地方で選んだ調査団地間に生産力の相 

違の見られる原因について,土垠の諸性質を比較し左がら解折してみよう。

調査点の海抜高

各調査点の標高は図2 5に示すとおり,京丸(9 0 0- 1 1 0 0 m )が最も高く,熊(600 

加前後)がこれに次ぎ,竜川,大代光明は低い。大代を除くと,団地別の土壤生産力の相違 

は,ほぼ標高の順と一致し,高海抜の団地の生産力は劣ることとをる。

図2 5 調査地点の標高

1 〇 〇 3 0 0 5 0Q 7 0 0 9 0 0 11 0 0
標 高 m

京丸 1 1 5 6 6

光明 6 3

大代 5 4

竜川 1 1 3 3 1

熊 1 4 3 1 1
迎岡 6

—8 3—



一般的左概念に従えば,標高の高くなるに伴って,低温・多雨と左り,土壊中の塩基の流亡,

土壤の段性化が考えられる。林木の成長もこれに対応して不良となるであろう。

海抜的と地位指数

土壊型別に,海抜高と地位指数の関係を求めてみると, 図2 6に示すとおり,各土壊型とも,

海抜の高い方が低地位をす傾向がうかがわれる。左お, 秩父地方では標髙と地位とに明らか

な傾向は見られず,むしろ,低海抜の変成岩地区の方が わずかではあるカち低地位を示す土

が多いと云う逆の傾高さえうかがわれた。

図26海抜高とスギの地位指数
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図2 7に示すとおり,A1層の：PHの高い土あ つまり,酸性の弱い土拿ほど高地位を示す
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図27 Ai屈の酸性とスギの地位指数
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秩父地方の土壊酸度と比較すると,天宛地方ではPH 6以上を示すものがな<,EH 5以下
が多いことをど,秩父よりはるかに酸性が強い。

天竜地方の土壊酸度の比較

天竜地方 秩父地方

地位指数一A1層恐?一 >6 6—5 5> >6 6^** 5 5>
2 2以上 〇 6 1 8 6 〇

18以上»2 2未満 〇 6 4 7 3 5
18未満 〇 3 7 6 5 2
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図2 8に団地另I］各土壊型のA屈の:PHを示す。分析試料数が少左いので明らか左傾向はわ

からないカう Bd型»B e型土壊について見ると, 京丸団地の:Phは低い。また,熊団地の黒

色土にはか左リ酸性のものがある。

図2 8 土观とA層のPh(団地別)

6.

PH

卜
+ 〇

:・〇
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〇

Er BA-BB BC BD(dJ BID BD BE

〇京丸 益光明 △大代 〇竜川 ④熊 X塾岡 +赤佐 

ー表土の置換酸度と地位指数

図2 9に表土の哦酸度と地位指数との関係を示す。置換酸度の大きい土坝は明らかに低地 

位を示すことがわかる。また,第7図から,B D, BE型土壊について,京丸 大代団地は置 

換酸度の大きいこと,光明,豊岡団地の小さ左ことも認められる。

なむ,PHの場合と同様,秩父地方にくらべて,天竜地方の土圾は股換酸度がかなり高い。 

すなわち,秩父では,避換酸度(Y1)7以下が19為 以上が1〇点であったが,天竜では, 

7以下か12以上が16点と逆にをっている。-

-L B K •—

図29 A眉の置換酸度と地位指数
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yi

表土の石灰・マダネシウム飽和度と地位指数

図3 0に示すように,石灰・マダネシウム飽和度の高い土飄は高地位を示す。分析点数が少 

いので,団地間の比較はむずかしいが 京丸団地のBd, Be型土項の館和度は他の団地より 

低い〇
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24 冬
図30 Ca.Mg飽和度と地位指数
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図31 土壊型とC a • M g飽和度(団地別) X.
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また,秩父とくらべて,天竜地方の土壊は者しく飽和度の低いことが知られる。

秩父・天竜地方のc a . M g飽和度の比較

天竜地方 秩父地方

数-'5^竺 7 0Q 7 0-3 0 3 0> >7 0¢ 7 0-3 0 3〇>

2 2以上 1 2 〇 6 3 〇

18以上2 2未満 〇 3 1 4 4 2

18未満 〇 〇 7 2 1 4

A層厚と地位指数

図3 2に示すとおり,A阍厚と地位指数とは,各団地をあわせると,ほとんど関係が見られ

左いカら団地別にすれば,熊・豊岡団地を除いて,それほど明瞭とは云えないカ!,A層の厚い

方が高地位を示す傾向がうかがわれる。

図3 2

A層厚

ゆ竜川△大代 32A光明
X理岡

〇京丸1
回熊 4

A層厚と地位指数
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各団地のA層厚(師)

鶴厚-ff旬地 京丸 光明 大代 竜川 熊 赫 理岡|

3 0颌以± 1 4 1 6 3 11 2 3

15以±3 0未満 1 〇 3 8 3 3 1 4

15未満 4 5 〇 3 2 1 6
_2j

各団地の厶層厚(スギ林以外の林地土壊を含む)を比敦すると,京丸 熊団地はか左り厚く。 

大代はこれに次ぎ,光明,竜川,理岡は薄く,赤佐はとくに薄い。

土坝の透水性と地位指数

図3 3, 3 4および表15にA潛,B眉の透水性と地位指数との関係を示す。A層の場合は,

1〇宜〇/皿功 以下が少ないことから考えて,透水性に関してはあまり問題がないとも云 

えるが,傾向としては透水性のよい土坡カヾ高い地位を示す。B屈については,とくに透水不良

の1° c c/mi n以下のものがある。これらはスギの生育に対して惡い条件となろう。事兌 

大代団地の山頂担面に分布する定我土は,図34に示すように,地位は低い。

地

位

指

数

28 • 図3 3 Ajg (!〇血深)の透水性と地位指数
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図3 4 B層(3 〇饥深)の透水性と地位指数
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秩父地方にくらべて,透水不良の土垣の多いことが目立つ,とくに中,古生眉の地域では, 

秩父の場合,透水不良な土圾は1つも左かった。この理由は,秩父のスギ林カ普ほとんど傾斜 

面にあ",大代 熊団地のよう左,山頂緩斜面のサンブリングが左かったためと考えられる。

土埃条件とスギの成長に関するとりまとめ

天竜地方のスギ林土圾生産力の調査結果から,次の2点が示された。

1. 秩父地方にくらべて,各土壊型ともほぼー様に生産力が低い。

この原因について考えると,天竜地方の土壌は,秩父地方にくらべて,理・化学性ともに 

劣っていることがまずあげられる。す左わち,土壤の：PHは低く,置換酸度は高く,塩基飽 

和度は著しく低い。また,透水不良のものが多い。同じ土城！であっても,天竜地方では, 

その土壊の理・化学性の劣っているために生産力は低くなっていると想定される。

天竜地方では,PH,置換酸既塩基飽和度,透水性など,土壊の理化学性が単独で地位 

とか左リ高い相関を示しているあ 秩父地方の場は,どの性質も地位とは明らかを関係を示 

してい左かった。このことから,天竜では土壊の理化学性がスギの成長に大きな問題に左っ 

ていると云えよう。

2. 天竜地方では,同じ土垠型でも,調査団地によって地位に相違がみられ,京丸,大代団地 

は地位が低く,竜丿II»光明は高い。熊団地は両者の中間にある。

このように団地間の生産力に相違のある理由として,まず海抜高の相違を考えてみたとこ 

ろ,大体これで説明できたが,大代団地は低海抜にもかかわらず,生産力は低くなっていた。 

tた,秩父の場合では逆に高海抜の中・古生層地域お 低海抜の変成岩地域よりわずかでは 

あるが地位は高い。これらのことから,むしろ,各団地の土壊の特徴,とくに理化学の良否 

と結びつけて生産力の相違を解折していった方がよいと思われるが,残念なことに土理の分 

析試料が不足しており,また不備の点が多いので,明瞭な結論を出すことはむずかしい。し 

かし分折データーの示す範囲内で考えると,各調査団地の土壊生産力的特徴は次のように推 

察される。

〇京丸団地の土壊はA届がかなり厚い力％物理性(透水性)は中庸,海抜の高いことから 

土壤の酸性,塩基の不飽和が目立つ。この団地の生産力が低いのは土壊の化学性の不良に原 

因すると思われる。なお,秩父地方の中•古生層地域の調査団地もほぽ同じ海抜高に当るカら| 

土瓊の物理性が,とくに良好であることが,化学性の多少の劣性を補って,高い生産力を示し 

ているとも考えられる。

〇光明団地は,A層の薄い欠点はあるが,物理性は中庸ないしやや良好化学性は優れてい 

-9 2一

る。調套地の林令がまだ若い(2 2〜2 3年生)。A価の薄いこと,附近の•壮令林の成長か 

ら考えて,今後,成長の袞える可能性は考えられるカら現在の地位はかなう高い。

。大代団地,光明団地と同じ中生層(三倉屈群)に.位し,海抜高,起伏 傾斜, 密度な 

どの地形解折の結果もほぼ同じであるから,あらかじめ行った地区区分では同一の地区に包 

含したび 調査の結果,生産力にはかなりの違いがあり,大代の地位は低い。この理由とし 

て,大代団地の地形は前輪廻の遺物である山頂平担面がかなり我されており,また大代川の 

開折も若く椎侵蝕が主となっていて,山脚部に土砂の推積面が少ない。これらの地形に対応 

して土理は,理学性が露しく劣る。また,化学性も酸性強く,不良である。これらが大代団 

地の生産力を低くしていると考えられる。

。竜:川団地,この団地の生産力は天竜地方では最も高い,一般に天竜林業地と呼ばれて地 

域の代表的な場所である。今回の調査結果でも,この団地のBD型,Be型の地位は他の団 

地より高くなっている。しかし,土壊の分折資料が左いので,土垠生産力の高い原因につい 

て細かく解折できないが,A層厚,その他土壊の形態からはとくに優れた点は見出し難い。

秩父地方の場合,変成岩地区は中古生膚より生産力が劣っていたが 天竜地方ではむしろ 

変成岩の壮年地形の傾斜面に優れた造林地が集っている。

〇熊団地,竜川団地にくらべて,海抜は高く,傾斜はややゆるい。土壊の特徴として,こ 

の団地には黒色土が広く分布している。土層• A屈は深いが,理学性はやや劣る。さらに, 

この黒色土は酸性がはなはだ強く,塩基不飽和である。褐色森林土にしても,やはり酸性に 

傾いている。化学的性質は光明より劣り,大代・京丸より優れていると云える。土壊生産力 

はえを反映；して,大代・京丸団地より優れ,光明・竜川より劣る。

〇业岡団地 新第三紀の丘陵地には,秩父の場合と同様に,スギの造林地が少ない。こ 

の地域はスギ造林の不適地とも云える。しかし,スギ林を探せば極く小面積ならば存在する 

が,これらの調玄資料から,この団地の生産力を判断するのは大きなあやまちをおかす危険 

がある。今回の調査例を検討してみると,土 ！3生産力はかなり高い。土壊分折例が1点しか 

ないカら石灰•マダネシウム飽和が800とすこぶる高く,化学性のはなはだ優れているこ 

ことがわかる。一般に,新第三紀の丘酸地帯の土壞は表土が薄く,土壊の物理性が不良であ 

るが,秩父地方の場合,この物理性の不備を,良好な化学性で補って,高い地位を示すと解 

釈されたが,天竜地方でも,この団地の土壤は物現が良好とはいえない。土壊の分析資料が 

少いのではっきりとは翰じられないがやはり新父地方の場合と同じことが考えられよう。
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推移
層位町 さ 土 色腐植石碌土性構造i堅密度水湿その他
__________ 状態 ― L L }

A 25 判
1 OYR

3/2 富
/］、スコ 
中多

L Cr 
g/r 軟 潤

A B 3 〇 明 1 OYR
4/4 含

<！、スコ 
中多

L N
Zr 堅 潤

B >2 0 1 OYR
5/6 乏

中スラ 
大多

C L 堅 潤

A 1 5 明
Z5YR

3/4 畠 小多 C Cr 眼 潤

A 2 30 明
7.5YR
3/2 .富 中多 C 弱Bg 堅 用

B >50 1 OYR
4/4 含 中含 C ナシ 軟 .润

A 1 24 渐
Z5YR

3/4 富 小多 C L Cr 畝 湿

A 2 1 〇 判
1 OYR

3/4 含
大中小 
多 C L Cr 

弱r ヤヤ堅 湿

A 3 35 明 1 OYR 
.5/2 含

大スコ 

中多
C L Cr 歡 湿

B >50 1 OYR
5/6 乏 中多 C L ナシ 堅 湿

A 1 1 〇 判 Z5YR
3/2 富 小多 C L 3•収 

(N • Bg ) 潤

A 2 25 明 1 OYR
4/4 含 T多 

小
C L (N) ャr堅 潤

B 1 25 明 1 OYR
5/6 乏 中多 〇 L ナシ 軟 潤

B 2 >30 1 OYR
5/6 乏 中スコ 中多 〇 L ナシ 畝 湿

A 2-1 〇 明
Z5YR

3/2
スコ 
富 小多 L 7r 遂軟 潤

B 1 10-15 明 1 OYR
4/2 富

中スコ 
大多

C L N 堅 潤

B 2 5 明
1 OYR
3/4 含

コス
多

中
大 〇 L 弱Bg ャ理 枕

B 3 1 0-20 明
1 OYR
5/6 含

コス
多

中
大 C L ナシ 軟 润

H A 1-2 明
5YR
2/2

X コ 
富 小含 C L Cr 軟 潤

A 1 6-8 漸 1 OYR
3/4 富 大中小 

多
〇 し 弱

力・r 軟 凋

A 2 1 5-20 漸 1 OYR 
5.5/4 富

中スコ 
小多

C L 俨r
N • 堅 潤

B 1 20 判 1 〇 YR
4/4 含

中スコ 
大多

C L B0 畝 潤

B 2 >20 1 OYR
5/6 乏

スコ 

大多
C L ナシ ヤヤ堅 潤
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推移
層 位 n さ 土 地 腐植 石 碟 土性 構造 堅密度 水湿 その他

状態

A 1 8 漸
1 OYR

3/4 富 含 C L Cr 軟 潤

A 2 1 〇 判
1 OYR 
3.5/4 富 多 C L Cr

修r
軟 湿

A 3 10-15 判明 1 OYR
3/4 め 多 C L N 堅 湿

B >5 0 1 〇 YR
5/6 含 多 C L ナシ 堅 湿

A 1 8-1 〇 判 5YR
3/4 富 小

スコ 
多

C L Cr 
0 •牙T 歎 潤

A 2 30-15 判 1 OYR
3/4 富 中

小
スコ 
多

〇 L Fr 
(N) ャ、堅 潤 ヽ

A B 10-20 明
1 OYR 
2.5/4 含

スn 
多

C L ナシ 堅 潤

B >4 0 1 OYR
4/4 含

大

を
スコ 
多

C L ナシ 堅 潤

A 1 1 5-20 判
7. 5YR
3/2 富 小

スコ 
多

Sa L Cr 鬆軟 湿

A 2 6〇- 70 判
1 OYR

3/2 富
スコ 
多

Sa L Cr 堅 湿

B 1 20 判 1 OYR
4/2 含

スコ 
多

Sa L 堅 湿

B 2 >2 0 1 〇 YR 
4/4 含 大

スコ 
多

Sa L 堅 湿

A 1 8 判 1 OYR 
3.5/2 虽 小 多 L 胡r • Cr 

£. 9-r
軟 潤

A 2 1 2 潮 1 OYR 
3.5/2 富

スコ 
多

L Pr • Cr 
撕B£

堅 湿

A 3 20-30 判
1 OYR
4/3 富

スコ 
多

L 明 N
弱B0 ャ、堅 湿

B 1 20-3 0 明
1 OYR
4/4 含 大 スコ 

多
L ナシ 軟 湿

B 2 >3 〇
1 OYR

5/6 乏 大 スコ 
多

L ナシ 畝 湿

H A 2- 4 明
5YR
2/4

スコ 
富 小 含 C L LOOse

/r 軟 潤

B 1 15-20 判 1 OYR
4/6 含

含
多 C L Loose

9-r 軟 潤

B 2 30 1 OYR
5/6 含

スコ 
多 C L 軟 潤

A 1 2-4 半」
1 OYR
3/4 富 多 C L Zr

N 軟 润

A 2 1 5 判 1 OYR
4/4 含 多 C L N

B0 堅 潤

B >70 I I
1 OYR
5/6 乏 中 多 C L (N) ャ、堅 潤
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方a

頷每

何し

林4

•

本数
樹高

直径

咼面我

［合計
材 積

地位

指数

625 SD(d) Fn 1.080 山頂

緩斜

ヒノキ

49

81& 12.8

2 6.5

44

626 BD(d)

(匍)

% 1.020 斜中

平衡

S5 5E

38

スギ

49

71 6 1 Z6

3 0.8

52 4 4 3.3 1 4

627 bl 940 斜中

平街

S55E

35

スギ

49

549 2 0.6

52.7

44 42Z9 16

628 如 ち 830 斜中

凹

S45E

4 〇

スギ

49

41 9 24.3

3 8.2 52 5 3 0.7 20

650 Bd

(匍)

-

880 斜下

平衛

S42E

.58

スギ

48

1,2 9 3 1 7.9

2 6.2 30 51 Z0 1 6

634 BO(d)

(匍)

ら 1,020 斜中

平衡

S45E

32

スギ

45

815 1 8.0

3 0.4 56 4 81.7
I

1 8

655 BD(d) % 1,000

1

S87W ：

1 2

Mギ

45

1,3 7 0 14.5

25.9 56 3 6 8.4 14 '

層位 厚 さ
推糸

状圏
± 色 腐据 石碌 土性 構造 堅密度 水湿 その他

A 10-12 明
Z5RY

3/4 富 小含 L C r 軟 湿

B1 1 0-20 乳 1 OYR
5/4 含 小含 C L カベ

(N) 堅 湿

B2 50 明
1 OYR

5/6 乏 多 
小
中 L (Bg • N ) 堅 潤

A1 2-8 明 Z5YR
3/2

スコ 
富 小多 〇 L cii

軟 湿

A2 2-8 明判 1 OYR
4/4 富 す多 

中歹
C L Cr -N 

(3 軟 湿

A3 20 判 1 OYR 
4.5/4 含 中スコ 中多 C L 弱N スコ 

堅
湿

B 30 判 1 OYR
5/6 乏

T
中
大
ー

C L ナシ
スコ 
堅 湿

A1 1 〇 判
1 OYR 
3.5/2 富 小多 L Cr 軟 潤

A2 20 判 1 OYR 
3.5/2 富 小蒙 L (弱め 

Bg 堅 潤

B >4 〇 1 OYR 
3.5/4 含 大嚎 L ナシ 軟 潤

A1 5 判 1 OYR 
3.5/2 小多 L Cr 軟 潤

A2 35 判
1 OYR
4/3 含

中スコ 
小多

L Cr 
(N) 堅 潤

A^B 30-40 判
1 OYR
4/5 含

杏スコ
X多 L ナシ

スコ 
堅 潤

B > ,2 0 1 OYR 
5.5/4 含 大スコ 

中多
L ナシ

スコ 
堅 潤

A1 5 明 5YR
3/4

スコ
胡 小多 L Cr

鬆軟
潤

A2 1 〇 判
1 OYR 
5.5/4 富

中スコ 
小多

L Cr 堅 湿

A3 35 漸
1 OYR

5/6 富 中財 L 弱Cr 堅 湿

B 40 判 1 OYR 
'3/4 含

中スコ 
大多

L ナシ
スコ 
堅 湿

A1 6 判 1 OYR
5/2

スコ 
富

多
含 

小
大

L Cr 炊 湿

A2 15-20 判 1 OYR 
5.5/4 富 小多 L Cr 軟 湿

B >6 〇 1 〇 YR 
4.5/4 含

<!、スコ 
市多 L ナシ 堅 湿

A1 5-8 明
5YR
5/2 富 X多 C L Cr 

0 •グN 聳欹 湿

A2 8-1 〇 明 Z5YR
3/2 昂 呆多 G L 弱N由 堅 湿

B1 20-30 判
1 OYR
4/4 含

中スコ 
小多

C L ナシ ャ、堅 湿

B2 >5 0 1 OYR 
4.5/6 乏I 次

多 
大
中 〇 L ナシ 堅 湿



断面

No.

土壊型

堆積
母材 海 抜 地形

方位

傾負

樹K

林令
本数

樹、高

直径

断面頂

合計
材 積

地位

指数

638 BD 1,。 0 0 斜中

平街

N24E

42

ヒノキ

45

639 BKd) 臻 1,。 0 0 斜中

平街

N5 6W

38

広

641 ba % 970 尾根 S20E

23°

スギ

ヒノキ

49

8-1 D

8 8

643 bd

(~Be)

900 斜中

微凹

S

37

スギ

49

836 193

296 52 4 7 5.4 1 6

646 BD(d) Pn 840 斜中

微凸

N 3 0W

32

スギ

49

647 be Pn 640 斜下

凹

N8 0W

35

スギ

49

636 2 6.3

394

76 8 7 2.2 22

n-

眉位 厚 さ
推移

状態
土 色 傾i/ 石磔 土性 構造 堅密度 水湿 その他

A1 10-15 淅
1 OYR
4/5 冶 小多 L Cr 

gose 歌 潤

A2 35-4 0 漸
1 OYR 
4.5/4 出 中な 

釜
L Cr 

^ose gr 堅 潤

B >50 1 OYR 
4.5/6 含 コ7

七 
ス
多 

大
中
一

L 部分
Cr 堅 潤

A 8 明
1 OYR 
5.5/2

スコ 
富

蒙
 

小
中 C L P 00Se

P ?r 蜜 潤

A B 1 〇- 30 判 1 OYR
4/3 富 中多 〇 L 00 $ e 

Or 堅 潤

B1 20-4 〇 潮
! 〇 YR 
4.5/4 含 争多 C L (N.B0) ャ、堅 潤

B2 >40 ! 〇 YR 
5/6 乏 伞多 C L 軟 润

A1 4-6 明 1 OYR
5/5

スコ 
富 小多 L ^ose

#r 価 潤

A2 1 0-1 5 明
1 OYR 
3.5/4

スコ 果多 L Pr
N 軟 润

B 30 明
1 OYR
5/6 含

でスコ 
、多

C L 弱• N 
7r 歌 潤

A1 4-1 〇 明
Z5YR
3/2 官

匸1多 SaL Cr 嶽軟 湿

A B 15-20 •漸
1 OYR
5/5 含 果多 SaL Cr 軟 湿

B1 1 6-1 8 渐
1 OYR 
3.5/4 含 衆多 SaL Cr 堅 湿

B2 20-30 判
1 OYR
4/5 含 果多 SaL 弱B0 堅 湿

B3 >4 0 1 OYR
4/4 含 栄多 SaL ナシ 堅 湿

A1 ! 〇 判
1 OYR 
3.5/2

スコ 
富

•スコ 
小多 C L Fr 

(Cr) 軟 潤

A2 1 〇 判
1 OYR
4/3 富

中スコ 
多

〇 L Zr 
N 軟 潤

B1 10-50 判
1 OYR 
4.5/4 含

大スコ 
中多

〇 L 弱N ャ、堅 潤

B2 >60 1 OYR
5/6 含

大スコ 
中多

C L ャ、堅 潤

A 4 判 Z5YR 
3/2 富

•スコ 
小多 阻L Cr 

3r) 接軟 潤

AB 45 渐
1 OYR 
3.5/4 営

中スコ 
小多

SaL 弱Cr ャ、堅 湿

B >5 0 1 OYR
4/4 含 奋多 SaL ナシ 軟 湿

—1 01—



断面

No.

土壤型

堆積
母材 海 抜 地形

方位

傾斜

樹種i 樹高

直径

断面禎

合計
材 積

地位

指数林令
本数

648 bb

残

% 640 尾根

凸

N54W

5 7

広

649 Bd

(匍)

琮 880 斜中

平街

S65E

58

スギ

48

91 2 21.9

54.4, 72 6991 20

650 Bd

(匍)

% 840 斜中

微凹

S68E

40

ヒノキ

48

856 1 9.2

51.8

64 5 75.6

光 明 地 区

651 如 mk 250 N5 5W

20

スギ

26

1,5 4 5 1 8.0

1 8.7 56 5 28.1 24

652 BO mk 22 0 N50W

27

スギ

26

2,48 6 8.8

1.0.6 24 9 6.9 1 2

655 be mk 220 N5 0E

21

スギ

26

1,562 1 7.6

1S* 5

44

5 9 0.2

24

層位 n さ
推移

状態
土 色 腐・ 石磔 土性

t

構造 堅密度 水湿 その他

A 1 4 判
7.5YR
5/2

スコ
小多 C L y-r

N 諏 乾

A 2 6 判
Z5YR
3/4

常多 C L N
Pr 哭軟 潤

B 1 1 8 判 1 0YR
4/4 含

大スコ 
中多

C L Zr
軟 潤

B 2 >4 0 1 0YR
4/6 乏 大修 

多 〇 L ナシ 軟 潤

A 1 1 〇 判 1 OYR
5/2

スコ 
富

1スコ 
小多 L ,Cr 

(gos e ) 緩軟 潤

A 2 50-20 判
1 0YR
5/5 富

中スコ 
小多

L 堅 潤

A B 50-40 漸
1 0YR
4/5

t ■ * 大スコ 
中多

C L 堅 潤

B >5 0 1 OYR 
4.5/4 含

大スコ 
中多

C L 軟 潤

A 1 1 〇 判 1 0YR 
2.5/2

ス コ 
富

1スコ 
小多 L 〇 r 歎 潤

A 2 5 明 1 0YR
5/2

スコ
0

コ
ノ 

ス
多 

大
中 L (留) 欧 润

B >60 1 0YR
4/4 含

亠スコ 
大多 C L ナシ 軟 凋

A 1 〇 判 1 OYR
4/2 小多 L Cr 軟 湿

A B 1 〇 漸
1 0YR
4/5 冒 小多 L 部分Cr 

弱N ャ、堅 湿

B 1 20 潮
1 OYR
5/4 含

刁、スコ 
中多

L 部分Cr 
弱N 堅 湿

B 2 50 1 0YR
5/4 含

Y
 
$

L Cr 堅 湿

A 2-4 明-判 Z5YR 
4.5/4

スコ
由 小多 L N

堅 乾

B 1 1 6-1 8 判
1 0YR
4/4 含 果多 L N

C・牙r
スコ 
堅 乾

B 2 1 0-20 判 1 OYR
5/6 含

大スコ 
中多

L 弱?-r 堅 潤

B 3 >5 0 1 0YR
5/4

スコ 大スコ 
中多 L 堅 潤

A 50 判
1 0YR
4/2 富

刁、スコ 
中多

SaL 弱cミ 堅 潤

B >50 1 0YR
4/5 含 大スコ 

中多
SaL 弱Cr スコ 

堅 潤

-10 3-



断面

Ho.

土壊型

推積
母材 海 抜 地形

方位

傾制

樹羅

林令
本数

窗局

直径

断面積

合計
材 積

地位

指数

654 bd mk 200 S40E

1 8

スギ

34

955 1 99

2 8.2

56 55.5.5 22

655 Bd

〜Be

崩

mk 240 N 1 2E

35

スギ

26

1.4 7 1 1 7.2

2 0.8

48 4 11.0 24

656 Be mk 240 N 6W

34

スギ 1.3 0 2 1 2.5

1 5.8

24 1 5 8.0 1 6

26

657 Be

崩

mk 3 00 W

28

！スギ

35

54 6 2 0.2

2 8.9

56 571.8 22

658 mk 300 S5 0E

33

スギ

26

1.5 3 3 1 72

2 0.7

48 5 9 2.7 24

659 Be mk 300 N36W

3 7

スギ

26

1.589 11.6

1 6.7

28

1 9 2.4

1 6

—1 〇 4—

屈位 ,厚 さ
推密

状態
土 色 腐植 石探 土性 矯造 堅密度 水湿

1

その他

A 1 4-6 淅ー判
Z5YR
3/4 伞多 SaL Cr

Zr 報 潤

A 2 14-16 浙
Z5YR 
3.5/4 富 大含 

中多 SaL N
Pr 堅 润

B 1 50 渐
1 OYR 
3.5/4 含 大スコ 

中多
Sa L N 

bW 堅 潤

B 2 >50 1 OYR
4/4 含 コス

多
大
中 钮L ナシ

スコ 
堅

潤

A 1 1 〇 判
Z5YR
5/2

スコ 
富

コス
多 

中
小 L Cr

7r
スコ 
鬆

润

A 2 1 5 漸 1 OYR
5/2 a コス

多 
中
小 SaL Cr 

7r -N 堅 潤

B 1 25 ・晰
1 OYR 
5.5/2 含

中スコ 
ノ］、多 SaL Cr

N
スコ 
堅

润

B 2 >50 1 OYR
4/5 含

中スコ 
/)、多 SaL 一 スコ 

堅 润

A 1〜2 判
1 UYR
4/2 スコ 

富
小多 L N Jr 堅 ャ、乾

A-B2 8 漸
1 OYR

5/5 富 果多 L N・クr スコ 
堅 ャ、乾

B 1 1 〇 渐
1 OYR
4/4 含 由多 L N・B0 スコ 

堅 潤

B 2 20 判
1 OYR

5/5 含 京多 L N 
弱B0 堅 潤

B 3 >50 1 OYR
5/6 乏 コス

多 
大
中 L 一 堅 润

A 5 判・渐
1 〇 YR 
5/2

スコ 
富 小多 L Cr 

弱Bg 軟 潤

B 1 6-8 渐
1 0YR
4/2 富

1スコ 
小多 L Cr 

弱v 堅 润

B 2 >78 1 OYR
4/5 田

!スコ 
小多 L Cr 堅 潤

A 8-1 〇 明-判
1 OYR
5/2 呂

, スコ C L Cr 軟 潤

B 1 16-2 0 渐
1 OYR
4/2 富

中スコ C L Cr ・けr ャ、堅 润

B 2 20 漸 1 OYR
4/5 含 コ• ス

多 
中
小 C L Cr 堅 潤

B 5 >5 〇 1 OYR
5/4 含 コス

多
大
中 C L 堅 润

A 8-l 〇 判 1 0YR 
3.5/2

スコ 
宫 小多 L N・Pr 堅 润

B 1 20 判 1 0YR
4/3 含 栄多 L N ・夕r 堅 润

B 2 40 明 1 〇 YR
5/3 含 果多 L Or 

弱N 堅 潤

B 5 >20 1 OYR
5/6 乏 中多 L 一 堅 潤

—1 0 5—
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断辰

血

1( 土墩型 

|堆禎
母材 海亥

i

4地 宠
方他

■
傾制

樹在

林令
1

本数
樹苗

直径

断面柩

合計
1

材 植
|地位

|指数

た 代 地 区

901 SS
T

400 微凹 
斜面上部

N3 0W スギ 1.1 7 5 20.4 48 4 8 5.2 1 8
積〜 
匍行

40 54 23.1

902 BgD SS 4 50 平衡 N3 0W スギ 1.790 1 4.2 48 34Z1 1 2

,sh) 新面上部 35 54 1 95

903 Be SS 370 平衝 N 5E スギ 489 2 4.9 44 4 8 8.1 22

崩損 斜面下部 32 54 390

904 BD SS 4 00 微凸 N 5W スギ 78 0 24.1 44 50Z6 20

斜面下部 3 〇 59 2 7.4

905 BC SS 370 凸 N スギ 1.61 〇 1 0.6 36 8

斜面上部 35 54 1 5.1

906 Bd SS 380 微凸 N1 OS スギ 1.。 9 7 21.7 56 5 8 7.8 1 8

斜面中部 33 59 2 6.7

推移
1

:その他層位 厚 さ 土 色 腐植 石 ±性 構造 堅密度;水湿
I 状態

A 1 1 〇
明

Z5YR
2/2 頗富 含 L- CI i bJ

Or 鬆 滴

A 2 1 5
判"浙

Z5YR
3/2 筋 含 CL i m ャ、呈 潤

B 1 2 〇
潮

Z5YR
4/3 含

角
大.

富 CL 堅 凋

B 2 >30 1 OYR
4/6 乏 角瞄富 CL — 堅 润

A 1 5
漸

明

Z5YR
2.5/2 頗富 多 CL Cr 蔑軟 润

A 2 25ヽ Z5YR
2/2 頗富

・頗多 CL 弱Bg ャ、堅 润

B 1 20
判

1 OYR 
3.5/4 含 頭多 SaL m 堅 潤

B 2 >40 1 OYR
5/8 乏

角
中 多 Sa L m 頗堅 潤

A 1 1 5
明

1 OYR
2/3 頗富 小 

角 富 L- CL CCr
Bg 提 曲

A 2 25
漸

1 OYR
3/3 富

中
角 富 C L N N 

B0 軟 润

B 1 25
淅

1 0YR
4/6 含

中
角 富 CIr C B^ ャ、堅 潤

B 2 >30 1 OYR
4/6 含 調官 C L 一 堅 いj

A 1 5
i质

Z5YR
3/2 官 多 C L Cr -B/ 軟 満

A 2 1 5
浦

1 OYR
3/2 富 多 C L Bg 堅 潤

A B 1 5
明-判

1 OYR 
3.5/3 含 多 C L B0 堅 润

B 35
判

1 0YR
5/6 乏 含 〇 L - 堅 润

B 〇 >20 Z5YR
5/8 乏 1I多 〇 L — 頗堅 漓

A

B 1

22

20
判

判

1 OYR
3/2

1 OYR
4.5/4

話

含

小
角̂

:

多

多

L

L

Nu

弱Nu

堅

堅

乾一潤

潤

B 2 >50 1 OYR
5/8 乏 含 L 一 呈 潤

A 1 4
明一判

Z5YR
2.5/2 宫 小

角 多 C L Cr 執 潤

A 2 1 2
漸

1 OYR 
3.5/2 富 翻多 〇 L B0 堅 润

A B 2 5
判

1 OYR
4/2 含 含 C L (Cr) 堅 润

B >4 〇 1 OYR
5/4 乏 多 C L 一 頗堅 潤



断面

Na.

土壤型

堆積
母材 海抜 地 形

方位

傾斜

樹種

林令
本数

樹高

直徑

断面積

合計
材 積

地位

指数

竜 川 地 区

701 BdG切 25lT 山 麗

押出し

E スギ
4 〇年 755 25.1m

2 8.対

44术 13 2湖 26

702 bd-e 480 腹

沿

面 

山

沢

斜

N4 〇0
E5 2°

スギ
4 3年 789 29.0m

3 2.孕次

1 〇 181紀 28

705 Bd 460 山 頂

鞍 部

平坦
スギ
5 3年 1.4 76 2 0.4 m

2 5.5血

68试 170ば 24

704 Bd 580 山 腹

平衡斜面

N4 5°
E1 7°

スギ
3 8年 1,。 5 1 21.9m

3 0.网

68 nt 178芯 22

7 05 Be^) 1 80 古い崩

壞 地

S7 0°
W1 5°

スギ
5 〇年 652 291m

51.8cm

48忒 160淀 26

706 BD(d) 560 山 腹

凸斜面

N2 6°

:

スギ
3 9年 1,860 1 Z5m

2 0.5CW

42 Tit 114か

1

18

_ 1 n 8-

層位 厚 さ
推

状

移

態

土 色 腐植 石 碌 土性 構 ・造 堅密度 水湿 その他

A 1 3 渐
1 OYR
5/3 とむ 含 む 2 C Cr 軟 潤

A 2 1 2 1 OYR
4/3 〃 〃 If 堅 ft

B 25 n 2.5 YR
4/6 含む と む n J7 ff

〇 51 1 OYR
4/4 乏し 〃 ff H N

A 1 〇 淅
5YR
2/3 とむ 含 む Jb c Cr 軟 潤

B 1 20 〃 1 OYR
4/3 n すこぷる 

と む
n 堅

B 2 1 5+ 1 OYR
4/4 含む U ff fl

A 1 5 漸
Z5YR
3/3 とむ 角

と 
贋 碌 

む A c Cr . 堅 潤

B 1 1 5 n Z5YR
4/2 〃 小角乏し tt 軟 H

B 2 1 0+ 1 OfR
4/3 含む 一 n n

A 1 1 5 潮
Z5YR

2/2
牘

とむ
中角 
含

磔 
む

Ac nytity
Gr 堅 潤

A 2 1 5 tt Z5YR
3/2 とむ H ff n ff

A/B 1 〇 〃 Z5YR
3/5 ft n ft n

B 1 5 明
1 OYR
3/4 含む 〃 〃 軟 ff

C 5+ 1 OYR
3/4 乏し 〃 u If ff

I- A 2 明
1 OYR
2/3 含む 中小角碌 

頗とむ £0
— 堅 潤

I- c 5 n 2.5YR
7/2 乏し n n 一 n ff

n-Aiz 1 7 渐
1 OYR
3/2 含む n n 一 n rr

口・ 2 〇 n n n ft n — n ff

□" 1 0+ n n D ff - n n

A 8 渐
1 OYR

3/3 とむ 小角磔 
を含む £c- nut切 堅 潤

A/b 1 2 判
1 OYR

4/2 4/5 含む 〃 ff 一 ff 〃

B 1 5+ 1 OYR
4/4 if 〃 u 一 n If

-10 9-



断面

No.

土壤型

堆積
母材

i
海抜 地 形

方位

傾斜

樹種

林令
本数

樹高

直径

断面積

合計
材積

地位

指数

707 bd 4 70 山 腹

平術斜面

N1 〇0
E230

スギ
4。年 1.1 47 1 95m

2 6.1皿

42" 12 3冲 20

708 BKd) 560 山 頂

稜 線

N 5°
W3 0°

スギ
5 5年 1,070 1 3.4 m

1 Z5s

24W* 4 2 771*
1

1 4

709 Be物 300 山 ㈣

崩積地

N4 0°
W270

スギ
4 9年 946 2 6.1m

2 8.9伽

5 6771* 1 7 3 771* 24

態 地 区

710 B剛 61 〇 山 腹

平衡斜面

S80°
W5 0°

スギ
3 9年 806 21.4m

1 6.7 cm

4477f 114淀 22

711 bZd

f

820 山 頂

緩斜面

S7 0°
W1 7°

ヒノキ
3 0年 1,025 1 3.1 m

2 0.1 cm

3 2淀 53诚

71 2 b/d 820 山 頂

緩斜面

S7 0°
W1 7°

スギ
5 2年 1,1 68 1 Z 6m

2 5.3c 如

6 0771i 1 2 8771* 1 6

71 5 bZd 78 0 山 頂

緩斜面

スギ
3 2年 1,26 4 1 5.4 m

2 5.2cm

52 771* 98 771* 1 8

-J 1 〇—

層位 厚さ
推移

状態
土 色 腐 植 石 採 土性 榕造 感密度 水湿 その他

A 1 〇 渐
Z5YR
5/2 とむ 小角 

含
碌 
む

0C Gr 堅 •潤

A/B 25 判
1 OYR
3/3 含む ff tf bg ff n

B 1 0+ 1 OYR
4/4 U ff tf ff 〇

A 5 漸
Z5YR 
4/4 含む nb

含
角 gc Gr • Cr 〔よう 潤

A/B 25 1 0YR
4/4 U 角 mut ty

堅 湿

B 1 0+ 1 〇 YR 
5/6 tf tt ff 一 軟 n

A 1 5 渐
Z5YR
2/3 とむ 小中角碟 

頗とむ 0c Cr 堅

A 2 5 0+ ff Z5YR 
5/2 ff ff ff bg If ff

A

A/B

B

1 〇

1 7

304-

渐

n

Z5YR 
2/3

Z5YR 
3/2

Z5YR 
4/3

とむ

tf

含む

小 
と
中角碗 

む

n

tt

0C

ff

Cr

Cr

1よう

軟

u

n

u

A 1 8 斷
Z5YR
2/2

すこぷる 
とむ

小 
乏

角 碇 
し

gc Cr 1よう

A 2 1 2 〃
I

Z5YR 
2/3 とむ tt ff 軟

A 3 1 5 〃 n tf tt

A/B 1 54- fl 含む n ff ff

A 1 8 潮 Z5YR 
2/2 すこぶる 

とむ
小 
乏

角 礫
し 0c Cr ！よう

A 2 12 tf Z5YR
2/5 とむ If ff 軟 If

A 3 1 5 ff ft tf n H ff ft

A/B 1 5 4- u 含む ft ff ff ff

A 1 5 漸
Z5YR
2/2

すこぷる 
とむ

麥 角 磐 必c Cr 1よう 潤

A 2 5 n n n 弱度Cr 軟

A 3 20 u 〃 ff 〃 n

A/B 1 04- Z5YR 
2/3 U ff 〃 堅 u



I断面

Ni

土壤型

堆積

母材 海抜

I

地 形
方位

傾斜

樹種

林令

本数
樹高

直径

断面積

合計
材積

地位

指数

71 4 B剛 山腹沢

沿斜面

N5 2°
W

スギ
4昨 1,021 23.0m

31切

7 2cd 19 5澎 22

715 BgD 620 山 腹

緩斜面

S 7 5°
E1 〇0 ヒノキ

716 BgD 550 山腹平

衝斜面

N5 0°
772 0°

ヒノキ
3 7年 1.1 50 1 5.0m

20.4c 冊

36紀 68紀

71 7 be 460 山脚崩 

積微凸地

N1 〇0
W26。

ヒノキ
5 6年

71 8 Bd 490 山腹平

衝斜面

N7 5" 
W51°

スギ 
3许 1,561 1 6.1 m

21.2cm

4 4尻1 8" 20

71 9

一 ,

BlXd) 600 山腹平

衛斜面 

微凸地

S75°
W25°

Xギ 
35年 1,628 1 5.5m

21.5c 力

5 2就 99紀 1 6

-11 2-

層位 叩さ
推移

状態
土 色 •腐 植 石 驟 土性 構造 堅密度 水湿 その他

A 1 5 祜
1 OYR

3Z2 とむ 0C Cr 1よう 潤

A 2 20 II 1 OYR
5Z3 ff 軟 潤〜湿

AZB 20 U 1 OYR 
4Z5 含む U

B 1 54- 1 OYR
4Z4 H H n

A 1 1 〇 浙
1 〇 YR

1Z1
すこぷる 

とむ
C L Cr 1よう

A 2 20 1 0 YR 
2Z1 n n 堅

AZ B 20 判 1 OYR 
5Z1 n ff n

B 1 5+ 1 OYR
4Z5 含む 小中角磽 

含 む
ft ff

A 1 1 5 淅
Z5YR

1Z1
すこぶる 

とむ
gc Cr 軟 湿〜润

A 2 1 5 // Z5YR 
1Z1

小角な
含 む

〃 堅 H

AZB 20 判
Z5YR

2Z5 とむ n 〇 ff

B 1 0+ 1 OYR
4Z4 含む U

A 1 1 〇 渐
1 OYR

3Z2 とむ 小中角磔 
含 む

c L Cr 1よう 潤〜湿

A 2 1 8 1 OYR
3Z3 n U 〃 b0 軟

AZB 1 2 U 1 OYR
4Z3 含む 9 n /I 〇

B 1 5+ 1 OYR
4Z4 U 犖聲 K n n

A 1 1 〇 渐
1 OYR

3Z2 とむ 小中角碌
含 む

C L Cr 1よう 潤

A 2 1 5 n 1 OYR
3Z3 〇 n 軟 〇

AZ B 1 8 〃 1 OYR
4Z2 含む ff 堅 n

B 2 04- 1 〇 YR 
5Z4 ・ 〃 u 軟 潤〜湿

A • 1 5 潮
Z5YR

2Z2 とむ 小角碌 C L Cr 
b0

1よう 
底 潤〜湿

B 25 n 7.5YR
3Z2 n

泉角磔
n 以 ャ、堅 〃

B 2 1 04- Z5YR
4Z4 含む a n n

-115-



断面

Na

土壤型

堆秋
海抜 地 形

方位位

傾斜

樹a

林令

本数
樹高

直径

断面積

合計
材 秋

地位

指数

720 BC 560 山 頂

微凸地

N3 0°
W2 20

ヒノキ
6 2年 1,5 59 14.8m

20.7s

4 &を 8洒

721 620 山頂下部
N4 0° 
W3O0

スギ
3 5年 1,9 6 2 11.7m

1Z7血

44淤 6 5771° 1 2

722 B瑜) 600 凝圏谷
N80°
W1 7°

スギ 
5眸 630 2 5.9m

39旳

7 2771* 2 0 9771* 22

725 Be 530 沢 沿

緩斜面

S7 0°
W1 5°

スギ
4 5年 1.024 21.7m

2 7.4cm

56淤 14 7^ 20

724 b顽 560 山腹棚 

状崩鼬

S1辭
E1 3°

スギ 
4 0^ 915 22.2m

3 0.欲

64ガ 168沱 22

725 B娜 620 山腹平

衡斜面

S4 0° 
E26°

スギ
4 0年 872 2 0.7m

28.1cw

5 2 771* 1 2 9OT* 20

7 26 480 山腹下部 W28° スギ
3 7年 628 21.6m

2 8.1 m

3 6 771" 9 3紀 22

—11 4—

層位 厚さ
推移

状態
± 色 腐植 石 探

\

土性

\

構卷 堅®度 水湿 その他

A 1 〇 渐
1 OYR

4Z5 含む 小角録 C L Gr 润

B 25 1 OYR
4Z4 n 小中角昧 〇 nutty 堅 ff

B/C 2 5+ 1 OYR
5/6

n 大中角碌 n 〇 tt

A 1 2 渐
Z5YR

3Z4 含む 碌
む 

角小
含 C L Gr 1よう 滴〜湿

B 23 1 OYR
4Z4 ff 歌 ff

BZC 1 〇+ 1 OYR
4Z6 ft 大中角碌

と む
U n

A 1 1 〇 油
Z5YR 

5Z2 とむ 小中角硃 C L Cr はう 湿

A 2 1 8 ■ 1 OYR
4Z3 含む 做

む 
角中

含
D 軟 湿〜潤

B 2 0+ 1 OYR
5/6

K n ff

A 1 5 渐
1 OYR

4Z2 とむ 小中角驟
と む

C L Cr 軟 湿

A 2 20 ff 2.5Y
4Z2 含む n ft 〃

A 5 1 0+ 2.5Y〜 tt 〃 n ff

A 1 1 〇 渐
7. 5YR

2Z3 とむ 小中角棟
と む

C L Cr 1よう 潤

A 2 20 Z5YR 
3Z2 ft u bg 堅〜軟 n

AZ B 2 〇 判
7. 5YR 

4Z2 含む fl n n

B 5+ 1 OYR
4Z4 ft ff r ff

A 1 1 5 渐
Z5YR 

3Z3 とむ 小中角以 
含 む

C L Cr 1よう 潤

A 2 20 Z5YR 
4Z2 〃 枷浦

言 む
a bg 軟 ft

B 1 0+ 1 OYR
4Z4 含む n a n ff

A 1 1 5 渐 1 OYR
4Z3 含む 昧

む 
角
と 

中
頗 C L Cr 軟 湿

A 2 35 〃 1 OYR
5Z4 乏し 小中角碇 

と む
ff ff

B 10+ n H n ft fi

—11 5—



断面

No.

土壌型

堆頂
母 海抜 地 形

方位

傾斜

樹袱

林令
本泌

i W高

'直径

断面積

合計
材積

地位

指数

赤 佐 地 区

801 BgD

d
古い水 
積物

1 55

山 頂

平坦面 S70E

1

草原

I

8 0 2- b/d

d.
古い水 
積物

1 55

山 頂

平坦面

S70E Z力
マッ 2 2-28

805 bd

崩積

P 90

山 腹

平衡斜 

面下部

N1 0W

40

ヒノキ

38

672 1 9.4

27

56 543

804 Y-Er-1

d 11 5

短小斜

面中部 S30E

25

アカ
マッ

61

6 09 1 91

26 28 273

805 Y-Er^

a 1 5 〇

山 頂

緩斜面

S3 0E

1 7

•-

アカ
マッ

60

I

2,2 71

9.4

1 5 36 1 72

層位 厚さ
推

状

移

態
土 色 腐植 石 磔 土性 構 造 堅密度 水・湿 その他

A 1 7
明

Z5YR
2/3 頗富

中 
円

■+ L f . nu 頗堅
やゝ 
乾

A； 1 8
渐

Z5
1/1 U C L 堅 潤

A； 22 Z5
1/1 n + C L n ff

蓦 28
明

Z5
2/2 ff 2 C L n

C 20+ Z5
4/4 乏 4

Ao コシタ・ を主とす るL層の1 ・にF層が部分的h：あり

A1 1 5
明

Z5YR 
仍-る/2 苗 L 0 ./r 

nuヽ 歎 や就 菌糸あり

A2 5
判

7.5
2/2 C L 堅 潤

A： 1 〇
渐

Z5 
2/1 頗富 〇 L n ff

A； 33
明

Z5 
2/2 〃 C L B 〃

〇 5 0+ Z 5 
4/4 乏

Ai 6
新

Z5YR 
3-4/3 宮 中

角
4 C Cr . bK 軟 潤

A 2 1 4 U 4 C Cr . bK 歎 〃

Bi 40
〃

! 〇
4/4 含 4 C やゝ 

bK化
や、 
堅

b2 3 0+ Z5
5/6 乏 5 C や、湿

Ao 7〜9 L 5 c 况 F 1 2 一 4皿 H : 哥5分的にあ り

A- B 11
判

1 OYR 
4-5/4 含 細 

円 + SiC nu 堅〜 
頗堅 や灌

Bi 1 7
潮

1 〇
6/6 乏 n 1 ff n n U

b2 20 1 〇 
6/6-8 〃 1 L やゝ 

bK化
ff 凋

b3 3 2+ n N 1 〇 固結 U

Ao 5〜6 L : 2<w F : 2 -4倾 H : #っ きりせず

M - A 2
明

1 〇 YR 
5/4 畠 中

円
3 C 必•ザて 案 乾

©- C 3 0+ 1 〇 
5-6/ 6 乏 4 C やゝ 

nuイヒ 固結



-118-

断E

JIS.

土壤型

堆積
母材 海抜 地 形

方位

侬斜

樹種

林令
本数

樹高

直径

断面積

合計
材積

地位

指数

806 Y-ElA
(BC) d 1 20

短 小

斜面肩 N70W

22

アカ 
マッ 583 1 4.8

24 24 162 12〜
13

807 ¥~Elユ

(BD 句) d. 11 5

短 小

斜面下部

S30E

20

7 刀 
マッ 547 1 Z8

25

24 1 91 1 5

808 『Er・ほ

(Ba) d 1 55

鈍頂な

尾 根
—

S4 0W

1 5

アカ
マッ 2,2 0 9 4.9 0

1 2

20 54 4

809 Y- Im 

(BD(d)) d 

髀
11 5 山麓の

平坦面

N2 0E

2

アカ
マッ

6T

493 2 0.7

32

81 529 20

8 1 〇 廿Ef

:BC) d 1 25 凸形緩
斜 面

N4 0E

1 9

アカ
マッ 1.654 1 2.4

1 7

52 1 94 1 〇

-119-

推移
|

層位 摆さ
状態

土 色 腐枳 石礫 土性 構 造 堅曄 衣湿 その他

Ao 1 F :1 CM

A-B- 5
判

1 0YR
含 s L nu 頗堅 乾・

レンズ状に 
M層あり

B1 9
漸

1 〇 
5/6 乏 tf nu tt n

b2 23
n

1 〇
5Z8 H 中3 

円5 U nu・化 tt や涸

B-(C) 2 3+ 1 〇
6/8 a "5 C L tt n

A-(B) 9
判

1 OYR 
4ーシ6 富

1f 
細
円

S L 7r+nu 堅 潤
M層レンズ状 
にあり

(AkB, 19
油

1 0YR 
6/6 乏 X 3 SiO bK K や瞧

b2 42 ! 〇
6/6 〃 5 ff や'堅 ff

Ao 1〜2

H-A n

明

1 0YR 
6/4 頗富 S L 0.3 寇 乾

Bi 1 7
//

1 〇
6/8 乏 中2 円之 tt 堅 ff

b2 25 1 〇 
6/8

n n 5 ff 頗堅 ff

Ao 4〜6 F： 4〜6皿 H:蹒的

A-B 1 〇
漸〜判

! 〇 YR
含 c nu. やゝ堅 潤

Bi

b2

1 3

1 9
斷

//

1 〇 
4/4- 6

1 〇 
い-8

乏

U 中1 
円1

C L

L

bK 軟

や、堅

ff

tf

b3 1 4 ! 〇
6/8

tf 〃1 L 〃 ff

Bー 〇 1 4 1 〇 
5/8 n S L 〃 tt

Ao 1〜2 F 1〜2cm

A-B 7
明

1 OYR 
^6-5/3 含 c nu や、堅 潤

Bi 1 5
漸

1 〇
5/8 乏 円1 弱nu 堅 a

b2 25 Z5-1 0 n 〃 3 n n
漸F

5/8
B-C 3 3+ Z 5 

5-6/B ■ 4 ff 頗堅 u



断面

血

土須型

推積

i
母材 海抜 地 形

方位

傾斜

樹程

林令
本数

樹高

直径

断面讀

合計
U乾

地位

指数

811 Y"Er~ 遥

(BA) d. 11 5 鈍頂な
尾 根

S5 0E

5

アカ
マッ 816 8.1

1 8

20 80 6

81 2 Y-Er-c<

(BC) :d 1 20 緩斜面 
の山施部

S60W

1 〇

ア・力
マッ 722 1 0.2

1 9

20 1 01 8

813 Y-El』

(BA) d 1 40 鈍頂な
尾 根

N7 0W

1 3

アカ’ 
マッ ,266 11.5

1 7

24 1 32 1 〇

8 22 RA

d 1 50 鈍頂左
尾 根

S1 0E

1 5

アカ
マッ .1 98 Z5

1 7

24 1 00 6

8 23 『El次

(Bb)
d 1 20 凹形斜 

面上部

11

1

N

25

アカ 
マッ

I

752

11
11

1 Z8

2 5.7

36 3 0 0
• ■—

1 5 

____

層位 さ
推秽

状態
土 色 腐朋 石磔

i

土性 稲造
I

堅密度 温水 その他

A-B

B «))1

B -(C))2

B- C

6

1 2

20

1 2

判

潮

n

1 OYR 
4-% 
! 〇
6/6

n

含

乏

n

〃

中1 
円1

& 5

"3

K 4

C L

n

L

n

2. Or 
nu
nu

や' 
nil化

やゝ堅

堅

室〜蠣

頗堅

潤

n

a

や、乾

A

A-B

Bi

B2

Ba

紡錘状

9

1 4

1 7

1 0 +

明

判

渐

判

Z5YR
5/6

Z5
5/8

75
5/8
5
5/8

頗富

含

乏

If

n

中3 
円5 C

C

〇 L

C L

bK

nu

弱nu

堅

や'堅

r

堅

や'乾

ff

潤

n

tr

Ao

Ai

a2- (b)
Bi

b2

2-3

4

5

11

3 0+

F :

明

ff

渐

1 C屛 H :
7. 5〜10YR 

3/4
1 〇
5/S-8

! 〇
6/8

1 〇
6Z5-8

1〜28

富

含

乏

〃

+
 

1
4
 

小
円
細
円
大
円

SiL

n

C L

nu

璃bK

鬆

や、堅

頗型

乾

やゝ型

U

潤

Ao

A

A- B

Bi

B2

1-2

9

11

1 8

3 2+

F屑

明

漸

n

うすく,H
泗〜Z5S?

Zb-4/<5
5
4/6

2.5〜5
4/8

2.5
4/8

:1〜2

含

乏

n

if

+
 
+
 

1
 

cm
小
円
中
円 

〃

C 

〇

//

JL・を
Pr
やゝ nu化

経

堅

や、型

堅

乾

やゝ乾

潤

Ao

H-A

(A)-B

Bi

I B2

6-8

3

7

30

2 0+

F :

明

潮

ff

6 へ・ 7 cm

1 OYR
3/4

! 〇
4/6

1 〇
4/6>VB
Z5

5/6

H : 2w

頗富

含

乏

U

3
 

2

、

- 

中
円

小

円

〃
ー
-

SiL

C L

nI

g./r 
蒙r
nu

nu

•鬆

堅

I!

n

乾

や'乾

tt

潤



•断西

也,

土壊型

堆秋
母材 海抜 地 形

方位

傾斜

樹種

林令
本数

樹髙

直径

断面積

合計
材積

地位

指数

824 Y-Er-J.

(BA) d 11 〇 鈍頂左
尾 根

N6 0E

1 5

アカ
マッ 862 1 5.4

2 0.7

28 1 84 11

825 『El注

(BD) d 1 20 凸形斜 
面上・部

S30W

20

モリシJ 
アカシア 
テー女 
濟交 
林

826 Y-Elほ

(BC) d 1 20 凸形斜 
面上部

S50W

2 〇

モリシマ 
アカシア 
V—勺 
ん混交 
林

827 弓Er-&

(BC) d 1 20 凸形斜 
面上部

S 30W

20

モリシマ 
アカシア 
薄 

林

豊 岡 地 区

814 Be

苗積

t 1 40 m N2 0W

55

スギ

45

1,6 7 9 2 2.5

25

52 54 9 (2 4)

—1 2 2—

層位 原さ
推

状

移
土 色

態
腐植 石 碌 土性 構造 堅密度 水湿 その他

Ao 2-3 F .Lあり,H屈 よ,はつ きりわ

A 4
明

Z5YR
4/4 頗富 中

円
2 SiL 0.7r 堅 乾

B 1 1 〇
Z5
6/8 乏 ff 4 C L nu化 頗堅 や思

B 2 2 6+
漸 Z5 

6-7/3
n r 〇 L 堅 潤

Ao 1m 内外のL , E層あ り 瘠悪林改良試験 
地

1 

n

1 〇

40 漸

1 0 YR 
S6 含

含一富

中
円

ff

2 擦 

nu
同化

やゝ堅

n

乾 コンポスト

8&混入区

c 1 0 + 明 ! 〇
6/6 乏 固結 B

Ao 1CW 内外のL , Fあり 瘠悪林改良試験 
地

I 5
漸

1 〇 YR 
S-6 含 い /.Fr 

nu 堅 乾
ソダ状区

H 25
6/6

〃 n nu ff ft

Q 7
〃 ! 〇

6/6
ff ff n に

し 
軟
近

や爛

ソダ 5 明 1 〇
4/4 頗富

〇 8+
n ! 〇

6/6 乏 固結

Ao 1颌 内外のL , Fあり 瘠悪林改良

I 6 1 OYR
5/6 含

最春層
堅 乾 試験地

〇 1 8 漸 1 〇 
5/5-6 〃

nu 
nu n 対照地

c 2 6+ 明 Z5 
6/6-5/3 乏 固結

A 1? Z5 YR 
4/2 畐 が C L Gr

bK 歎 湿

A*B 28 明 1 〇 
4/2-3 含 n 〇 bK や、堅 a 斑鉄

B 4 0+ 漸 1 〇
4-S n B C L bK化 堅 U あり

—1 ？ aー

file:///.Fr


斷面

N1

土壌型

推積
母材 海抜 地 形

方位

傾斜

樹秘

林令
本数

樹高

直径

断面積

合計
材植

地位

指数

815

BD包)

匍行

t 1 80 凹形山 
腹斜面 
± 部

S80E

40

スギ

32

1.578 1 8.3

21

52 450 20

81 6 (BD(d))

〜Bd t 1 60
山腹中 
部の緩 
斜 面

S

22

スギ 1,1 45 2 0.2

25

52 498 22

817 Bc-Er

t 1 30 凸 形 N60E スギ 930 18.2 28 249 1 8

匍行 斜 面 38 40 20

818 Be〜

BD(W) t 1 20
斜
部
斜 

形
下
傾 

凹
面
緩
地

N3 0W

22

スギ

3 7

511 22.9

32

40 401 24

X tS
崩積

—1 2 4—

厨位 厚さ
推移

状態
土 色 腐植 石.碌 土性 構 造 堅密度 水湿 その他

Ai 3
明

Z5-1OYR 
3/3 C L Cr.bK 軟 潤

P n 角z"3 nu 堅 tt '

A3 1 8
渐 1 〇 n ft ff n

A - B 30 1 〇 
4/2 含 ff やゝ

nu化 a a

B 1 5+ ! 〇 
4/3 乏 n ff ff a

Ai 4
明

Z5YR
2/2 頗富中3 

角 〇 L ! nu 軟 润

A2 1 3 Z5 
3/2 富 n N a 堅 ff

A3 1 8
渐 Z 5 

4/3 n 杏4 n やゝ 
nu化 n tt

A - B 3 〇
Z5

4/3-5 含 ff ff n

B 5 4- 乏 〇 ff ft if

(4- B 1 4
漸

1 OYR
4/2 含 中1 

円1 C L nu 堅 潤

Bi 26 4/2-3 乏 if nu化 ff 1
9

B厂。 2 0+ 1 〇 
5/4 角 4 ff ff ff

Ai 6 Z5YR 
3/2 頗富 J 2 

角
c Cr 軟 潤

A 厂(B) 1 7
明’ ! 〇 

5/5 富 " 1 C L nu・化 や、型 n

Ar (B) 32
渐

明

1 〇 
5/5 a

4 大
角

ff ff 堅 K

B - C 5+ 1 〇 
4/3 乏 角 4 ff やゝ 

bK化 や、湿
1

—1 2 5—



断面

Na

土壊型

堆秋
母材 海抜 地 形

方位

傾斜

樹種

林令
本数

樹高

直径

断面積

合計
材積

地位

指数

81 9 BdCt)

匐〜崩

t 11 〇 凹形斜 
面中部 N6 5E

58

スギ

44

506 22.9

52

44 405 22

820 BC

水積

d 80 河岸段丘 
の緩斜面 N80E

1 3

スギ

25

1.1 41 1 6.9

23

44 355

82 1

1i

BB-E

残積

t 60 丘陵地形 
の凸形斜 
面

N 6 5W

1 5

ヒノキ

52

2,1 06 11.7

1 6

40 258

—1 26-

IS位 厚さ
推移

状態
土 色 腐楹 石W 土性 構造 堅密度

I

水湿 その他

A

A~ B

B-C

1 〇

20

4 0+

明

渐

Z5YR
2Z3

1 OYR
4/5

1 〇 
4/5

頗富

富

含富

1

1

4

 

細
角

,

大
角

L

L

C L

Cr.bK

bK

a

熟

軟

a

や观

湿

rr

巍に虫の構 

造多し

Ai

a2

Bi

b2

1 〇

14

1 6

2 0+

明

判

潮

1 OYR 
4^-5 

1 〇
4/2

1 〇 
4/5

! 〇 
4/5

富

U

含

乏

+
 

1
 
4 

細
角 

"

角

SiL

C

C

8 〇

nu

n

やゝ
nu化

堅

〇

頗堅

n

乾

潤

a

Ao

A-(け

Bi

b2

2〜

9

20

5 0+

4 cm f

明

渐

：防避鐘

1 〇 YR 
4/4

1 〇
5/6

1 〇
5-6/6

H ： 2 -

含

乏

4 cm

SiL

It

s

やゝ 
nu化

鬆

軟

や、堅

や境 

r

潤

—1 2 7—



-12 8-

断面 
No. 土環型 母材 堆祯 層位 層厚 試料 

No.
P

H2 〇
H 
KCg 71

605 BD Pn 崩酒 Ai 24 601 4.58 3.9 3 2 8.1

A 2 1 〇 602 4.8 5 4.。 5 1 9.6

A3 55 605 4.8 8 4.1 〇 126

B >5 0 604 5.1 〇 4.38 1 0.2

608 BD Pn 個行 Ai 8 605 4.7 0 3.9 8 1 9.4

A七 1 〇 606 4.7 0 4.08 2 3.2

A3 10-15 607 4.8 5 4.1 8 2 0.1

B >50 608 5.1 〇 4.4 0 22

61 〇 BE Pn 崩積 Ai 1 5-20 609 5.2 5 4.3 2 5.4

•A-2 60-7 0 61 〇 4.91 4.3 0 1 4.5

611 BD Pn 崩植 Ai 8 611 4.8 5 4.1 8 21.9

A2 1 2 61 2 5.0 0 4.2 8 1 5.8

A3 20-50 61 5 5.1 〇 4.3 0 1 3.3

Bt 20-50 61 4 5.2 〇 4.4 0 1 0.2

b2 >5 0 61 5 5.2 5 4.4 0 5.1

624 bb pn A2 1 5 61 6 4.8 0 3.88 3 5.2

B >70 61 7 4.9 5 4.0 0 2 8.3

625 BD(d) Pn 残積 A 10-12 61 8 4.72 3.9 8 3 6.7

Bi 10-20 61 9 4.8 0 4.1 〇 2 5.5

b2 5 〇 62 0 5.1 〇 4.2 5 1 Z3

627 BL Pn 崩秋 Ai 1 〇 621 5.2 0 4.4 〇 9.9

a2 20 622 5.0 4 4.4 〇 1 3.0

B >40 625- 5.1 〇 4.5 0 5.1

6 28 BD Pn 崩積 Ai- 5 624 5.6 5 4.9 0 1.5

_ a2 35 I 625 5.20 4.3 2 11.2

-T 2 9 -ゝ

E x (mi0) CEC C& % 业务CEC Q
Ca+M ガ C

I
N C P吸Ca M斤 CEC々 CEC * N

7.6 0.61 1 2

4.4 0.4 0 11

4.5 0.5 9 11

2.6 0.5 5 8

4.0 5 0.49 5 9.54 1 0.1 9 1.24 11.4 5 5.7 0.7 8 7

0.9 0 0.51 51.2 5 2.88 0.9 9 5.8 7 5.5 0.5 9 9

0.5 9 0.0 2 5 0.7 7 1.92 0.0 6 1.98 5.0 05.0 1 〇

0.4 1 0.0 2 21.1 5 1.9 4 0.0 9 2.0 5 2.7 〇 58 7

6.4 0.4 7 1 4

4.5 0.4 4 1 〇

6.2 0.60 1 〇 1,1 96

5.9 0.4 6 8 1,11 2

5.4 0.5 8. 9 1.1 22

2.7 0.5 0 9 1.049

1.5 0.2 5 7 846
1.07 0.61 5 2.58 5.2 8 1.8 7 5.1 6 6.4 0.58 11

0.3 7 0.0 5 2 5.4 5 1.4 5 0.1 2 1.5 7 2.5 0.5 2 7

7.0 0.6 2 11 1.086

4.1 0.4 2 1 〇 1,。 8 6

1.5 0.20 7 718

5.5 2 0.71 2 6.4 8 1 5.2 9 2.6 8 15.9 7 5.8 0.4 5 1 5 994

0.8 0 0.0 4 21.22 5.7 7 0.1 9 5.9 6 4.5 0.5 5 1 5 95 7

0.6 0 0.02 1 4.71 40.8 0.1 4 4.21 2.2 0.5 0 7 9 02

1 0.2 4 1.1 5 25.5 9 4 5.7 8 4.8 5 4 8.61 4.5 0.4 8 9

1.62 0.0 4 1 Z01 952 0.2 4 9.7 6 1.6 0.59 4



・ーイ ?r—

断面

Na
土坡型 母材 堆祯 fe位 IQ厚

試料

卜!a

P H
71H2 〇 KCg

A-B 50-40 626 5.5 4 4.3 0 9.7

B >50 627 5.4 0 4.2 〇 9.7

65 0 BD Pn flu行 Ai 5 628 5.1 8 4.2 5 4.6

A2 1 〇 629 5.0 0 4.0 5 1 8.6

A3 55 650 5.04 4.2 5 1 4.0

B 40 651 5.0.5 4.4 0 1 0.7

654 BD Pn 匍行 Ai 6 632 5.2 5 4.2 5 3.8

A2 1 5-20 655 4.9 5 4.2 5 1 3.0

B >6 0 634 5.5 8 4.5 0 7.9

63 5 BD0) Pn Ai 5-8 635 4.9 0 4.1 3 1 8.9

a2 8-1 〇 6 36 5.3 〇 4.6 5 9.7

Bi 2〇- 50 637 5.3 0 5.0 〇 1.8

641 BA Pn 残積 Ai 4-6 638 4.4 9 3.8 8 5 0.7

A2 10-15 6 59 4.8 5 4.1 〇 3 0.3

Bi 50 <5 40 4.9 0 4.2 8 21.9

b2 >20 641 5.0 5 3.9 0 1 4.8

647 BE Pn 崩核 A 4 642 5.2 5 4.3 0 3.1

A B 45 643 4.8 5 4.0 2 12.8

B >50 644 4.35 4.4 〇 3.1

649 BD Pn 匍行 Ai• 1 〇 645 4.8 0 3.8 0 1 2.5

a2 15-20 646 4.7 0 4.0 〇 1 6.6

A B 30-4〇, 6 47 5.08 4.5 0 11.7

B >40 648 5.2 5 4.5 0 2.8

651 BD mk 崩積 A 1 〇 6 59 5.7 5 4.6 0 0.8

A B 1 〇 6 50 5.7 7 4.1 5 3.5

—151—

EX (mW)
CEC

Ca MF Ca+MF
c M

c

N
P吸

C a M 7
%

CEC
% 

CEC
务

CEC

1.0 9 0.2 3 12.7 7 8.54 1.80 1 0.5 4 1.6 0.2 5 7

0.89 0.2 2 1 5.25 6.7 2 1.6 6 8.5 8 1.5 0.2 6 5

1 0.4 0.8 9 1 2

5.6 0.58 1 〇

4.0 0.5 0 8

2.6 0.3 9 7

900 1.6 5 28.51 51.79 5.8 3 576 2 6.6 0.54 1 2

0.6 6 0.11 1 8.2 8 5.61 0.6 0 4.21 5.5 0.4 2 8

0.8 5 0.58 1 2.6 2 6.5 8 3.0 1 259 1.6 0.2 6 6

5.5 6 1.5 2 5Z51 6.21 2.3 0 8.5 2 1 5.9 1.1 9 1 5 1.5 09

0.54 0.2 4 42.94 1.2 6 0.56 1.8 2 11.7 0.86 1 4 1,6 9 5

0.2 5 0.0 5 29.52 0.78 0.1 〇 0.8 8 5.7 0.4 9 1 2 1,6 6 5

0.74 0.5 7 4 4.1 5 1.6 8 0.8 4 2.51 9.4 0.54 1 7

0.41 0.0 9 5 6.67 1.08 0.2 4 1.5 5 70 0.4 8 1 5

0.5 5 0.0 4 51.42 1.11 0.1 3 1.24 4.6 0.1 5 31

1.7 0.1 4 1 2

15.37 2.2 9 5 5.6 4 5751 6.4 3 45.94 8.5 0.7 9 11

0.6 8 0.0 1 21.05 5.2 5 0.0 5 5.2 8 4.2 0.7 0 6

0.2 4 t 1 5.4 9 1.78 - 1.78 1.7 0.51 5

3.0 7 0.6 2 2 6.6 4 11.52 2.5 5 1 5.8 5 6.8 0.5 9 1 2

0.8 0 0.1 4 22.4 9 5.5 6 0.6 2 4.1 8 5.5 0.51 11

0.6 3 0.1 〇 1 955 5.2 5 0.51 5.7 4 5.9 0.4 3 9

0.3 8 0.0 5 1 5.51 2.81 0.2 2 &0 5 2.2. 0.31 7

4.1 0.2 7 1 5

1.7 0.1 6 | 11

』、
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断面

No.
土曜 1母材

1

i
堆a /□位 屑厚

［試料

!血
P H 1 :

i yi
IH2 〇 KCg

•
11 Bi 20 651 5.7 5 4.2 0 7.9

652 Be mK 残積 A 2-4 652 4.7 0 3.5 5 38.5

1 Bi 16-18 •653 5.1 〇 3.9 0 29.6

I t 
i b2 1 0-20 654 5.2 2 3.7 0 2 5.8

655 BD-BE
1

mK 朋積 Ai 1 〇 655 5.80 4.6 0 0.8

a2 1 5 656 5.6 0 4.35 3.3

Bi 25 657 5.3 3 4.3 5 1 2.8 ：

b2 z >50 658 5.3 5 4.1 5 1 5.0

712 b^d - 残a Ai 7 701 3.91 3.6 4 2 8.8

A2 1 3 ' 702 4.1 5 4.1 〇 21.2

As 1 5 705 4.3 5 4.2 〇 1 8.6

A/B 2 54- 7 04 4.7 5 4.3 5 1 2.0

714 BD Si 崩積 Ai 5 705 4.9 0 4.3 3 Z9

A2 20 706 4.7 0 4.4 0 92

(A)/B 20 707 4.7 2 4.4 〇 8.2

B 1 54- 708 5.1 2 4.4 5 5.6

715 BgD 残a Ai 1 〇 7 0 9 4.3 0 3.9 0 31.1
II 幺2 20 71 〇 4.9 0 4.2 〇 2 2.7

I A/B 1
1

20 711 5.0 4 4.2 3 11.6

B . 2 04- 712 5.1 2 4.6 7 3.6

716 BgD j I 簡行 Ai 1 5 7 1 3 4.5 5 3.8 8 221
I a2 1 5 7 1 4 4.9 2 4.3 0 1 6.8

A/B ji 20 7 1 5 5.1 5 4.4 0 1 3.5

!i !
1
1

1
--------- k

b i 
t I

1 04-
i
!

71 6 5.2 0 4.2 0 8.2

-15 3-

j EX (mg)
CEC % 

CEC
务

CSC

C a+MZ 
务

CEC
c N

C
?吸C a M Z N

0.6 0.1 3 5

1.21 0.51 3Z05 5.2 7 0.5 5 5.62 9.7 0.6 6 1 5

0.3 2 0.0 7 23.75 1.55 0.2 9 1.64 5.2 0.4 0 8

0.5 2 0.0 7 2 5.6 2 1.25 0.2 7 1.52 1.5 0.1 5 1 〇

1.5.4 9 1.9 8 2 6.5 5 58.7 9 Z51 66.5 〇 5.5 0.4 4 1 5 589

6.81 1.42 1 8.9 7 5 5.9 0 Z49 4 5.5 8 5.1 0.2 8 11 51 5

2.41 0.7 3 1 6.7 0 14.4 5 4.5 7 1 8.8 0 2.1 0.21 1 〇 51 5

1.7 0.1 8 9 51 5

2.0 8 0.8 5 5 4.5 8 5.81 1.56 5.5 7 1 3.0 0.9 6 1 4 1.2 51

0.4 8 0.1 2 4 0.82 1.1 8 0.2 9 1.4 7 8.1 0.5 7 1 4 1,545

0.4 7 0.0 4 5 6.9 2 1.2 7 0.11 1.5 8 Z1 0.51 1 4 1.545

0.3 3 0.0 5 5 4.2 1 0.9 6 0.1 5 1.11 5.4 0.5 2 1 7 1.58 0

6.9 0.58 1 2

5.4 0.4 5 1 2

4.2 0.5 5 1 5

1.1 0.0 8 1 4

0.8 7 0.6 2 7 0.5 5 1.24 0.8 8 2.1 2 1 5.1 0.98 1 5 1.61 9

0.51 0.0 7 61.87 0.8 2 0.11 0.9 4 1 2.2 0.6 5 1 9 1.6 93

0.6 8 0.0 5 5 2.91 -1.2 9 0.0 9. 1.38 1 0.0 0.41 24 1.822

0.54 t 1 9.88 2.7 2 一 2.7 2 1.7 0.11 1 6 1.398

1 Z3 1.0 2 1 7

1 2.2 0.5 6 22

8.4 0.5 8 22

1 ____
I1.7 I 

__ __ :
-0.1 2 1 4



断面

No.

］土聞
母材

| 

堆積 層位 卮厚
［試料

；N1
I P H •

71
H2 〇 | KC/

71 7 be Si 御行 Ai 1 〇 717 5.8 0
I

5.1 5 1.0

A2 1 8 71 8 5.9 0 | 4.8 5 1.0

A/B 1 2 71 9 5.6 0 4.6 8 2.0

B 20+ 720 5.4 5 4.9 0 1.3

718 bd Si 匍行 Ai 9 721 5.5 0 4.7 〇 1.5

A2 1 6 722 4.98 4.3 0 11.0

A/B 1 8 723 5.0 〇 4.3 〇 1 2.5

B 1 5+ 724 5.2 0 4.4 5 8.2

72C BC Si 残秋 A 9 725 508 4.2 0 9.9
B 26 726 4.8 0 4.2 5 1 4.5

BZC 2 5+ 727 5.0 0 4.2 3 1 2.2
721 BD(d) Si 残秋’ A 1 3 728 5.01 4.1 〇 1 5.8

B 22 729 4.9 7 4.0 5 22.7

B/0 1 5+ 750 5.1 9 4.1 8 1 7.6

722 bd Si 崩積 Ai 1 〇 731 5.4 9 4.7 0 1.3

a2 20 732 5.2 5 4.4 0 Z1
B 2 0+ 73 5 5.2 5 4.42 1 2.8

724 bd Si 崩積 Ai 1 〇 754 5.0 0 4.2 8 7.1

a2 20 755 4.6 6 4.2 2 1 5.0

i aXb) 20 756 5.0 0 4.4 5 11.5

711 Si 残積 Ai 757 5.85 3.6 0 4 3.6

___ . A2 7 58 4.5 3 4.0 8 25.8
727 B0d I Si 残積 Ai 1 4 7 59 5.1 2 4.2 5 11.7

________

I 
1

1i I A2 2 0+| 74 〇 5.1 5
I t

4.4 0 11.0

—1 3 4—

E X 〇0)
CEC

:Ca
%! CEC

MF
%

CEC
Ca+MF

% 
CEC

c N V P吸Ca • M 9

1 4.4 6 2.91 31.2 5 4 6.2Z Z01 5 5.2 8 6.5 0.5 0 1 5 1,21 4
9.1 5 1.4 8 2Z64 55.1 〇 5.5 5 58.4 6 5.2 0.4 5 1 2 1.251
4.7 1 0.8 7 2 4.。 5 1 258 5.6 2 25.2 0 4.4 0.59 11 1.288
0.6 3 0.02 1715 5.6 7 0.1 2 5.7 9 2.5 0.2 5 11 1.5 8 0

11.27 2.3 0 32.54 5 4.6 5 Z07 41.7 0 6.4 0.4 9 1 5

2.41 0.52 24.3 9 9.8 8 2.1 5 1 2.01 4.5 0.59 1 2
0.86 0.0 5 21.76 5.9 5 0.1 4 4.0 9 5.1 0.24 1 5
0.81 0.0 5 1 8.0 2 4.5 0 0.1 7 4.6 6 1.7 0.1 5 11
5.2 5 0.9 8 21.1 3 1 5.5 8 4.6 4 2 0.。 2 5.5 0.26 21 846
0.6 8 0.2 5 1 6.5 6 4.1 6 1.4 1 5.5 6 5.4 0.1 2 28 846
0.6 2 0.1 6 1 5.9 5 5.8 9 1.0 0 4.9 0 1.5 718
ZOO 1.6 5 42.0 5 1 6.65 5.9 5 2 0.5 8 8.5 0.5 6 1 5
1.73 0.0 9 5 0.97 5.5 9 0.2 9 5.8 8 4.0 0.2 6 1 5
1.72 0.03 ' 2Z55 6.2 9 0.11 6.4 0 2.1 ー、

Z4 0.5 4 1 4 1,21 4
4.1 0.5 5 1 2 1.1 78
1.6 0.0 8 20 1.1 22

1 0.8 0.7 8 1 4
7.7 0.6 2 1 2
6.9 0.4 8 1 4

1.9 2 0.51 6Z65 2.8 4 0.7 5 5.5 9 1 5.0 0.9 2 1 6
1.68 0.11 54.76 5.0 7 0.2 0 5.2 7 11.5 0.5 7 20
4.1 7 1.30 54.8 2 11.98 5.7 5 1 5.7 1 8.8 0.6 9 1 5

! 2.8 2 0.7 2
I

5 0.4 9
!

925 2.5 6 11.6 1 7.5 0.4 8 1 6
L.
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断面

No.

:

土壊型 母材 堆積 眉位 層厚
試料

lb.

P H 
___________ yi
H2 〇 !

I
KC0

801 BOd d 残積・ A 1 7 801
r

4.95 4.3 5 11.2

〇

/ 
Ai 18 802 4.9 5 4.4 5 1 2.5

/
A2 22 803 5.0 〇 4.3 5 1 3.8

/
A3 28 804 5.0 〇 4.3 5 1 4.8

C 2 0+ 805 5.0 〇 4.30 1 2.5

802 BgD d 残積 Ai 1 〇 806 5.0 8 4.3 5 11.5

A2 1 5 807 5.i 〇 4.4 5 9.9
/ Ai 40 808 5.0 5 4.4 〇 1 2.5

805 bd P Ai 6 8 09 5.0 5 4.3 5 5.1

a2 1 4 81 〇 4.8 0 4.0 7 1 3.3

崩積 Bi 40 811 4.7 5 3.9 6 1 7.9

b2 5 0+ 81 2 4.8 0 3.9 〇 21.4

804 紗Era d a-b 11 81 3 4.5 5 3.8 0 1 9.6

(BC) Bi 1 7 81 4 4.7 〇 4.0 5 1 5.8

b2 2 〇 81 5 4.7 0 4.0 〇 1 21

b3 3 2+ 81 6 4.3 8. 4.1 〇 1 7.1

805 (Y»Er-汝 d F 1〜2 81 7
(BA)

H 2〜3 81 8 4.4 3

M-A 2 81 9 4：5 5 3.7 5 2 4.2

(B)-C 2 8+ 820 4.7 8 3.80 2 7.5

809 (Y>-Er-(Z d F 4- 6 821

(BD(d) 古い河 A-B ! 〇 822 4.6 0 3.9 8 1 6.8
道
水我物 Bi 1 3 823 4.6 〇 4.0 〇 2 3.2

b2 1 9 824 4.7 0 4.1 5 1 9.6

b3 1 4 825 4.7 5 4.2 0 1 6.1

I B- 〇 "1 4 826 4.8 8 4.1 5 1 3.5 1

EX ’mg)
CEC

Ca
苗

CEC
MF 

% 
CEC

Ca+MF
务

CEC
N C

Ca MF
c P吸

1.2 9 0.1 〇 3 6.7 9 3.51 0.2 7 5.7 8 8.0 0.2 6 51 1.2 9 5

2.0 4 0.04 4 0.88 4.9 9 0.1 〇 5.0 9 6.9 0.1 8 58 1.748

2.1 6 0.0 2 4 4.4 7 4.8 6 0.0 5 4.91 6.9 0.1 4 49 1.766

0.48 0.0 4 4 0.3 3 1.1 9 0.1 〇 1.29 6.4 0.1 2 55 1.76 6

1.0 一 1.12 2

1.92 0.2 5 29.6 6.4 9 0.85 Z54 Z4 0.2 5 52

0.4 6 0.0 7 2 6.4 1.7 4 0.2 7 2.01 5.2 0.1 7 51

0.4 5 0.06 3 0.7 1.47 0.2 0 1.6 7 5.7 0.59 1 5

7.9 9 1.0 3 2 6.2 1 3 0.4 8 5.95 54.41 4.8 0.4 3 11 1.049

3.3 7 0.4 4 23.7 0 1 4.2 2 1.86 1 6.08 5.4 0.2 4 1 4 1.049

1.5 5 0.0 5 2 0.4 9 Z5 7 0.2 4 Z81 2.7 0.2 2 1 2 994
0.7 9 0.0 9 1 6.0 3 4.9 3 0.56 5.4 9 0.9 0.1 9 5 846

1.60 0.0 6 11.8 6 1 3.4 9 0.51 1 4.0 〇 2.1 0.1 5 1 6 589

0.4 3 0.11 Z42 5.80 1.4 8 Z28 0.6 0.0 4 1 5 542

0.50 t r 8.3 9 5.96 一. 5.9 6 0.6 0.08 8 259

0.4 6 0.0 8 Z35 6.2 6 1.09 Z55 0.2 0.0 2 .1 〇 1 6 6

11.8 1.76 5Z02 20.6 9 5.0 9 2 5.7 8 21.8 0.9 8 22

0.9 6 0.0 3 1 0.01 9.5 9 0.5 0 9.89 2.4 0.1 2 20

0.4 8 0.0 8 $>58 5.01 0.84 5.8 5 0.7 -

2.1 8 0.3 7 1 5.6 6 1 5.9 2 2.5 6 1 6.2 8 5.7 0.3 4 11

0.5 7 0.0 4 8.7 9 6.4 9 0.4 6 6.9 5 1.1 0.0 9 1 2

0.4 8 0.1 4 Z71 6.2 5 ；1.8 2 8.0 5 0.5 0.0 5 1 7

0.5 2 0.1 5 6.4 8 8.0 5 2.5 2 1 0.5 5 0.5 0.0 5
I i

i I 0.2 一 ―
-13 7-



断面］
母材 j堆ッ 

i

j
屈位 届厚

試料

也

P H

"Ih！〇.
! 土壇型

H2 〇 KCg

81 〇 I Y-ErF d A~B 7 827 4.7 0 3.9 5 1 8.9

(BC) I - 1 5 828 4.6 5 4.2 0 1 3.8
I
I b2 25 829 4.7 8 4.0 5 1 26
I

I__ 一
B-C 2 04- 830 4.78 3.9 8 1 6.6

8 1 7 BC |七 A-B 9 831 5.2 0 4.2 2 9.7

SS 匍行 Bi 31 8 32 5.1 6 4.1 5 1 6.1

b2 -(c) 20+ 833 5.4 0 4.i 〇 1 8.9

819 bd(w) 七 A ! 〇 8 34 5.7 5 5.2 0 0.5

Sh4-SS A-B 20 835 5.6 4 4.4 5 2.0

E- C 4 04- 836 5.9 0 4.6 5 0.8

822 RA d A 9 837 5.0 2 4.0 5 1 2.0

A-B 11 838 5.0 0 4.0 5 1 2.8

Bi 1 8 839 5.2 0 4.1 8 14.3

b2 3 2 + 840 5.1 5 4.1 〇 1 63

825 y-Er一夕 d I 1 〇 84 1 5.0 5 3.9 0 1 3.0

(BC). I1 fl 40 84 2 5.4 0 4.0 8 9.2

827 Y~ ErT d
~T

i I 6 84 3 4.96 3.9 0 1 8.4

! (BC) i D 1 8 • 844 5.4 3 4.1 8 8.7
j• i
I t

I
I

i i i 
I c

1
2 54- I r

845 I i 1

5.1 2 ! t 1 1
4.0 0

I
1 9.9

-1 3.8-

1
EX (me )

CEC
Ca

%

CEC
% 

CEC

C a+M & 
% 

CEC
c N

C
V p吸Ca

1.24 0.0 9 12.2 9 1 0.0 9 0.7 3 10.8 2 2.7 0.0 6

0.7 3 0.0 8 9.1 3 8.0 0 0.8 8 8.8 8 0.9 0.0 6

0.4 8 0.0 6 8.7 0 5.52 0.69 6.21 0.5 0.0 2

0.3 一

1.8 0.0 9

0.9 0.0 8

0.8 -

1 8.5 2.9 2 25.8 3 71.62 11.30 8 2.9 2 3.9 0.1 9 589

9.7 1 2.9 3 1 7.6 2 55.11 1 6.6 3 71.74 1.2 0.11 497

1 0.4 3.2 5 1 7.1 9 6 0.5 0 1 8.91 7 $>41 0.9 497

22 4 0.2 0 1 3.64 1 6.4 2 1.4 7 1 7.Q9 2.2. 0.11 515

1.27 0.0 7 11.67 1 0.8 8 0.6 0 11.4 8 1.5 0.0 3 51 5

0.5 0 0.5 5 1 2.7 9 3.91 4.3 0 8.21 0.5 662

0.64 0.1 8 1 3.5 2 4.7 3 1.33 6.0 6 0.3 718

1.11 0.1 〇 9*52 11.6 6 1.05 1 2.71 1.0

3.3 0 0.0 6 1 0.2 7 3 2.1 3 0.58 32.71 1.1

0.7 7 0.0 7 8.5 1 $•05 0.8 2 987 1.1

4.4 1 0.0 6 j 11.0 3 3 $>98 0.54 4 0.5 2 1.6
II I I

I 0.3
__

-1 3 9-



39年度林地生産力 淘 汰

地区
試 料

母材 土塀型 層 位
測定値の総和に対する百分率

断面 試料 粗砂 細砂 微砂 粘土

亠
示 611 6 14 BD

一 r
AB 30 1 9 2 1 30

丸
625 619 bd((z) B — 16 1 4 20 50

z~x 627 623 BD B 38 20 1 6 26
気 635 637

Pn
BD(a) Bi 9 80 7 4

田 641 640 ba Bi 11 1 6 27 46

647 643 Be AB 44 1 7 1 4 25

651 65 1 Pn bd Bi 37 24 1 8 21

652 653 mK Be Bi 1 9 1 6 23 4 2

655 656 rr bd~e Bi 34 21 1 8 27

712 702 b/d a2 1 8 26 2 7 29

〃 7 04 A/B 1 8 .24 2 9 29

熊
7 1 5 711 B/D A/B 9 23 34 54

7 1 7 7 1 9 Si BE AZB 23 1 7 30 30

720 726 BD(め B 1 4 33 29 24

72 1 729 n B 1 3 18 4 1 28

722 733 // bd B 1 6 16 55 33

80 1 80 1 d b/d- e 人 1 4 18 2 9 39
赤 〃 803 n 1 6 16 25 43
佐

805 n ff 〇 2 8 2 1 1 9 32

浜 803 811 p BD B1 2 2 1 2 26 4 〇

北 804 8 1 4 d (辭)-Er-京 B 1 
x I

32 28 18 22

822 83 9 日 RA B 1 1 9 1 5 1 7 48

豊 
岡

8 1 9 835 t
Sh+S£ BD(W) AB 1 9 40 1 9 22

—1 4 〇—

分折結果

土 性
絶乾細土 に対す る百分率

粗 砂 細 砂 微 砂 粘 土 計

gc 29 1 8 1 9 28 94

h C 1 4 1 5 1 7 44 88

s c 35 1 8 1 5 25 95

6 50 5 2 65

h C ! 〇 14 24 41 89

s c 40 1 5 1 5 25 91

S C L 57 25 18 20 98

g c 1 8 1 4 22 59 95

g c 52 1 9 1 7 25 95

0 〇 1 4 20 21 25 78

ノ〇 1 6 22 26 25 89

gc 7 17 25 25 7 4

Jb c 20 16 27 26 89

C L 1 4 5 1 27 22 94

A c 1 2 1 6 56 24 88

A c 1 6 16 54 52 98

A c 11 1 4 25 5 1 79

A c 1 4 1 4 21 56 85

A c 28 21 1 9 52 100

0 c 21 11 24 58 94

s C L 52 28 1 9 22 1 〇 1

h C 20 16 1 8 52 1 06

SOL
I

1 9 40 19II
21 状''

—1 41—
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Prt-r.

土壊型

Ji311•

位

{ 
試

料

| 三相組成
I 全容積に対する％ 孔隙解析

透 

大 

fit 
COZ：?!

PF細

土
碟 根

扱容

水

大量

※水 

取分 

時役

液容 

気

小ht

全 

孔 

隙

細 

孔 

隙

粗 

孔 

隱

605
i
• A, 1 60 1

I 
H 1.2i 18.3 4.7 4 Z5 5 6.4 1 8.5 6 5.8 24.1 4 1.7 205 1.7

bd A2 602 2 0.6 1 4.5 2.1 58.6 5 0.5 4.4 6 3.0 3 4.6 2 8.4 52 1.8

608 Ai 605 1 4.5 6.0 1.2 5Z8 4 1.5 2 0.5 7 8.3 31.0 4 Z3 75 1.9

BD A2 606 1 5.4 11.7 2.5 5Z8 4 4.7 1 2x5 7 0.4 52.3 5 8.1 18 5 1.9

A3 607 16.7
■

9.7 0.2 6 17 5 1.4 11.7 7 3.4 4 0.4 35.0 45 2.2

6 11 Ai 6 11 11.0 2 5.4 1.8 4 9.0 3 1.0 14.8 6 3.8 24.8 59.0 1 25 2.0

bd A2 612 1 8.4 2 1.2 0.7 5 5.5 4 1.0 6.4 5 9.7 3 5.0 2 4.7 97 2.0

6 24 Ai 1 0.9 1 9.5 1.8 5 0.8 425 1 7.2 6 8.0 3 0.2 5 Z8 22 0 1.4

BD(d) a2 6 1 6 2 5.7 11.5 5.5 5 Z4 2 9.9 2 4.1 6 1.5 16.2 4 5.3 115 >2.7

B 6 17 2 1.5 11.0 1.1 5 9.6 4 6.7 6.8 6 6.4 3 5.1 5 1.3 67 1.8

625 A 6 1 8 1 5.5 6.5 5.5 5 9.0 4 5.1 1 7.9 7 6.9 3 6.5 4 0.4 1 02 1.9

bd/) Bi 6 1 9 2 0.1 6.7 C.8 6 7.2 6 0.5 5.2 7 2.4 51.9 2 0.5 1 4 2； 5

b2 62 0 2 0.8 1 0.4 0.4 6 1.6 5 1.0 7.6 6 8.4 3 8.1 3 0.3 6 6 1.6

6 27 A, 62 1 1 5.5 1 6.2 1.5 51.6 3 5.7 1 5.4 6 7.0 2 6.1 4 0.9 26 1 1.7

BD a2 62 2 1 6.3 1 Z5 2.1 5 2.6 3 7.5 11.5 6 4.1 3 4.2 29.9 64 2.2

I

-14 5-
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Prof

土戻型

層I

位

1
試

料

三相組成 全容秋に対する％ 孔隙解析
透

水

CC/ra^i

PF細

±

I 

碌 根

最容

水

大豊

採水 

取分 

時置

最容

気

小量

全

孔

隙

細 

孔 

隙

粗 

孔 

隙

628 A： 624 1 7.7 2 0.0 0.4 4 Z8 51.5 1 4.1 6 1.9 2 5.5 5 6.4 108 2.6

BE I A2 625 1 9.1 18.3 0.5 6Z8 5 4.2 4.5 6 2.1 2Z8 3 4.5 255 2.5

630 Ai 628 1 2.5 11.9 4.6 4 4.9 3 5.0 2 6.1 7 1.0 5 0.2 4 0.8 11 8 2.6

BD a2 629 1 6.7 1 4.2 2.1 4 9.4 3 5.1 1 7.6 6 7.0 3 2.1 5 4.9 72 2.5

a3 630 200

---

13.1 2Z 5 4.5 4 1.5 9.6 64.5 5 6.0 2 8.3 56 2.2

634

BD

A】 632 1 5.0 2 2.2 1.2 4 5.1 5 3.5 1 6.5 6 1.6 2 5.6 3 6.0 55 2.1

655 Ai 635 9.9 10.1 1.0 5 8.4 4 5.8 2 0.6 7 9.0 38.1 4 0.9 11 5 1.7

BD0) A2 636 1 3.1 1 4.5 2.8 5 9.9 4 9.9 9.9 6 78 4 2.0 2 7.8 79 1.8

Bi 657 1 0.6 Z7 0.5 7 4.5 6 5.4 6.7 8 1.2 5 5.8 2 5.4 2 1 2.0

647 A 642 1 2.6 1 9.5 0.5 4 Z5 5 4.4 2 0.5 6 7.6 2 9.7 57.9 24 0 2.0

BE A B 645 1 8.2 1 5.7 0.8 5 8.3 4 5.7 Z0 6 5.5 2 8.9, 3 6.4 168 1.6

B 644 1 8.5 1 8.2 0.2 5 8.5 4 2.0 5.0 6 5.3 5 5.0 5 0.5 46 2.2

649 Aj 6 45 1 3.8 2 1.5 1.4 5 9.8 2 6.8 2 5.5 6 5.5 2 5.0 40.5 1 8 2.6

BD a2 646 1 6.0 2 1.4 0.7 4 9.9 5 2.7 1 2.0 6 1.9 2 8.2 5 5.7 52 2.5

A B I1 6 47 • f
1 8.3 1 7.5 1.1 5 5.9 4 2.3

•
7.4 6 5.3 5 5.4 2 Z9 47 2.5I

-14 5-



Prof

土壞型

層

卜

試

料

三相組成 全容料に対する％ 孔隙解析
透

水

3 
cc/izn

P F細

土

磔 根

煥容

水 

大扱

採水 

取分 

時匠

最容 

気 

小：Q

全 

孔 

隙

細 

孔 

隙

!粗 

孔 

隙-
「 L

2 2.465 1 A 649 2 5.5 1 9.5 0.2 45.2 4 1.6 11.6 54.8 5 2.4 506 1.0

BD A B 650 2 9.6 2 5.2 0.2 5 6.2 5 5.8 1 0.8 4 Z0 2 8.7 1 8.5 95 1.1

B 651 28.0 27.5 0.1 5 5.1 5 2.5 9.5 4 4.4 2 7.5 1 Z1 25 1.2

652 A B 652 16.2 5.4 4.5 6 5.1 2 0.4 11.0 7 6.1 4 6.6 2 9.5 92 >2.7

BC Bi 655 2 5.1 9.0 1.1 5 8.2 3 0.1 8.6 66.8 4 4.0 2 2.8 5 >2.7

32 654 1 4.8 20.2 0.5 6 5 9. 5 5.7 0.8 6 4.7 5 2.4 1 2.5 56 2.6

665 Ai 655 1 5.1 2 2.9 0.4 4 1.4 2 5.4 2 0.2 6 1.6 2 5.7 5 5.9 540 2.7

bd~be A2 656 2 0.4 2 4.4 0.5 5 6.8 2 5.6 1 7.9 5 4.7 2 4.8 2 9.9 75 >2.7

Bi 657 1 9.5 2 7.5 0.1 58.1 2 5.1 1 5.0 5 5.1 2 4.9 28.2 68 >2.7

712 Ai 70 1 1 0.4 2.5 1.6 4 5.1 5 4.4 4 2.4 8 5.5 5 2.0 55.5 180 2.5 -

B0D A2 70 2 18.1 5.6 0.4 6 6.8 5 7.8 9.1 7 5.9 5 2.0 2 5.9 28 2.5

A3 705 1 8.4 10.8 0.6 6 5.4 5 4.1 6.8 7 0.2 4 9.6 2 0.6 2 1 2.5

A/B 704 2 1.5 6.9 0.9 6 7.8 6 1.5 2.9 7 0.7 56.8 15.9 4 2.6

714 Ai 705 1 5.9 5.6 0.7 5 2.0 4 0.5 2 8.5 7 9.8 3 6.0 4 5.8 7 4 1.8

BD a2 706 2 1.7 4.0 0.5 6 6.8 6 0.6 7.2 7 4.0 5 5.1 1 8.9 94 2.5

(A)/B 707 2 5.5 5.3 0.4 6 8.3 6 1.5 4.2 7 2.5
—

5 4.8
一 i

1 7.7 I" 2.4

— 1/^6 —
-147-
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Prof 層 試
二 相組成 全容積に対する％ 孔隙解析

透

細 最容 採水 最容 全 細 粗! 水 PF
土壊型 碌 根 水 取分 気 孔 孔 孑し

位 料 土 大量 時fit 小最 隙 隙 隙

715 Ai 709 9.0 2.2 3.9 58.5 4 2.9 2 6.4 84.9 38.1 4 6.8 55 2.0

BgD A2 710 1 6.0 5.0 1.2 6 5.2 5 2.1 1 4.6 7 9.8 4 5.1 5 6.7 122 2.1

A/B 711 18.3 2.6 0.9 7 5.4 6 0.5 4.8 7 8.2 5 0.5 2Z7 55 1.9

716 Ai 7 1 3 1 2.1 2.9 4.1 5 6.5 5 1.2 2 4.4 8 0.9 4 5.7 5 5.2 1 4 2.0

BgD A2 714 18.2 4.5 0.9 6 9.1 6 1.4 Z3 7 6.4 5 0.9 2 5.5 4 2 2.0

7 1 7 Ai 7 1 7 1 Z1 11.0 0.5 4 6.2 5Z5 2 5.2 7 1.4 5 2.8 58.6 287 1.9

Be A2 718 2 5.2 9.1 0.5 5 3.9 4 8.4 11.5 6 5.4 4 4.6 2 0.8 70 2.1

A/B 71 9 2 2.8 9.8 0.2 5 2.1 4 2.0 1 5.1 6 7.2 5Z8 2 9.4 208 2.3

718 Ai 721 1 5.3 11.1 0.7 4 5.9 5 5.7 5 1.0 7 4.9 2 9.2 4 5.7 34 2.0

bd a2 72 2 2 2.7 6.2 0.5 5 7.5 4 Z0 1 5.5 7 0.6 4 2.5 2 8.1 87 2.1

A/B 723 2 4.2 5.7 0.4 6 1.7 5 2.0 1 0.0 7 1.7 4 5.U 2 6.7 54 2.0

720 A 725 2 0.0 1 0.4 1.8 4 2.5 2 1.5 2 5.5 6 7.8 2 6.0 4 1.8 594 >2.7

7° 一 B 726 2 5.2 9.9 0.9 4 1.8 5Z2 2 4.2 6 6.0 5 5.7 5 0.5 38 2.6

722 A】 731 2 1.8 1 5.5 0.5 1 8.1 1 0.6 4 4.5 6 2.4 4.1 5 8.5 746 >2.7

EL A2 732 2 0.5 11.6 8.2 6 0.5 5 2.0 -0.8 5 9.7 4 5.8 1 5.9 7 1 1.9

B 733 2 5.2 11.5 0.1 5 58 4 8.0 9.4 6 5.2 5Z9 Z5 -56 2.2
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Prof

土壊型

［層

位

1

試

料

三相盥成 j仝容積に潛す乙务
工隙靜忻 i透

水

仁

?C /zii

P F細

±

:

磔 馄

海 

水 

大量

採水 

取分 

時邑

|炽容 

象 

小设

全 

孔 

隊

［細 

孔 

隙

由 

孔 

隙

721 A 728 2 5.5 8.4 1.5 4 9.1 5 5.8 1 7.5 6 6.6 54.5 5 2.5 1 80 2.2

BD(d) B 729 1 7.6 •. 6.1 4.1 5 9.2 
I

4 9.1 1 5.0 7 2.2 4 5.1 2Z1 6 6 2.2

724 Ai 754 8.2 1 9.6 0.6
「
I 4 1.8 2 6.0 2 9 8. 7 1.6

BD A 2 755 1 2.9 1 9.2 1.1 4 6.0 5 5.8 2 0.8 6 6.8 5 1.5 3 5.5 89 2.4

A/(B 756 1 8.9 1 Z5 1.4 56.4 4 8.4 6.0 6 2.4 4 4.2 1 8.2 50 2.2

727 Aj 739 1殳1 Z5 5.5 5 8.5 4 7.5 11.6 7 0.1 4 6.5 2 5.6 78 2.5

BgD 厶2 740 2 0.7 1 4.1 2.7 5.5.5 4 5.1 7.2 6 2.5 4 1.8 2 0.7 57 1.9

80 1 A 80 1 2 2.0 5.4 5.4 5 1.1 5 4.8 1 8.1 6 9.2 5 5.1 5 4.1 7 >2.7

B如 Ai 802 1 9.8 5.7 0.7 6 9.9 5 8.2 5.9 7 5.8 5 4.7 5 9.1 4 1 2.6

厶2 805 21.5 5.5 0.5 6 5.8 4 1.4 9.5 7 5.1 5 9.5 5 5.8 1 4 2.5
1

A3 804 2 2.4 4.5 0.2 6 5.5 4 4.4 7.6 7 2.9 4 0.5 5 2.6 1 7 2.5

805
1

A2 81 〇 9.8 2.7 0.5 4 5.5 5 5.5 2 5.9 6 7.2 5 0.8 5 6.4 574 2.4

Bi
I

8 11 2 2.9
I ----- U
H4 0.2 5 0.5 4 0.0 1 5.2

I1
6 5.5

I
5 78 2 7.7 4 7- 2.5

—1 5 〇— -15 1-



Prof

土壊型

層

位

i

試

料

三相組成 全容秒に対する％ 孔條解析
透 

水

址

P F細

土

I

涣 根

技容

水

大燈

採容 

取水 

時

最容
気

小虽

全 

孔 

隙

細 

孔 

隙

粗

孔 

隙,

804 A-B 8 1 3 3Z3 4.5 0.9 3 6.7 2 8.7 2 0.6 5Z3 2 92 2 8.1 16 2.7.

Y-EI Bj 8 1 4 5 9:3 8.9 0.7 4 0.6 2 3.1 1 0.5 5 1.1 2 3.0 28.1 26 2.7

(BC) b2 8 15 3 4.4 1 4.2 0.4 3 9.4 2 4.9 11.6 5 1.0 2 4.2 2 6.8 47 2.7

b3 8 16 4 4.6 5.0 0.4 4 0.1 2 7.9 9.9 5 0.0 2 7.9 2 2.1 1 9 2.7

809 A-B 822 2 Z5 2.2 5.9 4 2.1 2 9.1 2 2.3 6 4.4 2 6.8 3Z6 237 2.6

Y—Id b2 824 4 1.5 3.5 0.5 4 5.0 3 6.3 9.5 5 4.5 3 2.7 2 1.8 8 2.6

(B-Kd)) 丹3 825 3 0.5 9.7 0.2 6 0.9 4 5.1 -1.3 5 9.6 38.9 2 0.7 2 1 2.4

B-C 826 3 5.6 1 3.1 0.1 4 0.9 2 6.3 10.3 5 1.2 2 1.2 3 0.0 1 8 2.6

810 A-B 827 3 9.2 2.9 1.2 4 1.4 2 7.2 1 5.5 5 6.7 2 9.9 2 6.8 1 >2.7

(Y}-3r- Bi 828 4 0.9 3.8 0.3 50.4 3 9.7 4.6 5 5.0 3 5.7 1 9.3 1 3 2.4

(BC) b2 8 29 4 6.9 3.7 0.2 4 3.5

I

3 1.5 5.7 5 5.2 2 9.2 2 6•〇 11 2.6

8 1 9 A 834 2 2.5 1 0.2 0.6 4 3.7 3 0.7 2 3.0 6 6.7 2 6.0 4 0.7 737 2.2

BD(iV) A-B 835
I

3 5.5 1 0.2
I

0.4
1

4 2.8 
—

3 4.6 11.1 5 3.9 3 1.6 2 2.3 1 25 2.3

-15 2-
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Prof

土塩型

I
!層

位

j
試

料

三相組成 •全容秘に対する％ 孔隙解析
透 

水

3
P F細

土

陸 根

最容

水

大虽

採水 

取分 

時牡

技容 

気 

小量

全 

孔 

隙

細 

孔 

隊

|粗

!孔
|隙

822 A 85 7 2 5.9 5.5 6.2 5 4.8 18.5 5 1.6 66.4 2 4.0 ! 4 2.4 49 >2 7

RA A-B 858 5 5.4 8.5 0.1 4 5.5 2 9.8 10.9 5 6.2 2 7.1 2 9.1 26 2.6

Bi 859
i

5 4.5 4.2 0.1 5 1.8 5 7.6 9.6 6 1.4 5 2.5 2 8.9 1 〇 2.5

825 I 84 1 5Z4 9.6 1.5 5 5.1 1 6.4 1 6.4 5 1.5 2=5.6 2 7.9 1 >2.7

Y-Er-a U 842 4 2.5 1 0.0 1.8 5 Z5 18.1 8.4 4 5.9 2 7.6 18.5 85 >2.7

(BC) I
I

827 I 845 5 Z0 8.5 0.7 3 5.5 1 8.9 2 0.5 5 4.0 2 5.9 28.1 5 >2.7

Y-Er-a u 844 5 6.4 4.5 0.6 5 4.2 1 8.9 2 4.5 58.5 2 4.7 5 5.8 28 >2.7

(BC)
-i

I
c 845 5 0.0 5.4 - 5 9.5 27.7 5.5 4 4.6 5 0.5 1 4.5 5 >2.7

90 1 Ai 1 8.4 1 0.4 0.5 5 0.5 .5 6.8 2 0.2 7 6.7 5 4.5 4 2.5 565 2.6

BD •A-2 2 5.5 Z5 0.6 5 9.5 4 5.8 9.5 6 8.6 4 2.5 2 6.5 9 7 2.6

Bi 2 4.1 1 5.9 11. 5 4.9 4 2.6 6.0 6 0.9 5 9.9 21.0 70 2.6

902 A5 6.9 4.0 0.7 I 5 4.0 5 8.0 2 4.4 7 8.4 5 7.2 41.2 54 2.6

BgD a2 8.1 5.0 1.8 5Z9 42.7 1 9.2 7 7.1 5 9.5 5 7.6 5 2.6

i
I Bi' 2.6 5.9 1.1 6 1.2 I4 9.0 ! 9.2 7 0.4 4 5.6 2 6.8 11 2.5

〇 20 40 60 80 10Q
1 i I « 1 i
細土 探 根 採取時水分 最大容水景 股刀各気量

-15 5-



Prof Mo.

土踱型

層

位

試

料

三相組成 全容積に対する0 孔隙解析
透

水 

貿 

cc/rin

P F細

土

磔 根

最容
水

大損

採水 

取分 

•时<

鼓容

気

小毋

全 

孔 

隙

細

孔

隙

粗 

孔 

隙

905 A,i 907 1 5.7 2 0.9 0.8 3 9.4 30.2 2 32 6 2.6 2 6.8 3 5.8 440 2.4

BE a2 908 2 3.8 1 4.8 0.5 4 2.5 3 3.9 1 8.4 6 0.9 3 1.2 29.7 67 2.6

Bi 909 2Z4 1 2.6 0.5 5 0.5 4 0.8 9.0 5 9.5 3 Z5 2 2.0 1 7 2.4

90 4 Ai 
〜A2

910 2 0.7 6.9 1.1 5 6.6 4 4.8 1 4.7 7 1.3 4 3.2 28.1 78 2.6

Bd △ 2 911 2 1.7 9.0 1.1 5 2.4 3 9.4 1 5.8 68.2 3 0.4 3 7.8 30 2.5

A B 91 2 2Z0 Z5 0.8 5 9.0 5 2.0 5.7 6 4.7 4 6.7 1 8.0 1 2.5

905 A 913 2 5.4 3.0 0.8 5 5.2 4 1.2 1 7.6 7 2.8 4 2.0 3 0.8 55 >2.7

Be Bi 91 4 2 1.1 5.0 2.5 5 3.5 3 9.0 1 7.9 7 1.4 3 8.4 3 3.0 62 2.7

-15 7-



勺ー

断 

面 

Ni

i料

No.

*
土

壊

型

j盾 粗 砂 砂 (〇ノ

位

片粘 砂頁

岩岩

石

英

火 
山 
砂

火ガ
ラ

山ス

石長

英石

輝
石 

m
内
石
一

粘
板
岩

卜 チ
ャ
ー岩

板 Mu 
石

6 05 60 1 BD A： 4 5 55 5 ! 〇 16.7 1 5.5 37 3 1.6 3.。 7

602 a2 13.2 1 7.1 4.8 51.4 28.6

603 a3 1 2.6 1 7.5 2.9 31.5 5 1.1

604 B 10.9 1 6.1 2.7 3 2.1 5 2.5

608 605 BD Ai 20 70 1 〇 16.2 7.4 4.8 2 0.9 5 8.7

気
606 a2 1 5.7 8.3 4.1 21.3 4 1.7

607 a3 1 4.9 8.1 3.8 2 5.2 4 0.9

608 B 11.2 1 0.7 3.4 2 5.6 4 0.7

田
6 1 〇 609 BE Ai 60 30 5.3 5.2 3.0 6 2.7 21.6

6 10 a2 3.1 4.7 2.8 6 3.1 2 2.6

611 611 BD Ai 50 40 2 2.3 5.1 1.2 5 0.7 :7.6

地
612 A2 50 4 〇 2 0.8 2.7 0.1 5 4.8 41.2

6 1 5 Bs 40 50 2 4.7 1.8 0.8 3 8.2 5 3.9

6 1 4 A-B 4 〇 50 5 7.6 2.4 0.4 3 8.2 4 9.6

区
615 B 55 45 1 〇 1 4.7 4.1 5.6 3 5.4 5 9.1

624 6 1 6 B说) A2 20 60 2.8 7.5 1.9 2 1.6 5 8.2

61 7 B 2.1 8.5 1.8 2 0.4 6 1.4

625 6 1 8 B瑜) A 1 5 80 2.7 4.6 1.9 1 4.7 6 7.8

6 1 9 Bi 2.1 4.5 1.7 1 4.1 6 9.2

620 b2 2.8 4.2 1.5 1 5.7 7 1.3

6 27 62 1 BD Al 60 50 2.7 0.2 1.9 6 4.7 2 9.8

622 fl 2.5 1.5 2.1 6 5.1 28.6

625 B i
2.5 0.9 2.0 6 4.5 29.7

628 624 I BE Ai ～I 6 〇 I 30 0.7 0.6 0.2 6 5.9 2 7.9

-159-

〜〇• 2 tin ) 粘 土 敛 物
1

眇頁

岩岩

片

岩

雲

母

アフ 
ェ 

コン

モモ
リ 

ンン

ギサ
イ

ブ;卜

ハサ茄 
ロイ 
イト丞

ノ斗处 
1ユイ: ミウト!!

カナ 
オイ 
リト

備 考

2.0 +++ + 古中古生層の風化岩碎物

4.9 ++ + +火山灰

4.6 ++ +
5.7 ++ ++ +

1 2.0 ++ + X X i含有する

8.9 + + + X 同 上

9.1 + + X

8.4 ++ + X

6.2 X + 中一古生層の風化岩砕物

3.7 X + が主体

5.1 + + X 同上各卮位の鉱物組成が,

0.4 + + X みだれ,明らかに崩磴t

0.6 + + X であることを示す。

1.8 + + X

3.1 + + X

8.0 ++ + X 中一古生厨の風化岩砕物

6.0 + + が主体

6.3 + + +
8.6 X + + 同 上

6.5 + + X

0.7 + + X

2.2 + + X 同 上

0.6 + + Ii X

I
4.7 + + X
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断 試 土 層 粗 砂 砂 0-1〜

面

No.
料

No.

壌

型 位

片

Mu 
石

粘 
板 UJ 
石

砂頁

岩岩

石i
英

火
山
砂

火ガ 
ラ

山ス

石長

英石

解 
内 
石石

• 
粘
板
岩

I
チト
ヤ

1
26 5 BE A2 0.7 1.2 0.1 6 6.7

626 A-B 65 25 2.8 1.6 5.1 6 4.8

627 B 2.7 1.3 3.0 6 5.1

650 628 bd Ai 25 65 1.8 4.6 0.8 29.7

629 a2 1.6 4.3 0.9 31.2

気
650 A3 1.7 4.6 0.7 3 0.9

6 51 B 1.7 4.7 0.7 3 0.6

654 652 bd Ai 70 25 2.1 2.8 0.9 6 9.1

田
635 a2 1.9 3.1 0.7 68.9

634 B 1.9 2.7 0.6 7 0.1

655 655 BD(d) Ai 1 5 80 5 4.6 2.6 1.2 2 4.7

地
656 A2 4.8 3.1 1.7 2 5.1

657 Bi 11.2 3.4 3.5 2 3.8

64 1 658 BA Ai 25 75 3 9.8 7.6 1.8 19.7

区
659 A2 4.7 8.9 1.3 2 2.7

1
i 640 B】 11.2 6.1 2.7 2 1.6

6 4 1 b2 1 4.9 5.7 3.1 2 0.5

647 642 BE A 55 35 1.9 0.7 0.3 6 1.2

645 A B 1.7 0.9 0.1 6 0.7

1 > 644 B 1.9 0.6 0.1 6 2.1

649 645 BD Ai 7 5 25 2.6 7.5 0.9 6 1.2

646 A2 23 6.9 0.7 6 0.2

64 7 A B 80 1 5 5-
4.5 5.8 1.4■ 6 5.7

6 48 B
1

3 • I 4.7
I

5.1 | 1.3 6 5.9

-1 61—

〇. 2 ) 粘 土 銘 物

榆 考砂頁

宀 1-14 
石石

片

岩

雲

母

そ 
の 
他

アフ
ェ 

ロン

モモ
リ

ンン

ギナ
イ 

ブト

ハザ命
ロイ
イトな

ノ gライ 
1ユイ彳 
ミウトb

カナ
オイ 
リト

26.1 5.2 X + + X 中一古生屑の風化岩砕物

2 4.1 5.6 + X が主体

2 6.5 1.6 X + X

6 1.2 1.9 + + X

6 0.8 1.2 + + X 同 上

6 0.5 1.6 + + X

6 1.2 1.1 + + X

2.1 8 5.5 X + + +

2 2.6 2.8 X + + + 同 上

2 3.1 1.6 X ++ + ++

6 4.2 2.7 + + +

6 4.7 0.6 X + + + 同 上

5 7.4 0.7 + + + +

5 4.1 Z0 + + + A,眉は木炭を多量に含

5 6.7 5.7 + + + + む,下屈ほど火山灰の混

5 5.2 5.2 + + + 入が多い〇

5 2.0 5.8 + X

3 4.7 1.2 + + + X 中一古生層の嵐化岩砕物

36.3 0.5 + + X が主体

5 4.4 0.9 + + X

2 4.7 3.3 + + X

2 5.1 4.3 + + * X 同 上

2 4.5 0.1 X +

2 4.8 I 
1
1 t

0.2 i
1 
•
1 X

1
X + +



— 162-

断

而

No.

試

・料

Na

1

土

壊

型

層・

位

粗 矽 砂( 〇•1〜

I

片

岩

粘
板
岩

砂貢

岩岩

石

英

火
山
砂

火さ

山ス

石長

英石

角輝 
内 
石石

粘
板
岩

チト
ヤ

I

長 65 1 649 BD A 75 20 2.9 0.6 0.1 6 9.7

I 650 AB 2.7 0.7 0.2 6 8.2
沢 / 651 Bi 15 75 0.9 11.2 0.4 1 7.9

652 652 BC A 1 〇 85 4.2 2.7 2.9 1 4.3
地

653 Bl 30 60 2.8 6.9 0.9 2 4.5

65 4 b2 2.8 6.8 0.7 2 6.1

655 655 BD Ai 25 70 0.8 7.2 0.9 2 4.3

656 ム2 0.6 7.6 0.8 2 4.1

657 Bi 0.6 6.9 0.6 2 3.7

658 b2 0.5 7.1 0.8 2 6.1

71 2 701 B/D ,Ai 86 7 1 4.2 4.5 4.9

792 a2 18.2 3.1 4.8

天 703 As 1 4.8 3.3 4.1

竜
704 A B 1 4.7 3.9 4.3

7 1 4 705 BD Ai 85 5 21.2 0.8 4.3
川 706 a2 2 0.3 0.7 4.8

本 707 (A>B 1 4.8 0.9 4.4

漏
708 B 1 3.9 0.8 3.2

7 1 5 709 BgD Ai 85 15 2 4.3 0.2 2.8
地 71 〇 A2

5 
浮石)

2 0.1 0.4 2.3

区 7 11 AB 1 9.8 0.3 2.7

7 1 2 B
1 18.7 0.6 2.4

7 1 6 7 1 3 B0D Ai 85
I •
i

1i
1

1 〇 
浮石)

1 8.3 0.9 4.5

I 71 4 A 2 | 1 •
1
i 1 1 4.8 0.7 2.7

—1 63—

0.2 nn ) 粘 土 鉱 物

備 考
砂頁

岩岩

片

岩

&

母

そ
の 
他

アロフェン
キサ 

イ
ブト

ハサ痛 
ロイ 
イトち

バキライ 
丨ユイZ 
ミウト・

カナ
オイ 
リト

21.4 5.3 ++++ + + 中生屈の風化岩

2 0.6 7.6 + + +

6 2.8 6.8 X +

7 0.1 5.8 +++ + +

6 1.2 5.7 + + + + 同 上

6 5.1 0.5 ++ + + +

6 1.2 5.6 ++ + + +

6 0.5 6.4 + +

6 2.1 6.1 + ++ 同 上

6 1.8 3.7 X + +

74.5 2.5 + + + 絹雲母,石英,

7 0.9 5.0 + + + 普長石,緑泥片

7 4.5 5.5 X + + 岩+石英,石墨

7 6.1 1.0 X ++ + 片岩+火山灰

7 1.1 2.6 + ++ +

7 0.7 3.5 + ++ + 同 上

7 4.5 5.6 + ++ +

7 4.6 7.5 X +++ +
1

7 0.1 2.6 + + + +

7 4.5 2.7 + + + + 同 上

7 6.1 1.1 + + +

7 Z5 1.0 X ++++ •イ

7 5.2 1.1 + + +

7 4.9 6.9 + + + I + t 同 上 J
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断 試
I

［土

1
層

1
粗 砂 砂( 〇. 〜

面

No.

料

No.

項

型 位

片

岩

粘
板
岩
・

砂頁

UJ UJ

石

英

火 
山 
砂

火石

山ス

石長

英石

輝
石 

角
内
石

粘
板
岩
一

チト

715

716

A B

B

1 5.2

1 4.4

0.6

0.7

2.8

2.8

天

城

川
t
t

本

7 17 7 1 7

7 1 8

7 1 9

720

BE Ai

a2
A B

B

85 (浮石S 9.7

9.8

9.1

1 0.1

0.5

0.6

0.9

0.8

2.7

2.4

2.7

2.5

718 72 1

722

725

7 24

BD A：

A2

A B

B

8 5 5 9.8

10.0

9.7

9.9

0.2

0.4

0.2

0.5

2.7

2.8

2.6

2.7

流

720 725

726

727

Be A

B

B C

85 5 4.6

4.5

4.2

0.5

0.5

0.6

0.9

0.7

1.1

地

区

721 728

729

750

BD(dJ Ai

A2

B

85 5 0.8

0.9

0.7

0.2

0.4

0.7

2.9

2.1

2.5

722 75 1

752

755

BD Ai

a2

85 3 2.7

0.8

0.8

0.5

0.4

0.6

4.9

5.1

5.0

724 754

755

756

BD Ai

a2
A B

90 5 9.7

9.6

9.5

0.5

0.4

0.7

4.8

5.1

4.7

7 27ヽ

I

757

758 1

BおD Ai

a2

90

85
1

5

10

9.1'

1 4.8

0.4 2.7

-16 5-

〇• 2 ms ) 粘 土 鉱 物

備 考砂頁

岩岩

片

・岩

雲

母

アエ 
ロ
アン

モモ 
リ 

ソン

ギサ
イ 

プト

ハサ命
ロイ
イト丞

イ
ラ
イ
ト 

ラ
イ
ト 

キ
ュ
ウ 

•
ハ!

ミ

カナ 
オイ 
り卜

7 4.7

76.1

8.7

6.0

+

+

+

+ + ++

+

+

絹雲母、石英、曹長石、 

縁泥片岩+石英石妥片岩 

+火山灰

8 0.1

7 8.6

7 9.0

8 0.1

7.0

8.6

8.5

6.7

+4-

+ +

+

++

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+ 同 上

7 9.9

7 7.7

8 1.2

8 0.5

7.4

9.1

6.5

6.6

+

+

+

+

+

+

++

++

+

+

+

+

同 上

9 0.8

89.7

8 8.4

5.4

4.8

5.7

+ +

++

++

+ + +

+ +

+++

+

+

+

+

+ 同 上

9 0.5

8 8.4

89.6

5.8

8.2

6.7

+

X

X

+

+

+

+

+

+

石墨片岩+絹雲母緑泥

片岩

8 9.5

9 0.1

91.2

2.8

3.6

2.4

++

++

++

+

+

+ +

絹雲母(緑泥石,石墨)

片岩

84.2

8 4.4

8 5.9

1.0

0.5

1.4

++

+

+

+

+

+

+ X

X

X

絹雲母,緑泥石,石墨 

片岩+石英,曹長石片 

石

!

8 4.7

8 1.6

5.1

5.6 |

+ +

+ 1

1
+

+ 1
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断 試・ 土 •盾 粗 砂 I 砂( 〇 1.

面 料 理
片 粘 砂頁

i

石

I

火 火ガ
i石長

角輝 粘 チト

No. 匝 型 位 岩
板 
岩 岩岩 英

山MU 
石 山ス 英石

内 
石石

板
布

ヤ
1

新 72 7 739 B/C Ai 85 5 4.3

740 A2 4.8

80 1 80 1 BgD-E A 5 20 花崗岩
70 1 6.3 4 1.2 3.8

802 Af 5 25 n

65 3 8.6 4 4.6 6.8

803 A« 7 20 60 5 7.9 4 0.2 4.5

804 a/ 7 30 If
55 5 7.5 3 9.7 7.1

805 C 5 1 〇
u
75 5 9.1 3 9.3 4.8

浜 802 806 b^d-e Ai 7 30 H
60 5 2.6 27.7 4.9

807 A2 2.7 28.6 4.8

808 A/ 2.5 2 9.8 4.9

北 805 809 bd Al 75 1 U 5 ■5 3 2.5 4.7 2.9 1 9.7

810 厶2 3.1 2.1 2.5 1 9.6

811 Bi 3.0 2.7 3.1 1 9.2

地 81 2 a2 2.8 4.1 2.8 1 7.6

804 8 1 3 A B 1 〇 1 〇 1 5 花俺岩
60 5 4.7 4 1.7 1.8 9.6

8 1 4 Er Bi 4.6 4 0.1 1.7 8.2

区 815 (BC) b2 3.9 4 1.2 4.9 7.6

816 b3 4.5 4 0.5 2.2 9.4

80 5 817 F

818 Er H 1 〇 5 1 5 ff

60 5 4.7 57.2 •1.9 4.7

9 1 9 (BA) A 65 4.1 5 8.9 1.8 3.9

320 0 C 6 5 4.4 |I 5 7.6 1.6 3.1

309 32 1 F t
I
I

322 Er IB 5 I 5 !
i

1 〇 ！i
〃
70 5 3.1 J 4 9.1 I 6.7

—1 6 7—

〇. 2 ) 粘 ± 鉱 物

備 考I
砂頁 片 0 そ アフ モモ ギサ ハ堀 カナ

〇 ェ リ イ ロイ ［イ彳 リイ
岩岩 岩 母 他 〇ン ンン フト イトさ ま2 ォト

9 2.4 3.3 ++ +

9 3.6 1.6 + + +

30.6 1 5.7 2.4 + +

2Z8 9.8 2.4 + + 花崗岩風化岩砕の運

2 5.4 1 5.7 6.5 + + ++

1 9.7 1 9.2 6.8 + +

2 1.1 2 4.7 1.0 卜+++ + ++

3 9.8 24.7 0.3 + +

3 9.6 2 4.1 0.2 + + + 同 上

3 7.4 2 4.8 0.6 + +

4.7 6 4.9 0.6 + + +

3.9 6 8.1 0.7 + + + 絹雲母,石英,石墨

4.2 6 7.5 0.5 X + + 緑泥片岩

4.7 6Z8 0.2 + + +

2 1.2 1 9.8 1.2 + + 4-H-+

2 2.2 1 9.5 3.7 + -H-H- 花崗岩風化岩砕の運

1 9.1 18.6 4.7 + H-H-+ 積物

2 1.6 2 0.1 1.7 + H-+++

1 8.6 1 2.1 0.8 + 4-H- 同 上

1 8.2 2 2.5 0.6 + +-H-4-

1 9.0 1 3.6 0.7 + 4-HH-

2 4.3 9.8 2.3 i

I
X ■ +++ 同 上
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断

面

No.

:試

料

No.

i 土

壤

型

1層

位

粗 砂
i…

砂 (0.1〜

片

岩

粘
板
岩

砂頁

•齡

石

英

火
山
氏

火さ

山ス

石長

英石

輝
石 

角
内
石

粘
板
岩

j 
チト
ヤ

1

823

824

825

826

(BD(d))

Bi

b2

b3

B 〇

2.8

2.5

2.9

2.8

48.9

4 8.6

5 0.2

5 1.2

6.8

Z0

7.2

65

4.9

4.7

4.6

4.4

810 82 7

828

829

850

Er

(BC)
I

A B

Bi

b2

2 1 〇 花崗岩
80 5 4.4

5.1

5.0

4.8

5 6.7

5 7.8

5 8.1

5 8.4

4.7

4.8

4.9

5.1

81 7 85 1

852

855

BC A B

Bi

B2C

50 50 5 2.9

2.8

5.1

5 4.7

5 5.0

5 8.8

4.8

5 1

4.9

8 1 9 854

855

856

bd(w) A

A B

B C

% 65 10 9.2

8.6

9.4

2.9

2.4

2.7

82 2 837

8.5 8

859

840

ra A

A B

Bi

b2

1 5 15 45 20 5 4.6

4.0

4.1

5.2

9.5

8.7

9.1

9.5

2.8

5.1

2.9

2.6

9.7

8.9

9.0

8.7

825 84 1

842

En

(BC)

I 

a
1 〇 5 45 50 5

11

0.8

0.9

2 1.2

1 8.9

2.7

2.8

4.1

4.8

827 845

844

845

Er

(BC)

1

i
a
c !

»

1 〇 5 45

1 !

50

I

5

1

0.7

0.7

0.5

1 9.7

1 8.9 I
1 8.5

2.8

2.6

5.1 1 I •

4.1’

4.8

4.7
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〇. 2 ) 粘 土 鉱 物

備 考

砂頁

岩岩

片

岩

!

母

そ 
の 
他

アフ 
ェ 

ロン

モモ 
リ 

ンン

ギサ 
イ

ブト

ハ惭 
ロイ 
イト丞

バキライ
1ユイ" 
ミウトX

ナ
イ
ト

カ
リ
オ
ー

2 5.1 8.1 5.4 X ++++

24.9 9.6 2.7 X 4-H-H- 花崗岩風化岩碎の

2 4.6 9.7 0.8 X ■H-+++ 運積物

2 5.7 9.1 0.3 X 4-H-H-

1 6.2 1 7.1 0.9 -H-4-

1 5.2 1 5.6 1.5 +++ 同 上

1 4.8 1 5.7 1.5

16.1 14.9 0.7 +++

4 9.2 4.9 3.5 +

5 0.1 4.1 2.9 + 第三紀層

4 8.2 4.6 0.4 +

8 1.2 4.7 2.0 + +

8 0.5 3.9 4.6 + 同 上

7 9.8 • 4.9 5.2 +

4 8.1 2 4.2 1.3 4-H- -H-

4 9.2 2 4.6 1.5 + 第四紀層

5 0.1 2 4.4 0.4 H-H- +

5 0.4 2 1.6 2.0 -H-+ +

5 4.2 11.5 5.7 + + T-H -H~ 同 上

5 5.0 1 0.2 7.4 + + + 1 1 H

5 0.2 1 4.7 Z8 + + -H-f-

5 1.2 1 3.7 8.1 + + ++ 同 上

5 2.1 1 5.7 5.4
I t 1

+ + 1 ++



秩父スギ林の養分調査

土壤調査部原田洸 

脇孝介 

後藤和秋 

造林部蜂屋欣二

-1 7 1—



次)
この細査は、既！て林地土壊生産力詞査が完了している秩父地域 の中で、林分の成長と養分現 

存景、林地一林木間の族分分布の既要まどをしらべろために行なったものであり、調査林分は、 

秩父5I業区3 4林班に小班に属する5 5年生スギ林である。(埼玉県比企部都幾川村、海抜高 

3 〇 0れ、古生層)本調立は、9月2 6日から1〇月5日にわたって行安われた。

1.調査林分の概要

2 〇〜2 5°の南東斜面の5 5年生スギ林に3調査地を選定し、それぞれ林分I、H、mt 

呼称した。林分Iは小尾根に近い位置、林分亜はそれよりや、下方の翔地形,の位置、林分mは 

山腹下部で林道に近い位俗にちる。

海)林試土駐即査部:昭和5 8年度林地土圾生産力研究成果報告書、秩父地域

林分Iでは4 0本/ 2 0 0が、林分！!では5 0本/ 2 8 2就 林分H!では4 6本/ 4 9 6淀 

を毎木調査し、各林分で樹高と胸高直径の相関表を作成して、それぞれ8本の供試木を選定し、 

樹幹析解した。 ：

各林分の愤耍はT a blのとおりである。

すなわち、林分

の現存量はm>H Tab1 調査林分の概要

—1 7 5 —

>1の順序である
林分I 林分!！ 林分皿

が、最近の成長状 平均歯高 TTV -1 5.4 1 5.1 2 0.9
態はn> I >mと

平均胸高直径 cm 1 5.9 1 7.7 2 6.5
なり、林分n［は、 胸高断面積計 紀/ha 5 9.5 50.1 5 5.1
現存最は大である 本 数本/ha 2005 2020 928
が、股近の成長状

材 積"f/ ha 5 1 7 41 9 51 9
態は不良、林分！! 最近5年間の材植成長那を/ h a 52 9 5 47
は現存量は中位で " 材積成長率％ 5.9 5.5 2.1
あるが、最近の成 供試木(8本)断面積計就 0.1 6 1 5 0.2 09 7 0,4 7 6 5
長状態は良いとい 調査林分断面積計 0.7924 1.4304 2.6 5 4 0
う林分であろ。 断面積比 4.9 0 8 6.8 21 5.5 6 9

2.土 壊
面 積 比 5 0.1 2 5 5 5.4 5 9 2 0,1 6 9

各林分の土凝の
各林分とも明治41年植栽で昭和

代表断面はFigi 備 考 2 5年2 〇%間伐、 昭和5 4年約
1〇%間伐を行つている



のとお、りであり、理化学的性質はTab • 2. 3のとおりである。

Fig1 調苴地の土以断而 

プロット n プロット mプロット I

Tab • 2 土塊の理学的性質

林分 層位 細土容積％ 碌容蹒 根容・積％
採取時 
水分％

飽水時 
水分％

最小容 
気覺％

透水:&
CG/m in

I A 1 8.3 11.2 1.8 51.0 6 2.3 6.4 1 73
B 21.9 8.7 2.4 3 3.3 6 3.3 3.7 84

H A 1 9.4 0.8 0.6 3Z3 6 7.6 11.6 248
A —B 2 2.7 0.7 1.2 3 5.2 7 0.7 4.7 80

B 2 4.5 2.9 0.6 3 6.6 6 7.9 4.1 1 4 5
A 11.5 1 0.2 5 7.7 7 8.9 — 1.2 11 9

A—B 3 0.9 1 0.4 3 6.9 5 6.9 1.5 11 2
B 3 07 7.0 5 3.8 5 6.6 5.5 245

Tab. 5 土壊の化学的性質

林
分

層
位

PH
(h2o) 丫1 N % C % INE浸出

Oao%
Total

P2°5% k2o%
I A 5.i 〇 1 3.7 7 0.6 5 1 0.0 0.1 46 0.1 5 7 0.4 7 5

B 4.6 0 2 6.5 2 0.4 3 5.8 0.0 1 4 0.1 26 0.7 4 9
A 5.2 〇. 6.6 5 0.9 3 11.8 0.1 57 0.1 74 0.2 9 5

H A —B 4.8 0 1 0.71 0.6 2 8.0 0.。 22 0.1 49 0.5 0 4
B 5.1 5 1 0.9 7 0.1 5 0.9 0.01 4 0.0 71 0.856
A 5.6 0 2.04 0.4 7 5.5 0.2 84 0.1 80 0.7 7 5

n A —B 4.80 2 7.29 0.25 2.5 0.。 5 7 0.1 66 0.8 5 6
B 5.4 〇 2 5.2 5 . 0.1 5 1.5 0.。 2 2 0.15 7 0.8i 〇 !
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5- Aoの重さとそれに含まれる養分豈：

各林分で、1射のコドラート2〜3ケを設け、その中に含まれるAoを採取し、窒素を分析

した結果はITab 4のと.お、りである。

4.林木各部位の乾物址及び養分含有量
Tab 4 Aoの乾物重黄と窒素含有覚: 

各林分で8本の供試木を大・中・小の3
ダループに分け、その各々の葉、緑枝、枝、

林分 乾物重:a 
Ton/ha

N % N K^/ha
幹、根に含ほれる養分を分析し、胸高断面

I 11 1.1 6 1 28
積比推定によりha当りの虽に換算した結

H 1 〇 1.0 6 1 06
果はTab 5のとお'りである。

皿 8 1.1 2 90

Tab- 5 ha当りの乾物及ぴ養分現存:杜

林分 部位
乾 物

Torylia
N

>^Zha
p2°5
K^/ha

k2o
K§{/ha

Gao 
f^/ha

Mg 〇

葉・ 1 6.7 0 1 9 5.2 54.9 1079 2 8 5.7 4 5.5
緑 枝 2.2 7 1 6.0 5.9 11.0 54.5 4.7

枝 1 0.1 8 51.4 ZO 1 2.6 11 2.7 5.9
I 幹 11 2.1 8 1 0 4.9 5 8.7 1 5 7.8 4 0 5.0 4 2.2

地上部小計 1 41.55 5475 1 0 4.5 2825 83Z7 9 4.1
根 5 2.4 0 7 5.0 1 8.6 5 0.8 1 4 8.6 3 2.6
計 1 7 5.7 5 4 2 2.5 1 2 5.1 5 4 0.1 9 8 6.5 1 26.7
葉 21.8 7 2592 4 9.6 11 4.8 4 0 6.5 5 2.0

緑 枝 2.8 〇 21.5 4.4 1 5.5 4 5.8 5.5
枝 1 4.1 4 428 1 0.8 1 Z5 1 6 5.6 4.5

ロ 幹 1 4 4.4 5 1 51.6 8 4.2 211.0 4 2 2.5 6 0.2
地上部小計 1 8 5.2 4 4 61.9 1 49.0 5 5 6.6 1 0 4 0.2 1 2 2.2

根 一 — — — 一

計 — — 一 一 一 一

葉 1 5.1 8 1 69.9 5 4.7 8 5.5 3 20.5 4 6.5
緑 枝 1.66 1 0.4 2.5 6.4 5 1.5 5.0

枝 9.3 5 5 0.2 7.4 1 0.4 11 5.2 9.2

m 幹 1 71.41 1 6 0.7 8 2.5 5 0 2.5 5 8 9.7 1 0 4.8
地上部小計 1 9 7.6 0 571.2 1 2Z1 4 0 2.4 1 0 56.5 1 6 5.5

根 7 5.51 11 5.2 5 0.7 1 0 0.5 5 0 2.1 9 6.4
計 2 7 2.9 1 4 84.4 :1 7 7.8 5 0 2.7 1 5 5 8.6 2527

— 17 5 —



すなわち、葉、緑枝、枝の乾物及び孩分現存量は、n>i>mの傾向とたリ、林分の最近の 

成長状態の煩向と一致するが、幹の乾物及び養分現存筮は、in>n= !の傾向と左り、林分の

現存髭の傾向とほヾ一致する。

また地上部の乾物現存址及び養分現存Rの配分割合は、Tab6のとおりであり、各林分とも

Tab. 6地上部の乾物及び養分の配分割合％

がみられる。

は、IH>I==H0傾向がみられる。これらの傾向は、Tab. 3の土嶼のN、Caの涙度の林分

別の傾向と似ている。

また林分別に葉の族分濃度を検討すると、NとK2oは、I=l=II>n!の傾向がみられ、Cao

窒素は葉>為の傾向があるが,乾物およびその他の養分の配分は幹A葉の傾向がみられる。

5.葉の養分绥度と成長

各供試木の樹冠上部の

当年生葉の養分濃度と成 部位 乾物 N 卩2〇5 K20 Cao Mgo
長の関係を図示すろと、 葉 1 2 56 33 37 34 46
Fl g2~4である。 I 緑枝 2 5 4 4 5 5

この結果からみると、 枝 7 9 7 4 1 5 4

現在の樹高、材密と葉の 

羨分浪度の間の相関は不

幹 79 50 56 55 48 45

葉 1 2 52 33 32 39 43
明瞭であるが、最近5年 H 緑枝 2 4 3 4 4 4

枝 8 11 7 5 1 6 3
間の樹高成長^、樹高成 

長率、材積成長率と葉の

79 33 57' 59 41 50

N、K20沒度の間には 葉 8 46 27 21 30 28

m 緑枝 1 3 2 1 3 2
正の相関、Cao浪度と

枝 5 8 6 3 11 6
の間には負の坦関の傾向 幹 87 43 65 75 56 64

—1 7 6 —
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6.葉の幹生複能率

最近5年間の伐精成長遂を現存する葉の乾物虽で割った値を、最近の葉の幹生産能率と仮称 

する左ら、Tab・7及びFig.5に示すように、 最近の葉の幹生産能率は、最近5年間の樹高成 

長量との間に相関が認められる。

Tab.7. 葉の幹生莲能率

林

分
1

あ

A 
最近5年 
間の材積 
成長攵㈣

B
葉の乾重・

K?

A/B 
葉の幹生 
産能率

最近5年 
間の棚高 
成長踏

2 9 0.051 3 15.5 0.0 0 3 5 - 1.03
5 9 0.0 3 7 2 1 6.1 0.。 02 3 0.6 6

5 0.0324 11.2 0.0 0 3 0 1.00
3 8 0.0 28 3 5.1 0.。 0 5 5 1.25

I 1 8 0.0235 7.2 0.。 0 33 1.00
2 8 0.0207 5.7 0.0 〇 3 6 1.0 5
5 7 0.00 7 7 3.0 0.0 0 26 1.0 0
1 9 0. 〇 ! 0 6 5.4 0.0 0 52 0.85
5 7 0.。 9 45 291 0.00 32 1.6 0
4 5 0.。 751 11.4 0.00 6 6 1.20
2 7 0.。 82 5 1 Z7 P.O 0 4 7 1.6 0

1 0.0341 6.9 0.0 〇 5 0 1.7 0
H 1 4 0.。 326 8.0 0.00 41 1.3 7

7 '； 0.0323 9. 〇' 0.0 0 36 1.4 0
3 9 0.01 8 6 4.6 0.00 4 0 1.2 7
3 6 0.01 31 3.8 0.0 0 3 4 1.1 〇

2 6 0.。 9 8 9- 2 9.1 0.0 0 54 1.1 〇

! 〇 0.。 9 86 295 0.00 54 0.5 5
2 0.0242 9.4 0.00 2 6 0.8 0

HI 3 1 0.0 3 6 0 1 2.8 0.00 31 0.5 2
2 1 0.。 86 4 2 6.4 0.。 0 33 0.9 5

9 0.0 3 2 8 1 5.4 0.00 26 0.8 0
.4 1 0.。 23 2 70 0.00 3 3 0.9 0

1 4 0.。 2 21 7.6 0.0 〇 3 0 0.7 0

—1F小…

Elg, 5 葉の滞主産能率と5年間の樹高成長量

100 15 所
最近5年間の樹高成長量

7.幹の養分濃度の範囲

榦を心材、辺材、樹疲に分けて、養分分析をした結果は、Tab8のとおりであり、各差分 

とも、圈皮は材の部分より浪変が高い。辺材と心材の養分を比較すると、N.P2P5では辺材 

>し、材、K2Oでは迸に心材>辺材の傾向がみられる。
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Tab8 幹の裝分濃度の範囲

同じ層位に分布する根で

8.根の養分確度

根を太さ別、土蹒位
心 材 辺材 樹皮

別に採取して、分析した 0.0 4 〜 0.11 % 0.0 5 — 0.1 7% 0.4 5 - 0.4 6%
結果は、Tab9のとおり

卩2〇5 0.0 2 — 0.0 8 0.0 5^0.1 6 0.0 8-0.11
であり、同じ太さの根であ K20 0.1 5 ～ 0.5 5 0.0 7 〜0.1 2 0.1 8 ～ 0.3 2
あれば、上層の根は下層 Cao 0.2 〇 — 0.5 4 0.1 9 〜0.4 2 1.35 — 1.62
の根より養分濃度が高く、 Kgo 0.01〜 0.0 6 0.01—0.。 8 0.11 0.1 5

は細い根ほど養分濃產が高い傾向カ;从られる。

iab°9根の養分濃度の範囲

眉位 根の太さ N p2 °5 K 2〇
Cao Mgo

cm
0.2以下 0.60 — 0 96 0.11—0.2 2 0.2 8 -0.5 2 0.8 9 ～ 1.0 7 0.1 2 — 0.4 3

I 2 〜0.2 0.4 〇 ～ 0.4 3 0.0 6— 0.0 7 0.2 3 —0.2 7 0.5 6 —0.9 5 0.1 9—0.23
2以上 0.1 4 ～ 0.2 6 0.0 5—0.0 5 0.1 〇 —0.1 9 0.4 7 ～ 0.5 1 0.0 9 — 0.1 〇

0.2以下 0.5 〇 ～ 0.5 9 0.0 6— 0.1 4 0.23 —0.3 8 0.4 9 — 0.7 4 0.1 2 ～ 0.3 1
n 2～0.2 0.3 2—0.4 9 0.05— 0.1 〇 0.21 -0.2 2 0.4 7 ～ 0.6 0 0.1 2 ～ 0.2 8

2以上 0.1 6—0.2 2 0.05 — 0.0 6 0.11 〜0.14 0.4 6 ～ 0.4 8 0.11—0.1 9
0.2以下 0.3 3— 0.4 4 0.0 6 — 0.l 〇 0.1 9 —0.2 3 0.6 1—0.81 0.1 〇-〇.2 2

m 2 〜0.2 0.24—0.27 0.05—0.0 8 0.1 8 —0.2 6 0.4 6-0.7 4 0.1 0 — 0.1 5

I 2以上 0.11—0.1 6 0.06 — 0.0 9 0.0 8— 0.1 3 0.3 1 ～ 0.4 0 0.1 0 — 0.11

9.要 約

(1) 林分の現存觉と密接に関係する要因は、ha当りの幹の乾物幾及びこれらに含まれる養分 

覺である。

(2) 林分の最近の成長状態と関係する要因は、ha当りの葉、緑枝、枝の乾物貴及びこれに含 

咬れる養分量、荼の乾物配分割合、葉の幹生産能率、樹冠上位の当年生葉の養分濃度である。

(3) 葉分析の結果、樹冠上位の当年生葉のN.F.K濃度と最近の成長状態(成長量、成長率) 

とは正の相関、Ca濃度と最近の成長状態は負の相関がみられるが、養分濃度と現在樹高、 

現在材積等との間の関係は不明瞭である。
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附表2 供試木の

林

分

高

さ771

29 59肉 5(书
•

枝 緑枝 葉 I枝 j緑枝 :葉 枝 緑枝 葉 枝

I 132〜 650 450 5300 590 450 I 4270

11.2 ～ 152 2380 960 6460 4280 1.230 ；6550 1370 500 4500 440

92 ～ 11.2 5220 870 5530 5110 560 4420 2340 310 3340 1.840

Z2 〜92 1390 70 690 2,160 200 2610 620

52 ～ 7.2 530 40 470

萌芽 10 10 80 190 110 630 70 30 240

計 8740 2290 !1 5570 11550 2420 16760 6470 1.080 11,1 60 2900

林 高 57 (犬 45齿 27 W

分 さ771 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉 枝

H 1Z2〜 100 60 960

152～ 1Z2 750 660 7070 90 80 590 70 100 930

132～ 152 3650 670 8240 1,770 730 4780 1,650 670 5690 40

112 〜132 10940 1,090 5970 2700 550 4610 5710 U50 Z060 2P00

92 ～ 11.2 6560 570 5110 1540 150 1400 3280 530 3370 1,090
Z2~ 9.2 3,170 150 1,720 580 20 180

計 25150 3,180 29Q70 6,100 1490 11380 2290 2770 1 7730 3,130

林 高 26齿 1〇因 2 (书

分 さ771 枝 縁枝 葉 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉
い

皿 21.2 〜 5360 94 0 $>53 0 770 230 2120

1 9.2 ～ 21.2 4170 900 9,140 2080 550 5700 300 210 1,800 340
1Z2 〜122 2950 700 Z480 6840 960 $>040 3450 490 4260 26.
152 ～ 1Z2 3520 180 2650 3660 520 8180 820 240 2D60 2310
132 ～ 152 1,440 30 550 2590 450 5650 730 '70 710 81 〇!

112 ～ 13.2 230 60 580 1,090

萌芽 270 90 810 500

計 17,420 | 2750 29,110 1Z010 2300 29480
:

5730 1.070 以!10
i

7720
i

—1 P°-

枝葉の乾重金 (1本当り9)

2_8仲 18 (书 28矩) 37 0 9 1 9U 9

緑枝 葉 枝 〔緑枝I 葉 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉

250 1,670 430 210 860 310 220 1490 30 40 250

590 2,860 1,960 390 3020 2610 450 3560 980 190 1,900 700 350 2020
70 580 2580 420 2500 780 30 260 650 110 680 330 50 440

490 50 380

10 60 30 20 170 10 10 100
910 5.110 4970 1,020 7,180 4200 750 5750 1.690 360 3000 1040 410 3360

1紺 14 (书 7 (书 39 〇) 56 (-J)

緑枝 菜 枝 緑枝 葉 枝 緑核 葉 枝 緑枝 葉 枝 眼 葉

60 410 20 60 290 270 70 820 10 10 40

570 5180 1,920 660 4240 1,940 590 5140 1340 480 3520 650 210 2210

150 1.280 2940 500 2740 1,680 350 2780 840 150 1.050 1,040 190 1.620

1550 130 700 660 40 290

780 6070 6450 1350 Z970 455 0 1J350 9X)30 2190 620 4,610 1690 400 5330

31住 21用) 9 Cゆ 41〇9 14仞

緑枝 葉 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉 枝 緑枝 葉

110 1,470 380 210 1450 1.630 520 4520

420 4600 2450 1400 9,610 3980 380 4080 940 370 2480 240 90 860
260 2,020 3,050 1,150 9,960 1620 490 3750 3060 440 2720 1,760 540 4570
240 1,830 2740 550 4,100 570 60 510 5050 230 1680 2530 110 1/590
120 1,620 2650 110 890 2420 30 450
140 1,250 120 60 430 310 70 560 10 10 100 90 30 280

1290 12790 11.390 3480 26440 8110 1520 13420 2060 1.050 6980 6040 800 Z650

-189-



附表3 供試木の榦の乾垂 (1本当り飓)

林分 Ai 心材 辺材 樹皮 計

2 9 26,09 61.90 6.6 3 9 4.6 2
5 9 28.48 6 3.41 6.9 2 9 8.81

5 21.61 3Z86 4.3 4 6 3.81
3 8 1 3.5 6 21.46 2.5 8 3Z60

I 1 8 1 6.6 4 2 6.4 9 3.39 4 6.5 2
2 8 1 Z23 3 0.7 8 3.5 0 51.51
3 7 11.96 1 8D 3 1.9 2 31.91
1 9 11.59 1 8.0 2 1.89 3150
5 7 5 5.2 8 11 5.3 1 1 6.4*1 1 8 Z 〇 〇
4 5 3 6.1 2 5 0.1 5 773 9 4.。 0
2 7 3 0.5 4 4 725 711 8 4.9 0

1 1 246 2 8.4 9 3.6 5 51.60
H 1 4 1 8.6 2 3 2.6 0 3.9 7 5 5.1 9

7 1 992 3 2.2 7 4.01 5 6.2 0
39 8.8 6 26.7 2 3.6 3 3 9.21
3 6 704 1 5>63 2.7 5 2 9.4 2
2 6 11 6.9 5 1 4 0.1 0 2 0.25 2 7Z5 〇
1 〇 1 2 9.9 5 1 6 25 3 2 3.4 2 3 1 5.9 0

2 5 4.2 5 8 3.5 2 768 1 4 5.2 5
皿

3 1 5 6.89 9 3.。 0 9.01 1 58.9 0
2 1 7X59 1 2 Z1 9 1 2.6 2 21 Z40

9 71.38 11 0.1 6 1 0.7 3 1 9 2.2 7
4 1 4 0.7 4 6 24 5 6.51 1 0 9.7 0
1 4 3 8.3 0 6 3.7 8 7.22 

\
1 0 9.3 0

附表4 供試木の根の乾重 (1本当り。 )

----一一J沐分 i I
疽ぎ溢72 3 8 18 21 9

層位 根 悚 6,7 6 0 7.5 5 0 4 8,3 5 0 3 3.7 9 0
0.2以下 440 350 200 1 201 0. 2～ 2 14 00 770 240 9 70
2以上 1 90 160 3,8 0 0 2,。 5 0
0. 2以下 1 90 270 31 〇 37011 

層
0. 2～ 2 1.1 80 2.2 4 0 1480 2,4 4 0
2 以上 4,1 4 〇 4,9 5 0 1 0,25 〇 10,6 7 0

皿
0.2以下 1 20 1 30 370 1 80
0. 2 〜2 600 620 14 9 0 3,5 3 0

層 2 以上 220 50 Z240 2 0,7 7 〇

0.2以下 80 20
H!以 0. 2 〜2 9 70 1 30
層下 2 以上 11.81 0 690
計 1 5,2 4 0 1 Z09 〇 8 6,5 7 0 75.74 〇

—1 ? 〇 —

供試木の上位葉の養分濃度 物附表5

林分 亦 N "5 k2o Cao M SO

2 9 11 3 0. 2 0 0.5 9 1.7 1 0.2 2
3 9 1.〇. 8 〇.1 8 0. 5 7 1.4 9 0-2 5

5 1.1 4 〇.1 9 0. 5 2 15 3 0.4 7

I 1 8 1.2 2 〇・1 6 0. 5 2 1.7 9 〇.1 5
2 8 11 9 0.1 9 0. 7 0 1 5 9 〇・ 3 1

3 8 13 6 0. 2 3 0. 7 8 17 8 0. 3 4

1 9 t 1 2 ' 2 〇 '■>•5 5 1.6 0 0.2 8

3 7 14 6 0. 2 5 0. 8 4 17 2 〇.1 2

2 7 1.3 9 0. 2 6 0. 6 8 1 2 1 0. 3 6

4 5 12 9 0-2 5 1.0 0 1.1 〇 0. 2 3

5 7 12 4 0. 2 4 0. 5 7 1.2 7 0. 4 3

1 1.2 7 0. 2 2 0. 6 9 15 4 0.2 6
n

7 1.2 8 0. 2 5 0. 7 6 1.1 6 0.3 2

1 4 1.5 2 0. 2 9 〇・8 4 1 2 5 0-2 9

3 6 1.1 2 〇.1 9 〇・ 7 1 17 6 〇・2 8

3 9 15 2 0. 2 7 0.9 4 16 0 0- 3 8

1 〇 11 6 0.1 9 0.3 9 2.3 9 0-4 0

2 6 1.0 6 〇. 2 1 〇. 4 1 2.5 9 0-2 9

2 12 4 0-2 7 0.5 7 17 9 0-4 5

9 0. 9 2 〇.1 9 0. 6 0 2. 6 6 0.5 3

2 1 10 4 〇. 2 1 0.5 0 2.0 2 0.5 6

3 1 0.8 5 〇.1 9 0. 3 9 2.0'5 0.4 5

1 4 1 〇 1 0. 2 5 0. 4 9 2.1 9 0. 3 0

4 1 10 6 〇. 2 1 0. 4 4 2.4 2 0. 2 4

— 19 1 —



附表6 葉の養分濃度と

林分 グループ 位 置

乾物9 N % N 9 ?2〇5 %
大 13. 2汎以上 3.7 8 0 1.11 4 2.0 0. 2 〇

(2本平均) 11.2 〜1 3. 2 6. 6 1 0 1.1 4 7 5. 3 0. 2 3
a 2〜11.2 5.0 7 〇 1.2 8 6 5.0 0. 2 5
Z 2 〜9. 2 3 5 0 1.11 3. 9 0. 2 0
萌 芽 3 5 0 1.1 〇 3.9 0. 2 3

中 11.2 〜1 3. 2 2.1 3 0 1.2 3 2 6. 2 〇.1 9
I (4本平均) 9. 2—11.2 3, 3 9 0 1.1 〇 3 Z 3 〇.1 7

Z 2～ 9. 2 1.4 9 0 1.1 2 1 6. 6 〇. 2 1
5. 2 〜7. 2 2 1 〇 1.3 0 2.8 0. 2 0
萌 芽 8 〇 1.1 5 〇. 9 〇.1 9

小 11.2 〜1 3. 2 1 3 〇 1.2 9 1.6 0. 2 2
(2本平均) 9 2～ 11.2 2. 3 6 0 1.2 1 2 8.6 0. 2 2

Z 2 〜9. 2 5 6 0 1.3 1 7 3 0. 2 0
萌 芽 1 4 〇 1.2 4 1.7 0. 2 2

大 17. 2汎以上 3 2 0 1.3 1 4.2 0. 2 4
(3本平均) 1 5.2-1 Z 2 2, 8 6 0 1.0 9 3 1.2 〇. 2 1

1 3. 2 〜1 5.2 6. 2 4 0 1.1 〇 6 8.6 〇. 2 1
11.2～ 1 3. 2 5. 8 8 〇 1.1 8 6 9* 4 0. 2 2

9. 2～11.2 3, 4 6 0 1.1 2 3 8. 7 〇.1 9

n
7. 2— 9. 2 6 3 0 0. 9 6 6.1 〇.1 7

中 13. 2汎以上 5 1 〇 1.3 6 6. 9 0. 2 5
(3本平均) 11.2 —1 3. 2 4.8 5 〇 1.0 5 5 1.0 0. 2 9

9 2 — 11.2 2.2 7 0 1.0 2 2 3.1 0. 2 2
7. 2— 9. 2 3 3 0 1.0 2 3. 4 0. 2 0

小 13. 2れ以上 2 〇 1.2 2 〇. 2 0. 2 3
(2本平均) 11.2 —1 3. 2 2, 8 6 0 0.9 1 2 6. 0 0. 2 4

9. 2—11.2 1.3 4 0 1.0 9 1 4.6 0. 2 6
大 2 2. 2弘以上 1.4 0 0 1.11 1 5.5 0. 2 0

(2本平均) 2 1.2 — 2 2.2 4.4 3 0 1.1 2 4 9. 6 0. 2 3
1 9. 2—2 1.2 Z 4 2 0 0. 9 4 6 2 8 〇.1 9
1 7. 2 —1 9. 2 8. 2 6 0 1.0 0 8 2. 6 0. 2 2
1 5.2—1 7. 2 5. 4 1 0 1.2 1 6 5. 4 0. 2 5
1 3. 2—1 5. 2 1.9 8 0 1.2 5 2 4.7 0. 2 4
萌 芽 4 0 0 1.1 5 4.6 0. 2 4

中 1 9. 2 — 2 1.2 2.3 1 〇 1.〇 1 2 3. 3 0. 2 2
ni (4本平均) 1 Z 2-1 9 2 5. 6 4 0 1.2 0 6 7 6 0. 2 2

1 5. 2 —1 7. 2 4. 4 5 0 1.1 5 5 1.2 0. 2 3
1 3. 2—1 5. 2 1.7 6 0 1.2 2 2 1.5 0. 2 6
11.2-1 3. 2 7 7 0 1.2 6 9. 7 0. 2 5
萌 芽 5 6 0 1.2 2 6. 8 0. 2 6

小 1 7. 2—1 9. 2 1.6 7 0 1.0 4 1 7. 3 0. 2 3
(2本平均) 1 5. 2—1 7 2 3. 5 5 0 1.1 6 4 1.1 0. 2 4

1 3. 2 -1 5. 2 1.6 8 0 1.2 0 2 0. 2 0. 2 9
11.2—1 3. 2 2 2 0 •1.2 5 2.8 0. 5 1
萌 芽 1 9 〇 1.2 4 2.3

! 〇• 5 0 1
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養分 含有量 (大・中・小グルーブ別の平均)

卩2〇5 9 k2o % 式2 〇ク Ca° % Ca 〇 9 Mgo % MgO 9

7 6 0. 5 8 2 1.9 1.6 0 6 0.5 0.2 4 9.1
1 5. 2 0. 6 9 4 5. 6 1.5 5 1 0 2.4 0.2 8 1 8.5
1 2. 7 〇. 7 1 3 6. 0 1.7 8 9 〇,- 3 0-2 5 1 2.7

〇. 7 0.3 5 1.2 2 4 9 8.6 0.2 5 0.9
0.8 1.0 9 3.9 1.4 5 5.1 0.3 2 1.1
4.1 0.6 3 1 3.4 1.6 2 3 4.5 0. 3 2 6. 8
5.8 0.5 9 2 0. 0 1.8 6 6 3.1 0-2 5 8.5
3.1 0. 5 7 8.5 1.7 2 2 5.6 〇.1 8 2.7
〇. 4 0. 7 7 1.6 1.5 0 3.2 0. 2 3 〇. 5
〇. 2 0. 7 4 0.6 1.5 9 1.2 0. 2 0 0.2
〇. 3 0. 7 0 0.9 1.6 6 2.1 0. 2 0 0.3
5.2 0. 6 7 1 5.3 1.9 6 4 6. 5 〇・-2 1 5.0
1.1 0. 8 3 4. 6 1.4 2 7 9 0. 3 2 1.8
0.3 0.8 4 1.1 1.6 5 2.2 0. 2 5 〇. 3
〇. 8 0. 7 5 2.4 1.1 9 3.8 0. 3 4 1.1
6.0 0. 3 8 1 0.9 1.9 7 5 6. 4 0. 2 2 6. 3

1 3.1 0.5 1 3 1.8 1.9 6 1 2 2.3 〇.1 8 11.2
1 2.9 0. 5 4 3 1.8 1.7 0 9 9 9 0. 2 8 1 6. 5

6. 6 0. 4 9 1 6. 9 2.0 7 7 1.6 0. 2 0 6. 9
1.1 0. 4 6 2.9 2.0 0 1 2. 7 0. 2 9 1.8
1.3 0. 7 6 3.9 1.3 2 6. 7 0. 2 9 1.5

1 4.1 0. 5 4 2 6. 2 1.7 1 8 3.0 0. 2 3 11.2
5.0 0-5 6 1 2.7 1.8 3 4 1.5 0. 2 9 6. 6
0.7 0.4 9 1.6 2.1 〇 6.9 〇. 3 1 1.〇

0.1 0-8 3 〇. 2 1.6 8 〇. 3 0. 3 3 〇.1
6. 9 〇・ 6 1 1 7. 5 1.9 6 5 6.1 0. 5 0 8.6
3. 5 0. 6 2 8.3 2.0 5 2 7 4 〇. 2 1 2.8
2.8 0.4 0 5. 6 2.4 9 3 4. 8 0. 3 5 4.9

1 〇. 2 0. 8 8 3 $> 0 1.5 8 7 0.0 〇. 3 1 1 3. 7
1 4.1 0. 6 8 5 0. 5 2.2 7 1 6 8.5 0.2 0 1 4. 8
1 8. 2 〇. 4 1 3 3. 9 2. 3 4 1 9 3.3 0. 2 2 1 8. 2
1 3.5 0.5 2 2 8.1 2.11 11 4.1 〇.1 6 8.7

4.8 0. 6 0 11.9 2.2 4 4 4. 3 〇.1 4 2.8
1.〇 0. 4 7 1.9 2.3 8 9. 6 〇.1 8 〇. 7
5.1 0.5 2 1 2. 〇 2.1 3 4 2 2 0. 4 0 9. 2

1 2.4 0. 5 0 2 8.2 1.9 5 1 0 9. 9 0. 4 0 2 2. 6
1 〇. 2 0. 5 4 2 4.0 2.2 0 9 7.9 0. 2 3 1 〇. 2

4.6 0. 5 3 9. 3 2.0 2 3 5. 5 0. 3 7 6.5
1.9 0.5 2 4.0 1.6 2 1 2.5 0.4 5 3.5
1.5 0.4 9 2.7 2.4 1 1 5.4 0. 3 8 2.1
5. 8 0.4 7 7 8 2.3 1 3 8. 5 9. 2 7 4. 5
8.5 0. 5 7 2 0. 2 2.0 0 7 0. 9 0. 5 8 2 0.6
4.9 0.5 4 9.1 2.1 8 3 6. 7 0. 4 7 7 9
0.7 0. 6 4 1.4 1.7 8 4.0 0. 2 3 0.5

丨 〇M 0. 5 6 1.1 2.4 2 4. 5 0. 3 8 〇. 7
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附表7 緑枝の養分涙度

林分 ダルーブ
位 置 乾物9 N % N 9 P205 %

I 大 13. 2弘以上 4 5 0 0. 7 2 3.3 0.2 2
(2本平均) 11.2 〜1 3. 2 110 0 0. 6 7 7. 3 〇,1 6

9 2〜11.2 7 2 0 9. 6 5 4.7 〇.1 8
7. 2 〜9. 2 4 〇 0. 7 4 0.3 〇. 2 1
萌 芽 6 〇 0. 6 6 0.4 0. 2 9

中 11.2 〜1 3. 2 3 0 0 0. 8 2 2.4 〇.1 5
(4本平均) 2 2～ 11.2 4 3 0 〇・ 7 1 3.1 〇.1 5

Z 2〜2 2 1 8 〇 0. 7 0 1.3 〇.1 9
5. 2 〜7. 2 2 〇 0.8 2 〇. 2 0.3 0
萌 芽 1 〇 0. 7 3 〇.1 〇.1 5

小 11.2 〜1 3. 2 3 6 0. 7 2 0.2 〇. 2 1
(2本平均) 9. 2.—11.2 2 7 0 0. 6 〇 1.6 0. 2 0

Z 2 〜9. 2 8 〇 〇. 8 1 〇. 7 〇.1 5
萌 芽 1 〇 〇. 7 1 〇.1 〇.1 5

n 大 17. 2〜以上 2 〇 0.4 8 0.1 〇.11
(3本平均) 1 5. 2 〜1 7. 2 2 8 0 0.7 9 2.2 〇.1 9

1 3. 2 〜1 5.2 6 9 0 0.8 9 6.1 0.1 3
11 2.～ 1 3. 2 10 2 0 0.8 5 8.7 0.2 0

9 2～ 11.2 4 2 0 0. 5 3 2.2 〇.1 4
Z 2～ 2 2 5 〇 0. 9 3 0.5 0.1 4

中 1 3. 2 〜 6 〇 0.6 0 0.4 〇.1 6
(3本平均) 11.2 〜1 3.2 6 1 〇 0. 6 3 3.8 0.1 4

2 2～11.2 3 3 0 0. 7 3 2.4 0.1 2
7. 2 〜9.2 6 〇 0.6 7 〇. 4 〇.1 2

小 1 3. 2 〜1 5. 2 ! 〇 0.7 5 〇.1 0.1 5
(2本平均) 11.2 〜1 3. 2 3 5 0 0. 7 5 2.6 〇.1 5

9 2.〜i1.2 1 6 〇 0. 7 4 1.2 〇.1 4
大 2 2.2～ 1 6 〇 0. 7 3 1.1 〇.1 5

(2本平均) 2 1..2〜2 2.2 4 3 0 0. 5 9 2. 5 〇.1 3
1 9. 2 ～ 2 1.2 7 2 0 0.5 4 3. 9 〇.1 4
1 Z 2 〜1 9. 2 8 3 0 〇. 4 1 3. 4 〇.1 4
1 5. 2 〜1 7. 2 3 5 0 〇. 6 1 2.1 〇.11
1 3. 2～ 1 5.2 2 4 0 〇. 7 1 1.7 〇,1 6
萌 芽 5 〇 0. 7 5 0.4 〇,1 6

中 1 9. 2～ 2 1.2 2 6 0 0.6 7 1.8 〇.1 5
(4本平均) 1 Z 2 〜1 9. 2 6 7 0 0. 6 5 4. 4 〇.1 5

1 5. 2 ～ 1 7. 2 5 4 0 0.6 6 3. 5 〇.1 8
1 3. 2～ 1 5. 2 2 3 0 0.6 8 1.6 〇.1 7
11.2—1 3. 2 7 〇 〇. 6 1 0.5 〇,1 7
萌 芽 7 〇 0.6 0 0.4 0.1 9

小 1 7 2 〜1 9. 2 2 3 0 0. 7 6 1.8 〇.1 3
(2本平均) 1 5. 2 〜1 7. 2 4 9 0 0. 7 3 3. 6 〇.1 6

1 3. 2 〜1 5. 2 1 7 〇 0. 7 6 1.3 〇,1 6
11.2 —1 3. 2 1 〇

-0. 7 7 〇.1 〇.1 8
萌 芽 2 〇 0. 7 7 〇. 2 〇.1 8
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と 養分 含有 黄 (大•中・小グループ別の平均)

如〇5 9 て2〇 % k2o 9 Cao % 〇 ao 1 Mg 〇 % 烟〇 9

1.〇 0. 4 7 2.1 1.3 5 6.1 〇. 2 1 1.〇

1.8 0.5 1 5.6 1.5 2 1 6.7 0.1 7 1.9
1.3 0. 5 5 3.9 1.4 7 1 〇• 5 0.2 5 1.6
0.1 0. 4 4 0.2 2. 4 5 〇. 9 0-4 4 0.2
〇. 2 0..4 9 0.3 1.9 3 1.2 0.2 3 〇.1
〇. 4 0. 4 6 1.4 1.5 4 4.6 0-2 0 0.6
〇. 7 0.4 9 2.1 1.4 5 6. 3 〇. 2 1 〇. 9
〇. 3 0.4 2 0.8 1.5 1 2.7 0.1 6 ヽ 〇. 3
〇.1 0. 5 2 〇.1 1.5 7 〇. 5 0.1 4 〇,1
〇.1 0.4 5 〇.1 1.6 1 〇.1 0.2 2 〇.1
〇.1 〇. 6 1 〇. 2 1.5 2 0.4 0.1 5 0.1
0.5 0. 3 3 0.9 1.7 3 4. 7 0.2 8 〇. 8
0.1 0.5 3 〇. 4 1.2 7 1.〇 0.2 3 0.2
〇.1 0. 3 8 〇.1 1.8 7 〇. 3 0.2 5 〇.1
〇.1 0. 2 7 0.1 1.2 1 〇. 3 0.1 〇 〇.1
〇. 5 0. 6 0 1.7 1.3 1 3. 7 〇.1 6 0.5
0.9 0.4 2 2.9 1.4 4 9. 9 0. 2 0 1.4
2.0 0.5 7 5.8 1.6 8 1 Z 2 0. 2 2 2.3
〇• 6 0-4 4 1.8 1.5 3 6. 4 〇. 2 1 〇, 9
0.1 0.3 2 〇. 2 1.5 4 〇. 8 0. 2 9 〇. 2
〇,1 0. 5 7 0.4 1.4 6 0.9 0.1 2 0.1
0.9 0.4 3 2.6 1.7 9 ！ 〇. 9 〇.1 6 1.〇

0.4 0. 3 6 1.2 2.0 5 6.8 〇・1 4 0.5
0.1 0. 3 6 0.2 1.6 8 0.9 0.1 6 0.1
0.1 0. 5 3 0.1 1.5 4 〇.1 0.2 2 〇.1
〇・ 5 0.5 3 1.8 1.5 4 5.5 0.2 2 0.8
0.2 0. 4 9 0.8 1.7 5 2.8 0.2 9 0-5
〇. 2 0. 3 9 0.6 2.0 2 3. 2 0.1 4 0.2
0.6 0. 2 3 1.〇 2. 5 0 ！ 〇. 7 〇,1 4 〇. 6
1.〇 0. 2 9 2.1 2.1 7 1 5.7 〇.1 6 1.2
1.2 0 2 9 2.4 1.8 5 1 5.3 0.1 6 1.5 -
0.4 0. 5 3 1.2 1.4 2 4.9 0.2 6 0.9
0.4 0. 4 7 1.1 1.9 0 4.6 0.0 9 〇・ 2
〇.1 0. 4 0 0.2 2.1 3 1.〇 〇.11 0.1
〇. 4 0. 4 2 1.1 1.7 9 4.7 0.1 8 〇. 5
1.〇 0. 4 4 3. 〇 1.8 8 1 2.6 0.1 4 0.9
1.〇 0. 4 4 2.4 1.8 0 9. 7 〇.1 9 1.〇

〇. 4 0. 4 6 1.1 1.9 0 4. 4 〇.1 9 0.4
〇：1 0. 4 4 〇. 3 1.8 4 1.5 0.2 1 〇・ 2
〇.1 0. 4 5 〇・ 3 2.1 3 1.4. 0.2 8 0.2
〇. 3 0. 3 8 0.9 1.8 7 4. 3 0. 2 5 0.5
〇. 8 0. 3 5 1.7 1.7 〇 8.3 0. 2 8 1.4
〇. 3 〇. 5 1 0.9 1.4 4 2.5 0. 2 9 0.5
〇.1 0. 5 8 〇•1 1.8 0 〇. 5 0. 2 5 0.1
〇.1 0.5 6 〇.1 ； 2.0 2t 1 〇. 4I 〇.1 9 〇.1
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附表8 枝の養分潦度

林分 グループ
位 置771- 乾物0 N % N g ^2 〇5 %

I 大 13.2- 5 l 〇 0. 3 5 1.8 0. 0 7
(2本平均) 11.2～ 1 3. 2 3 5 8 0 0. 3 4 1 2. 2 0. 0 8

9. 2～ 11.2 5 17 0 0.3 0 1 5. 5 C. 0 8
Z 2 〜9. 2 6 9 0 0.3 0 2.1 0. 0 8
萌 芽 1 〇 〇 0. 3 7 0.4 0. 0 8

中 11.2～ 1 3. 2 6 4 0 0. 3 6 2.3 0. 0 8
(4本平均) 9. 2～ 11.2 2 19 0 0. 2 9 6.3 0. 0 5

7. 2 - 0.2 15 3 0 0. 2 9 4.5 0. 0 5
5. 2～ 7. 2 2 6 0 〇. 2 1 〇. 5 0. 0 5
萌 芽 2 〇 〇. 2 1 〇.1 〇.1 〇

小 11.2 ～ 1 3.2 2 〇 0. 3 0 〇.1 〇.1 6
(2本平均) 9. 2 ～ 11.2 8 4 0 0.5 5 2.9 0. 0 8

7. 2 〜9. 2 4 9 0 0. 3 0 1.5 0. 0 8
萌 芽 2 〇 0. 5 5 0.1 〇.1 3

ロ 大 1 7. 2 〜 3 〇 〇. 5 1 〇. 2 〇.11
(3本平均) 1 5. 2～1 7. 2 2 9 0 0. 4 4 1.3 〇・1 〇

1 3. 2 〜1 5. 2 2 3 6 0 0.3 8 9. 〇 0. 0 7
11.2 〜1 3. 2 5 7 9 0 0. 3 8 2 2.0 0. 0 8

9 2 ～ 11.2 3 7 9 0 0. 5 6 1 3. 7 0. 0 8
Z 2〜2 2 12 5 0 0. 3 6 4.5 0. 0 8

中 1 3. 2～ 11 〇 0.4 7 0.5 〇.I 〇

(3本平均) 11.2～ 1 3. 2 19 5 0 0. 3 0 5.9 0. 0 8
9. 2 〜11.2 19 0 0 0. 2 0 3.8 0. 0 6
Z2 〜9. 2 7 4〇 0. 3 8 2.8 0. 0 7

小 1 3. 2 — 1 〇 0. 3 5 〇.1 0.0 6
(2本平均) 11.2～ 1 3. 2 9 9〇 0. 3 5 5.5 0. 0 5

Q 2 ～ 11.2 9 4〇 0. 3 0 2.8 0. 〇 5
大 2 2. 2～ 3 7 0 0. 3 9 1.4 〇.1 5

(2本平均) 2 1.2 〜2 2. 2 2 7 0 0 0. 3 5 9. 5 0. 0 9
1 9. 2 ～ 2 1.2 3 5 3 0 0. 2 9 9. 3 0. 0 7
1 7. 2～ 1 9.2 4 8 9 0 0. 3 3 1 6.1 0. 〇 9
1 5. 2 〜1 7. 2 3 5 9 0 0. 5 〇 1 〇. 8 0. 〇 7
1 & 2 〜1 5. 2 2 0 10 0. 3 4 6. 8 0. 0 7
萌 芽・ 1 4 〇 0. 3 6 0.5 〇.11

中 1 9 2〜2 1.2 6 6 0 0. 5 7 2.5 0. 0 9
(4本平均) 1 7. 2 ～ 1 9. 2 3 19 0 0. 3 4 1 0.8 0. 0 8

1 5. 2 ～ 1 7. 2 19 5 0 〇. 3 1 6. 〇 0. 〇 7
1 3. 2 〜1 5. 2 12 10 0. 5 2 3.9 0. 0 8
11.2 〜1 3. 2 9 9 0 0. 5 2 3. 2 0. 〇 9
萌 芽 2 3 0 0. 3 2 0.8 0. 0 7

小 1 7. 2～ 1 9. 2 5 9 0 0. 3 3 2. 〇 0. 〇 8
(2本平均) 1 5. 2 〜1 7. 2 2 4 10 0. 3 2 7. 7 0. 0 8

1 3. 2 ～ 1 5. 2 3 6 9 0 0. 5 2 11.8 0. 0 7
11.2 ～ 1 3. 2 12 10 0. 5 3 4. 〇 0. 0 9
萌 芽 5 〇 : 0. 4 7 〇. 3 〇.1 〇
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と卷分含有量(大・中・小グルーブ別の平均)

眨〇5 9 k2o % k2o 9 Cao % Cao g Mgo % Mgo 9

〇. 4 0.1 5 0.8 1.3 0 6. 7 0. 0 2 〇.1
2.9 〇.1 7 6 1 1.0 7 3 8. 3 0. 0 2 〇. 7
4.1 〇・1 〇 5.2 0. 9 4 4 8.6 0. 0 2 1.〇

〇. 6 0.1 2 〇. 8 0. 9 6 6. 7 0. 0 2 0.1
〇.1 0.1 8 0.2 1.3 7 1.4 0. 0 7 〇.1
0.5 0.1 4 〇. 9 1.1 8 7. 5 0. 〇 2 0.1
1.1 0.1 2 2.6 1.2 7 2 Z 8 0.0 9 2.0
〇. 8 0.1 〇 1.5 1.1 4 1 7. 5 0. 0 2 0.3
〇.1 〇.1 〇 〇. 3 0.8 6 2. 2 0. 0 7 0.2
〇,1 〇.1 6 〇.1 1.3 4 〇. 3 0.0 2 〇•1
〇.1 0.5 5 〇.1 1.3 5 〇. 2 〇.1 4 〇•1
0.7 0.1 2 1.〇 1.1 9 1 〇. 〇 0.0 4 〇. 3
0.4 0.1 5 〇. 7 1.3 0 6. 4 0.0 5 〇. 3
0.1 0. 5 2 0.1 1.5 7 0.3 0.0 4 〇.1
0.1 0.2 3 〇.1 1.2 7 0.4 0.0 2 0.1
〇. 3 0.2 3 〇. 7 1.4 2 4.2 0.0 2 〇.1
1.7 0.1 2 2.8 1.3 5 3 1.8 0. 0 2 0.5
4.6 〇・1 〇 5.8 1.0 2 5 9. 0 〇・ 〇 1 0.6
3. 〇 〇.1 2 4.6 1.1 2 4 2.4 0. 0 2 0.8
1.〇 〇.1 2 1.5 1.1 2 1 4. 〇 0. 0 2 〇. 3
〇.1 0. 3 5 0.4 1.5 1 1.7 〇.I 〇 0.1
1.6 〇.1 5 2.9 1.2 6 2 4.6 0.0 7 1.4
1.1 0.11 2.1 1.1 2 2 1.3 0. 0 4 0.8
〇. 5 0.1 5 1.1 1.1 3 8.3 0.0 7 0.5
0.1 〇・1 2 〇.1 0.9 1 〇.1 0.0 6 0.1
0.5 0. 0 8 〇. 8 〇. 9 1 9.1 0. 0 6 0.6
0.5 0.1 2 1.1 1.2 5 11.6 0. 0 7 〇. 7
0.5 0.1 6 〇. 6 1.8 1 6. 7 0. 0 7 〇. 3
2.4 〇・1 2 3. 2 1.6 4 4 4. 3 0. 0 9 2.4
2.5 〇.11 3. 9 1.2 8 4 5.1 〇.1 〇 3.5
4.4 〇.11 5.4 1.4 0 6 8.4 0. 0 5 2.4
2.5 0.0 8 2.9 〇. 9 1 3 2. 7 〇.1 〇 3. 6
1.4 〇・1 2 2.4 1.0 7 2 1.5 0： 2 3 4.6
〇,1 〇.1 2 〇. 2 1.2 4 1.7 0. 0 9 0.1
〇. 6 〇.1 4 〇• 9 1.5 6 1 〇. 3 〇.1 〇 0.7
2.6 〇.1 2 3.8 1.3 5 4 3.1 〇・1 〇 3.2
1 4 〇.11 2.1 1.3 5 2 6. 3 〇.I 〇 2.0
1.〇 〇.11 1.3 1.2 1 1 4. 7 〇.1 7 2.1
〇• 9 〇.11 1.1 1.11 11.〇 0. 0 7 〇. 7
〇, 2 〇.1 3 〇. 3 1.0 8 2.5 0. 0 9 〇. 2
〇. 5 〇.11 0.7 1.2 2 7. 2 0. 0 9 〇. 5
1.9 〇.1 〇 2.4 1.0 4 2 5.1 0. 0 7 1.7
2.6 〇.11 4.1 0. 9 5 3 5. 0 0. 0 8 3. 〇

1-1 〇.11 1.3 0. 8 5 1 〇. 3 〇・1 〇 1.2
〇.1 〇.1 5 0.1 1.5 0 〇. 8 0. 2 0 〇.1

—1 9 7•-



附表9 脖の養分淚度と

林分 クルーブ 区分 乾物g N % n g ?2〇5 %
I 大 枝上•心材 1.6 5 0 0.0 7 1.2 0. 0 6

(2本平均) 〃 辺材 2 〇(1 7 〇 0.0 9 1 8.2 0. 0 6
枝下•心材 2 5. 6 4 0 0.0 5 1 2.8 0. 0 3

〇 辺材 4 2. 4 8 5 0. 〇 7 2 9.7 0. 0 8
樹 皮 6, 7 3 0 0. 4 3 2 9.1 〇.11

中 枝上・心材 5 4 0 0. 0 6 〇. 3 0. 0 6
(4本平均) " 辺材 Z 9 4 0 0. 〇 9 7. 2 0. 0 8

枝下•心材 1 6, 7 2 〇 0. 〇 4 6.7 0. 0 4
〃 辺材 2 1.2 1 0 0. 〇 8 1 7. 〇 0. 0 3

樹 皮 3,4 0 0 0. 4 3 1 4.6 〇.11
小 枝上・辺材 2. 3 2 0 0.1 3 3. 〇 〇.1 4

(2本平均) 枝下•心材 11.6 4 0 0.0 6 7. 〇 0. 0 4
" 醐 1 5. 7 1 0 0.0 8 1 2. 6 0. 0 6

樹 皮 1.9 1 0 0.4 3 8.2 〇.11
大 枝上・心材 3, 3 1 0 0.0 6 2.0 0.0 2

(3本平均) ° 辺材 2 6, 4 5 0 〇,1 Q 2 6.5 〇.1 6
枝下•心材 5 Z 3 4 0 0.0 5 1 8. 7 0. 0 4

° 辺材 4 4,4 5 〇 0. 0 6 2 6.7 0. 0 3
圈 皮 1 0, 4 2 0 0. 4 6 4 7. 9 0. 0 8

中 枝上•心材 6 0 0 〇.11 〇. 7 0. 0 3
(3本平均) ff 辺材 6, 3 0 0 〇.1 2 7. 6 0.0 5

枝下•心材 1 8, 7 3 0 0. 0 7 1 3.1 0.0 4
ff 辺材 2 4. 8 2 0 0. 0 8 1 9. 9 0. 0 4
聴 皮 3,8 8 0 0. 4 6 1 Z 8 0. 0 8

小 枝上・辺材 3, 3 6 0 〇.1 〇 3.4 0. 0 3
(2本平均) 枝下•心材 Z 5 7 0 0. 0 6 4.5 0. 0 2

〃 辺材 12 6 7 0 〇.1 〇 1 9. 7 0. 0 7
樹 皮 3, 2 6 0 0.4 6 1 5. 〇 0. 0 8

皿 大 枝上・心材 6,。 9 0 0. 0 8 4.9 0. 0 8
(2本平均) 2 6,1 4 〇 〇.1 7 4 4. 4 0. 0 6

枝下・心材 11 Z 3 7 〇 0. 0 8 9 3. 9 0. 0 3
" 辺材 1 2 5.1 8 〇 0. 0 9 11 2. 7 0. 0 3

圈 皮 2 1.8 4 0 0. 4 6 1 0 2.4 0. 0 8
中 枝上・心材 2,9 8 0 0.0 5 1.5 0. 0 3

(4本平均) " 辺材 1 2, 9 7 0 0. 0 8 1 0.4 0. 0 4
枝下・心材 6 1.1 6 〇 0. 0 5 3 0. 6 0. 0 8

〃 辺材 8 2 16 0 0. 0 5 4 4.6 0. 0 5
樹 皮 9, 6 9 0 0. 4 6 4 4.6 0. 0 8

小 枝上・心材 9 0 0 0. 〇 5 0.5 0. 0 3
(2本平均) " 辺材 8.5 6 0 0. 0 5 4.3 0. 0 3

枝下•心材 3 8,8 3 0 0. 0 5 1 9. 4 0. 0 3
〃 辺材 5 4, 7 6 0 0. 0 7 3 8.3 0. 0 4

I
樹 皮

I
6.8 7 0 -0. 4 6 3 1.6 0. 0 8

— 19 8 —

養分含有:a (大・巾•小グループ別の平均)

?2〇5 9 K2〇 % K20 9 Cao % Cao 9 Mgo % Mgo 9

1.〇 0. 2 8 4.6 0. 2 6 4.3 0.0 4 〇• 7
1 2.1 〇.1 〇 2 0.2 0. 2 6 5 2.4 0. 0 3 6.1

丿

7. 7 0.2 2 5 6. 4 0. 2 7 6 9.2 0.0 1 2.6
2 9.7 0. 0 9 3 8.2 0. 2 9 1 2 3. 2 0.0 1 4.3I 7. 5 0.3 2 2 1.7 1.6 2 1 〇 9. 8 0.11 7. 5

〇. 3 〇.1 9 1.〇 0. 3 0 1.6 0.0 2 0.1
6.4 〇.1 〇 7. 9 0. 3 2 2 5.4 0.0 2 1.6
6. 7 0. 2 0 3 3. 4 0. 2 5 4 1.8 0.0 2 3. 3
6. 4 0. 0 8 1 7. 〇 0. 2 2 4 6. 7 0. 0 7 1 4.8
3.7 0. 3 2 1 〇. 9 1.6 2 5 5.1 〇.11 3 7
3. 2 〇.11 2.6 0. 3 8 8.8 0.0 2 0.5

I 4.7 〇.1 4 1 6. 5 0. 3 4 3殳6 0. 0 2 2.3
9. 4 0. 0 9 1 4.1 0.2 8 4 4. 0 0. 0 8 1 2.6
2.1 0. 3 2 6.1 1.6 2 3 0.9 0.11 2.1
〇. 7 〇.1 4 4. 6 0. 2 7 8.9 0.0 2 〇. 7

4 2.3 0. 0 9 2 3. 8 0. 2 5 6 6.1 0. 0 3 7. 9
1 4.9 0. 2 2 8 2. 2 0. 2 2 8 2. 2 0. 0 3 11.2
1 3.3 0. 0 8 3 5.6 〇.1 9 8 4.5 0. 0 3 1 3.3

8.3 0. 2 3 2 4. 0 1.3 3 1 3 8.5 〇.11 11.5
〇. 2 0. 2 6 1.6 0. 2 9 1.7 0.0 3 〇. 2
3. 2 0. 0 9 5.7 0. 3 3 2 0. 8 0.0 2 1.3
7. 5 〇, 3 1 5 8.1 0.2 6 4 8.7 0. 0 6 11.2
9. 9 0. 0 9 2 2. 3 0. 4 2 1 0 4. 3 0.0 6 1 4.9
3.1 0. 2 3 8.9 1.3 3 5 1.6 0.11 4.3
1.〇 〇.1 〇 3. 4 〇. 2 1 7.1 0. 0 4 1.3
1.5 〇.1 3 9. 8 0. 3 4 2 5. 7 0.0 4 3. 〇

1 3. 8 0.0 8 1 5.7 0. 2 4 4 Z 2 〇. 〇 1 2.0
2.6 0. 2 3 Z 5 1.3 3 4 3. 3 〇.11 3.6
4.9 0. 4 〇 2 4.3 0. 2 0 1 2.2 0. 0 4 2.4

1 5.7 〇.1 2 3 1.4 0. 3 5 9 1.5 0.0 4 1 0.5
3 5.2 0.5 5 6 4 5. 5 0.2 0 2 3 4. 7 〇・1 〇 11 Z 4
3 Z 6 0.0 9 11 2.7 0. 3 0 3 7 5.5 0.0 4 5 0.1
1 7. 5 〇.1 8 3 9. 3 1.3 8 3 0 1.3 0.1 5 3 2.8

1 0.9 0.1 3 3. 9 0. 2 9 8.6 0. 0 4 1.2
1 5.2 0.0 8 1 0.4 0. 2 5 3 2.4 〇・ 〇 4 5.2

4 8.9 0.1 4 8 5. 6 0.2 6 15 9 0 0.0 2 1 2.2
4 4. 6 0. 0 7 6 2.4 〇. 3 1 2 7 6.4 0.0 7 6 4.8

7. 7 0.1 8 1 Z 4 1.3 8 1 3 3. 7 0.1 5 1 4. 5
〇. 3 0.2 2 2.0 0.2 8 2.5 0.0 2 〇. 2
2.6 0.0 9 Z 7 0.3 7 5 1.7 0. 0 2 1.7

11.7 0.1 6 6 2.1 0. 3 2 1 2 4.2 0.0 6 2 3. 3
2 1.9 0. 〇 9 4 9. 3 0. 2 5 1 3 6. 9 0. 0 4 2 1.9

5. 5 0.1 8 1 2.4 1.3 8 9 4.7 I 0.1 5
I

1 0.3

—1 9 9 —



根の養分濃度と！本附表10

林分 層位
根の太さC771 乾物 N % N 9 ?2°5 %

I -M-根 株 Z 1 6 0 〇.1 6 11.5 0. 0 6

I 0.2以下 3 9 0 0. 6 0 2.4 〇,11

0.2 〜2 1.〇 8 0 〇. 4 〇. 4.3 0. 〇 6

2 以上 1 8 〇 0. 2 6 〇. 5 0. 0 5

U 0. 2 以下 2 3 0 0. 5 〇 1.2 0. 〇 6

〇. 2～ 2 1.7 1 0 0. 3 2 5.5 0. 〇 5

2 以上 4,5 5 0 0. 2 2 ! 〇・ 〇 0. 〇 5

m 0.2以下 1 3 〇 0. 3 3 〇. 4 0.0 6

〇. 2～ 2 6 1 〇 0. 2 4 1.5 0. 0 5

2 以上 1 4 〇 〇.1 6 〇. 2 0. 〇 6

n 眼 株 4 1.0 6 0 〇.1 3 5 3. 4 0. 〇 6

I 0.2 以下 1 6 〇 0-9 6 1.5 0. 2 2

〇. 2～ 2 6 l 〇 0-4 3 2.6 0. 0 7

2 以上 2, 9 2 0 〇.1 4 4.1 0. 〇 5

H 0.2以下 3 4 0 0-5 9 2.0 〇.1 4

〇. 2～ 2 1.9 6 0 0. 4 9 9. 6 〇.1 〇

2 以上 1 0,4 6 0 〇.1 6 1 6. 7 0. 〇 6
皿 0. 2以下 2 8 0 0. 4 4 1.2 〇.I 〇

0. 2～ 2 2, 5 1 0 0. 2 7 6. 8 0. 〇 8

2 以上 1 4I 〇 ! 〇 〇.11 1 5. 4 〇, 〇 9
N 0. 2以下 5 〇 0. 4 4 〇. 2 〇.1 〇

1 〇. 2 〜2 5 5 0 0. 2 8 1.5 0. 0 6
Ii 2 以上 6, 2 5 0

. 1
〇.1 3 8.1 0. 〇 6

!

—2 0 〇 —

あたり養分含有母 (2本の平均値)

三

〇

内
 

林

?2〇5 9 k2o % k2° 9 CEO % Cオ〇 » MgO % Mg0 9

7. 2

0.5
2.1

〇. 2

4. 3

〇. 4

〇. 7
〇.1

〇.1
〇. 2
0-2

0-1

3
8

3
9

9. 3

1.1
2.5 \
〇. 3

0.4 0

0.8 9
0.5 6

0-5 1

2 8.6

3.5

6.1
0.9

0.1 〇

0.1 2

0-1 9
0. 0 9

0.1 0-2 5 〇. 5 0-4 9 1.1 0.1 2 〇, 5

〇. 9 0. 2 2 3.8 0.4 7 8. 〇 〇.1 2 0.2
2.3 0.1 4 6. 4 0.4 8 2 1.8 〇.11 5. 〇

〇.1 〇.1 9 0.2 〇. 8 1 1.〇 0-1 〇 0.1

〇. 3 0.1 8 1.1 0.4 6 2.8 0.1 〇 0.6

〇.1 〇.1 3 〇. 2 0.4 0 0.5 〇.1 〇 0.1

2 4. 6 〇.1 4 5 7. 5 0. 5 7 1 5 1.9 0.11 4 5.1

〇. 4 〇. 5 2 〇, 8 1.0 7 1.7 0-4 5 〇. 7

0.4 〇. 2 7 1.6 0.9 5 5.8 0-2 5 1.4

1.5 0-1 〇 2.9 0.4 7 1 3. 7 0-l 〇 2.9

〇. 5 〇・ 3 8 1.3 0. 7 4 2.5 0-5 1 1.1

2.0 〇. 2 1 4.1 0. 6 0 11.8 0.2 8 5.5

6. 3 〇.1 1 11.5 0.4 6 4 8.1 0.1 9 1 9. 9

〇. 3 〇. 2 3 〇. 6 0. 6 1• 1.7 0. 2 2 〇. 6
T 2.0 〇・ 2 6 6. 5 0. 7 4 1 8. 6 〇.1 5 5.8

1 2.6 〇・ 〇 8 11.2 〇. 3 1 4 3. 4 〇.11 1 5.4
〇.1 〇. 3 〇

〇. 2 0. 7 8 〇. 4 0. 5 0 0.2
0.3 〇. 2 1 1.2 0. 5 8 5.2 0. 0 9 〇. 5
5.8

I
〇.1 4 8. 8 0. 5 7 2 5.1 〇.11 6. 9 

________

-201—


